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十和昭

日 本 建 築 協 曾 版

本書は現行の市街地建築物迭を始め本年改正賓施された

“ 市街蛾建築物法施行令" 11 “ 同法施符規則" ・“ 同法施行細則"

( 大阪府、兵庫感、京都府、警視膳; 東京問、神奈川廊、愛知蘇〉等々その他“ 同法

関係法令" を全部網羅編纂したるものである。本書はその性

質上校関に最も力を費し関係官賎諸技師の援助を受けて出来

得る限りの正確を期し亡。表紙は堅牢にして本綴さなし叉上

質紙を使って印刷の鮮明を計りその装般の美麗さ携帯の至便

さは多大の絶讃を博するこさ』確信す。

建築家、建築業者、建築撃生其他萄しくも建築に関係ある者

の必要欠くべからさ・る定本ごして敢て本書を薦む。

. 定 債 50 銭 送 料 6 銭 .

日 本 建 築 協 長 司 王F E
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大 阪 憲 兵 隊 検 閲 湧 くII{{ 利111年 7 月 13 円第 8 WX)  

中 之 島 公 園

北西 iこ向 って撤彩し t: Lので、公園施設及各種

公共的建築物た始 め、中央ffl; に(: t 可動樫t:る水晶

橋の片影 もあ らはれてゐ る。

1 . 中 之 島 公 園

大 限 の 都 市 計 壷 的 畳 間 1 VI I I  



織景 箇 所 Ｆ ｾ・ 景 方向 Ｒ Ｎ 此虞に表 記 ＭｴＡＺる花Ｚ放 ｴ Ｚｴ 、 闘版の番批である。

大 |坂m-を中心とする 、者11市計・叢、都市計垂事業或は都市計垂

として正式手績は経て居らないが都市計垂上重要な施設の中、

故葉を支互に掲け・たものである 。

VIII  2 大 阪 の 都 市 計 量 的 最 楊



3. 大川町線方面河

主主遊歩遺

淀屋橋より下流

ｬ こ向ってｾｬＦ 員 長。 こ

のやうな美 しし、河

斧遊歩道が多数築

設され、水都大l奴

l二遁t: t した、風雪況の

一日 L早〈 生れん

こ;:: 1) ，>望んで己主

t i y 。

4. 大源帯盛大拳密

接部附属病混附近

関誌橋F付近ー併

t:t早 くより大反高

松飾比 し、水面に

映 えるｾ Ｑ［の 姿 ｴ Ｚｴ Ｗ ｊ ＼

都さ して誇ろに足

る風景た1，'t!:ってる

中之島公園 中之島公関口、明治二十四年の創設にか、ろ fE大阪市内最初の公園で、共の後iWi次隣接地た併

合 し 、現 在で ｴ Ｚｴ ｾ ｴ の面積約 二 瓜七千士平に及 ん でゐろ 。 音楽堂 、 競技場、彪球初、児童遊戯 身 、 ロ ー ラ ー ・ スタ

ート場、各種運動器具施設等完備し 、堂島川 ミ土佐郷)11 ;さに挟 まれ1: 東西に長ν 敷地で、水部lこ通しい風貌た

呈 してゐろ。街、市総合控訴院ル始め 、lI<f l i. 圃書館、中央公令堂堂島ピ J レディユノ ケ等この附近一帯t: t 名賀共 lこ

大阪市のー中心地ら形成すろもの 、美観上の見地 よりして L 先づ第 一 lこ指ル屈 しなけれ If ならぬ地併であ らう。

大 阪 の 都 市 計 量 的 景 観 3 VIII 
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5. 大阪市中央

卸責市場

市中央卸賀市場

(:t 、大正十二年の

' 1' 央卸l賀市場法に

基告 、敷地約三前

八千土'1'の所 に、 コ:

立約六百必( 1 l I 1e投

じ、 H行制 l六-' 1三よ り

I出場ざる 、配給組

織 の合理化ら回途

ごして設立されれ

生鮮食料品の卸費

市場でわって 、11[1

和九年度中の取扱

高賀 lこ六千三百 i町

出l 、名貨共 に大大

| 奴の大雪量所での 中

心引あろ。水陸雨

還に位 し、都市の

凡ゆる鮎より頗る

重要なろ 地鮎た占

むろ故、本年甲種

防火地|亙さ指定 d

られる に至つれ。

穏 策 (:t Il i 場内郊

の後方より正面た

ｴ ｊ｜ｫ ｜ｾしれるしので

あろ が、級選、岸

壁の施設し 、股』告

ら極め ｴＺ ＱｬＧ ｾ 市の紛

闘の刻 ｬ き 而 ｾ ｬ 佐官 ｩￎￜ

へて ゐる n

6. 標宮公園 機宮公園ＨＺｴ、内務省より無償貸 ｾ ｉ ヰル交げ ｴＺ 河 川 敷た平 ｉｊ ｭ し て大正十二年開公の ｩ 基さな ｌｊ 、 ｊＮ ｴ の後

世t皮の扱張叫主て今日 lこ歪つ t : L のである 。削( 約二比七千坪、場 技 鏡 、 野 球 場 、 創，.1; 号、児童遊技場、数

材圏、林泉等の施設何れし備ってゐるが、こ の 公閣の特徴 (:t 何さ 云っても淀川の清流た: 怒 lこし得ろ鮎 にある。

鶏策ＧＱＧ央部塗か彼方に ｉ ｾ ｉ ( 浮んで見 えろの (:t 、大阪 tt : 道線ら fli の 中 心 大|奴島平方面 |こ結ぶ重要な ー張問の 槌

宮情。左方( : t 造幣局であ る。

VI I I  4 大 阪 の 都 市 計 量 的 景 鶴



7. 大安池田線中津附近 〈禁演上〉

大阪池同線、 ｬ ｾ ｩ ｦ， ＱＱＱ 定鍛 北 大阪線、阪急電餓市 ＱＱ Ｑ

戸 線及資家線が本目此 んで高 架さなけ、 ｾｊｾ の 下 ｩ こ

権回線に至る省線貨物線が通 じてゐ る。潟民(l

i資生合大阪府病院の屋 上よ り撒彩-c!: ろL の。

立 値 的 街 路

日iこ増し繁盛さなる都市交遜俗図滑迅

速に取扱かはんさするには、先づ交通路

の立骨量化が必要である。就中、道路或 (l

餓道の卒商交叉た立飽交叉に改良するこ

さ(l 比較的古くより唱導されてゐろが、

最近 に至り 交叉鮎のみなら? 、一般的に

之ル高架或 (l 地下になす1必要 lこ迫られて

?IH: 。最 L徹底ぜる L のさしては 、一般

にt決議(l 地下に、 自動車、荷車、創噂車

等 (l 地表面に、人 (l 地上へさ各交遜の分

間住ら行ふべきしのご考へられてゐる。

B. 大阪池田線十三附近 ( 察演中〉

大阪池回線ご大阪伊丹線の千平合する

所。大阪池悶線の高法車道のみが阪急電

餓紳戸線の上ら波ってゐる。郊外の 11汀均

(， Jtrr < して 新し ル、香 lこi受1: されて行〈の

である。

Ｙ Ｎ 大ｾ次回線長夏橋附近 Ｈ 鶏担直 下 〉

地形の関係上、緩泣i車道及歩道、高法

道 、遊ｾ 歩道 Ｈ 堤 上 〕の三 段に分れ 、 一寸

趣のある風貌た してゐる。道路 (l 必? し

も同一牛面上になけれ l: f ならぬさ 云ふ理

由(U.. ν のでわる。

大 阪 の 都 市 計 壷 的 畏 観 5 VIII 



穴 阪 :憲 兵 隊 機 関 溌 昭和 11年 7 月1 3 日第 B 放

10. 御堂筋心菊矯湖沼 〈窯実上〉

十令百貨腐の屋上より撮影。御堂筋(::t交通上

からも級地静ごして し、大阪市民 lこごって (::tな

くてはならぬ街路である。 ｦ 対 ｌｾｴ の沿道の建築

物の欠何さ賛弱な二さよ。 大昔日rli の大街路に遁

ＨＺＺｴし し、 耐火的高ｾ建築物の建 ち 此 ｾ，日の総てＪ

らん こさた梁しみに待ってゐょう 。

11 . 御堂筋本町附近 ( 窯異中〉

地下銭の乗降出入口か緩辺i雨車道の 中間に顔

ル出 してゐろ 二ミ( : : t 、御堂さんさE . 祈ピ J レが宇目

立立んでゐろよりし鍛f告らかし u、。

12. 堺瀦瓦町附近 く慕異下〉

左端よ り、精鋭ピル 、聖子村ピ Pレ、第二野村ピ

ル、111口ピル 、主主駒 H，f ;l Hs等堂命 1: ろ建築物が

郷土ヒしてゐる。

御 堂 筋

御堂筋l工、更生第一次都市計産事業ごし

て決定" f ! _ られ 1: 、大l波耳事前難波軍事前問 、幅

良二十四間乃至五十四間の 、大阪市中最大

の街路で、今。殆ど共の完成 lこ近附かん三

してゐる。i J i 遁、緩述: 車道、緑地 2立 高 速

車道の四昔日分に医別され、街地下 lこ{ 工大都

市交通上紙< pJ からざる高l i ! [ 度級選が通じ

てゐる。 この高速度鍛遁( 工 、大正十五年都

市計童ごして荷主立され、昭和四年同事業主

なつ 1: 所の、総延長約二十粁、工費約八千

;U':;IB. J 、大阪市執行の しののー郊であろ。目

下着手中の大阪耳事前土地区別笠理l 1 . . 之等卒

業の完成のH売にl工、堂々 1: ろ大都市の面自

ら呈するに歪ろであらう。

堺 筋

堺筋( 工、昔th早の商人の移住によって形成 ぜら

れ ＱＺ￭ Ｑ￯ でわるごｦ［｜ｾ {: t れてゐるが、路面危車の敷

設苫共 l 二Jt の幅員た披張" f ! _ られ1: もので 、大阪

市目抜の商業街ごして重要な位置1:e占めてゐ

る。大以高松館ii 比 してゐるゃうではあるが 、11行

利八年六月( この調査は大分古いが〕によれば、

、1 この街 路 に面する建築物 の紙、面積伎 に約八 ｾｻｪｾ［

坪、且11 ち大丸百貨庖約六簡の床面[ 杭 l二相悦する

さ云ふ泣憾な状態でわろ。御堂筋の完成さ 同時

lこ堺筋の交通量(: : t減少 し、商業街I ! J t ( 工事務所街

さしての機能たー府軍苦探すろに至ろであ らう。

VII 1 6 大 阪 の 都 市 計 壷 的 景 観



13. 防潮漣場市; 実附i . ' ! ( 窯買上〉

潟 ; nに見られるやう 、右端よりコ '/ )J リート

壁 、松樹林二の場合 lこは未 f: '備 えてな し、上五米

の芝生及遊歩道のある 堤 防の三段織さ してj占l到

なる法志; が挑(工れてゐろ。

防 潮 堤

昭和九年九月 二十 一 日開凶地方た襲つ1:

i  未曾有の大風水禍 lこ鑑み、突置を的高i舗の襲

Ｊによろ被害［ｉＮ･ｾ Ｇｊｬ ￬Ｎ成 ぜ んが ＱＺ め 、堺、 大津

及高石の各都市計進区域内の海岸に、総延

長八千四百五十五米 、事業費約百瓜回忌以

て、大阪府 知事 執行の古 ｾ￯ｴ￯ 計主事 業 さし

て 、昭和九年度より同十一年度迄に Iir施す

るこさ に なっ ＱＺ 月 ｲｲ ｾ ｬｾ 防 潮堤Ｈ工 、 守主ｼ必昔日市首 十

;11界 l 二於げろ最近の待微わ る施 設であらう。

14. 圃選拾六競住吉公園附i ! ! ( 鳶歯車中〉

1週遁拾六披 l:t 所制放射 路 線 の ー で 、 大

阪市 Z 南海方面さ えp注絡すろ重要幹線であ

る。 この附近に多 u、老松た其の ま 弘車道の

中に残し 1:所 、中 身大J mさ し、へ 11. '大路であ

る。左手 l: t 住吉公園である。

15. 圏遭拾六議場市湊附近 く窯翼下〉

w道上の倣樹併や一般の手法繍ーより大し

て樹木芝 生 等の慌え込 ん ｦ Ｚ Ｇ 所 、 確 に 秀 ｾ で

ある。日佐路面電車守中央に敷設 しれの l:t 、

交遜上果 し て似Ｚｻｾか ｦ 瓜 か疑 ＱＱＯＩ であるさ思ふ。

大 阪 の 都 市 計 壷 的 畏 観 7 VIII 



天 王 寺 :公 園

天王寺公聞は、明 治三十七年第五回内困勧

業博覧合場の跡た利用して起工 、明 l'台四十二

年間公し れ L の、共の後大正三年にlt 鉱物園

が開園され、昭和元年には住友家よ り't!.( 邸 地

ｾｲ 事国及茶臼 山 が寄付さ れ、 叉毘 ｨ 秘Ｚ 張 Ｒ 主改

造た行 ｵ 、 ま ｾ ｉ こ 現在我々の見る近代 的 都 市 公

団が完 成し Ｑ Ｚ のである。 Ｉ ＧＱ［ ・ の而 ｅｙ 約七 ［ｉｊｾ 坪 ｯ

mJ ; 物悶のf也、温室、 ロツグ ・ガーヂ ν 、音楽

堂、記念作、3競技場、児童遊技身、貸ポ ー ト、

林泉、花tJd等、}!Jl; l1 . 美術館、市民博物館等の

完備わり 、 交遁よ 、 Ａｴｦ［ｾ上の中心 地 Ｑ Ｚ 1. ，南大

l阪の一矢'J 1 l e 占むろ霊安な地引 lこ 介 在 し て ゐ

Ｎ 色 川一 心一 ＮＮＭ ｟ Ｎ ｾ ｾ Ｎ一一 一 九一一二 る。大阪市中心地 に位する 公園の中 、商政最

L 大なる武重な 公闘であろ 。

窯長上( 工南大阪の雑貸与他所に 、此民主 l1. )J 11天

地である。但 し、一般市民より寧ろ ノレ Y ベ ン

.a; 等の利用率大なる我凶都市公園の状況が此

慮 に もよくわらはれてゐる こさl1.泣1悠ろであ。

佳 江 公 園

住江公国 l1. 、昭和二年程工 、同五年 に竣工

し1: 府公園で 、面談約四市四千士午ーであろ。 こ

の地一帯 l U; : : 藍荻叢生 ゼる埋立地であっ1:

のか 、大和川 の土砂、た以て公園敷地さ し、fi

弱ながら L住吉公園さ( 1. 公国道路た以てj ! s 絡

ぜ しめ れものであろ。昭和九年九月の大風水

害の1: め関内各施設. D: . 樹木の大部分( 1 . ι司大な

被告た袋つれが、共の後着々 rlJ 工事進捗し 、

現花では 、競技場、野球場 、庭球身、二十五

米 プール等運動本f立の施設守主fJ め、大弓場 、

V I I 1 8  
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花 ｉ 豆 、 温室 、 児童遊技初 、 ｾ｜ ｊ 池 、 ＱＧｴ ［ｽ［Ｇ - ト等

市民のＡｮＱ ｾ 聡休養に針する ｢ Ｇ ｾ［Ｇ［ 百の施設が笠昔前す

る|こ歪つ1: のである 。

17. 佳江公園野E事場 CY: 演中〉

IEffii 遁. 0' 1こ見える λ タ ン I" l工、II ({利九年の

大風で ｊｾ の屋根が会 ｩｽ ｬ ￭ ｬ ｾ ｾ 告飛 ｉｦ さ れ ＱＺ が 、 ｾ ｬ Ｚ

の ｉ 也の施設前端ＨＱＮ Ｑｾｈ 注以上 ｬ こ官 ｩ ＱｊＨＺｴってゐる。

この日li 分( 1. 云( 1. ltiili 1flJ J競技本芯; の局所て' わる 。

18，伝言工公園瓢箪池 ( 窯歯車下〉

公悶北端の風景で、芝生 ご砂利が美い、。

この背li 分( 1. 云 l1. If 慰祭休養本位のお」所でめる。

... 
男孔 翻



知ら れてゐ1:FJr でわる。

前 葉 集 住 の 江 の 岸 松 原 さ 1:' つ踊11
1わが大君の

御率し さこ ろ 角麻呂

葉 興 上 ｻｬ 公 園 の南端 に ある 池 ゃ梼た撒｜Ｂｾし Ｑ Ｚ

もので、大人にさって も子供にごっても自然的

風景た多分 iこL つれ よし、進si 遁でわる。

省 線 域 東 線

減点線{: tfE大阪市の外周ら絵り、大阪堺ご天

王寺騨さや結ぶ所の 、都市交遜緊要の路線であ

ろ こミ{l 云ふ迄 L なし、。 この線{l しさ大|波紋;江

古格し 、明治二十 八年五月 に蒸気機湘車ご して

開通し れ のであろが、主主 lこ先年附手11八年一月' 定

化 ミ共に高架線ごなつ 1: もので 、ま主に育liin防護

上から1 ，: 新 しし 、役目らしつ こさ， 1.. つ1: のでわ

ろ。即ち、本年凶月の大阪古11市計; 1 I 防火地|認の

迫力n後変によって 、こ の高架工作物内の建築物

1:1. 住 吉 公 園

住吉公園 {l 、 1， ｾ住吉紳祉の馬場であつ

れが、明治大年允許可P得てIf. f所管の公園さな

っ 1: しのである。治時の面fN{ :t 約 三前九 千 坪

であっ1:が 、Jもの後南海水線数及以来祉に国

道十 六P枚数さして梯ぴ 下 げ 1: 1: め、現在の

inHN{l 約二部八千坪に減少 して ゐる。併し 、

圏内各施設の改善施設{ : t 着冷 illi 捗し 、昭和九

年九 月の大風水害の餓波1，e 受け惜しくも古来

の松樹に大損傷た家つ 1: に掬 ら? 、現在で {:t 、

県松の疎林在中心 に、 築 111、池 、花壇、運 動

場 、児童遊園等監1かな都i I l 公園さしての風 貌

守備へてゐる。 昔こ の地ー幣 {l 入江がFJr 々 に

介在してゐ 1:1: め、佐の江叉 {l 塁の江主して

の敷地1J ? 殆ど全部甲種防火地 区 に 指 定 ぜ ら1

れ、都市の火災の延焼ル防止 ぜんさする手段

に し Ｚ 利用される ｬ こ ｾつ Ｑ Ｚ ものである。

20. 城東線鶴橋窮附i!.T く窯 員中〉

こ の部分 、 現在 ｻｬ 禾 Ｑｾ Ｂ 高 架下た耳 ｉｊ 用されて

j苫らないが、 - EI I ，早〈耐火建築物の怖比に

より 、カ強 ν 都市の談りさならん こさた，[，j っ

て己主なル、。

21. 今里j l f ; j ili 循 環式卒面交叉勲 ( 窯翼下〉

循環式平面うた叉対ご{ : t 、i盗72なろ告さの 中

央島 た設け 、 諸車が ｾ ｪｾ の周悶 Ｑ ，･同一 方向に回

締し停止す る こさなく所要の街路|こ防j って遂

行し得 る2jS- 面交叉! Aで、大阪枚阿線の今里附

涯 の之{ :t 大阪唯一のものである。

大 阪 の 都 市 計 量 的 景 観
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大 阪 憲 兵 隊 関 検 演

昭和 11年 7 月 13 日 第 8 獄

大 . 野 田 園 都 市

22 . 大美野田園I I I ! ffi 南海縦波騨より車程約二十五分、高

野線北野閃螺より、最短三11汀最長二十111f の地! ，¥I こ花ろ

C'*潟J t { : t 問中清志氏より貸輿〉

大美野田園都市さ務する住宅終替地( 工 、』覧表約四十;lff，! f ，; と抱悔する一大丘陵地に花り、上下水道完備 し、;l.t の道

路系統の梁間に11: 1; か らぬJ ，! Rまた見ぜてゐる 。現在、佐宅約百セ十戸 、商応約三十戸。 我日本建築協令も、昭和七年

比ＡＺｩに建 つ理想的住宅の設計案 Ｑ￨ｾ く 江湖より募サ之 島 Ｑ 主・ 現 し 、 大い ｩ こ之が後努に努カ ｬ￨ 挑つれ も のでわる 。 潟 ｩｦ￭

ｻｕｾ の飛行機上より搬彩 し れものであ る。

注目幸書官i lj の住宅/IJl l K i { : t 多大の関心ら以て研究されてゐる。幸大阪府に於て{ : t 主主凶最初の都市計君主事業ご しての小

阪111T替住宅都替地た始め、叉従来より 各電餓千平枇及土地合枇等が'之が級替に' j ;ij って ゐ1: が、 ;1.( のl tl こ於て或{ : t 共の

量に於て 、永 t: '全骨量ご して 自頁 し得ろに至らな も、 こさ(工法憾である。 c吉 田 信 武 記〉

ν111 1 0  大 阪 の 都 市 計 量 的
... 
克正 観
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主主

E亘

問 安

l J 1; 築物の集I l l iHこる者Il ，hーは 、古 代 よ り 近-lI tl ζ 至 る ま で、イ111オL もー似lの代 表 的 要 点在JHiii

し、政治経沈: まもとより、 TLゆる 風俗習悦の淵源地であり、文製夫N可の費生地 であったが、

近 ｼ町 ｬ と至り 、 向然 ｈ 製 の 呉服な る 準［ＮＮＱＷ Ｑ 亡ＭＩｾく所 の交 通機闘 の 背及と産主ー組織 の 革命とは 、

夏 ｬ 亡者 ｉ ｬ ､ｪ ーをして念特 ｉｉｾｃ ｉ Ｇ［ の勢を 以て似る活輩なる準展に向はしめ 、 人口の都市集中を宝生々

械ならしむるに至っ たの であ る。従っ て 、都市 生 活 が個 人の生 活 h果して きド稿なりや否や

t.e考! 志して 、必すしもれ人が之 i乙集中するのではなく、阪1民 のl産業臓 の 自然的の須要保1' 1二

として 、者Il rbが盛 IC 膨脹せさ' るを仰なくなっ たの で・ある 。

者 ｉ ｬｲｬｩｾｩＭＺ 肇とは 、 多く過去の者 ｩ 川 ｩ Ｑ 乙比られる如き ｊｾ の ＱＡｬｾ 軌道的生長 ー ミヒ挫け 、 話 Ｑ ＼￯ ｉ ｕ 立共のド付

近 が 時 と 共 iC進むべき健全なる }/111J を 決 定 し、調和あるイ] 機的世泌を可能ならしむぺ〈桁

導 し、保 夫 、衛 生 、利{史、' 1' ，1とj必トー秩序あ る能率よき 者Ildi 生 訴 をu( ましめんとすることを IJ

ｪ 全とするもりで 、 猷［向者同 氏於てはｾ ｾ二十ｬｉｴ紀 のや ｩｊ ｊ 集より 、 技凶 に 於ては大正八 五 ＱＧＭ者 ｗ､ ｩ ｾ ｩ

燕 法 jえdパ1j 地 建 築 物 法の r設ギ!J・前 後よ り、夫々新'i h 4: 絡的の 手段が講ぜられるに五つ fニので

あゐ 。 ゴ: 地のm迭 を規伸し建築物を統制 せんとする地域fll l)の確 ーしれ極災当ごと料減又は s)j

11 せんとする哲IIHi防 護 策の樹立、也i雑なる うど泌を闘滑込A ならしめんとする 交 通 施 設の 援

ｴｬｊ ｪｪ 、 共の 他、 衛生上 、 英 悦 ｫ 、ｾＧｴｬＺ ｴ 梨ト必要なる各般 の 苦 ｦｬ､ｩ ｩＧｴ ＧＮｊ 施設 の 綜合的策立等 、何 れも

之が質現に到する最も緊要なる Ｉｊ ・ ＳａＺ であるが 、 我開 ｋ 於ては ｭＧｬｴｾ 乍ら今向其の穎著なる効

ＺＡＭｉｾ ｾ甘暴けし 例 には皮 Ｈￎ る乏しし、 。

fお又従来、 j析力、る計書ie樹 立 せ ん と す る 場 合、屡々昔Ild，- と農村或は i ld主j地 と 農 耕地 とそ

夫々 A+I 飢立したもの L 如 く 取 り 倣はんとしたことは傑い設で、之がにめ --- ｴｾ せ る ｴ Ｇｦｌの綜合

的計叢を期待するこ とが/-1¥* なカ、ったのである 。 郁子1'- は哲11，1，として 、J註村 は農村として、

作我々人間生活 l乙欽く可カ、ら 5 るも の な る故、夫 々 の 特 性 を 慎 重 lζ 調 査 研 究 し、共 の 謹 む

ぺき1f 向 l亡之を折導統fklJ し、以 て 相 互の健全なる遊底そ剃せねばならぬのである 。

地ゐ計叢とは、即ち 、 佐官」え工場匂Ｚの地ん分恨み ｴ 再集中を計り 、 共の問 ｉｃｾ 盗＿＿ ［ なる農耕締

J也ilT. 1こ交通機闘を配u 1 し、以 て た ffll ､ ， の 不健全なる過た化 そ 抑制し、未聞殺地と抵 ｉ ｾ 目 費地と

令聞はす、一踏 と し て 最 も 能 率 的にして健康的なイラー機的側係るけ! } んとする 二とを目途と す

るものであっ て 、娩 近 財 界 各 凶K 於 て 競って 之が研究及質胞に泌準してゐる の現朕である 。

邦 家のため 、ijd:併のため 、建 築 家 ぞ 始 め 凡 ゆ る 人一1:の愈々 jTi'迅 lζii 両院の附心と努力とを

t91: はれんことを望んで己まない三欠郊である 。

1  VIII 



都 市 計
主主

E旦
よ 地 方 計

三主

E旦

J 、、

中 津 誠 一 郎

都市計量が都市の救・踏の潟 K 一役買って出たことは都i ! i の1X I ' L 決して名塁手なことではな

かった。元来都市計垂の必要でない妖態にあることが最も 幸 福なことである 。( 葱に云ふ

都市計ー垂とは都市の制限と改造ぞ目的とした者[1市計ー査の ことであって、理想都市建設の矯

めの計E撃を指すのではなしつ。然し乍ら現代の枇合的機構、経憐的機構カ、らして現代都ili

の趨勢は、都市の名若手不名、容 K カ、 L わらす、せ めて 都市計垂によって都市の病弊を救漉せ

ざるを仰ないのであって、之が最近迄の II t界的傾向で・あった。 そして今日はどうか. 今日

では更に之れ丈けでは未だ物足りないとし、ふl'市勢に立ち至った。立ち至ったとし、ふよりは

目覚めたとし、ぷJ が 訪ってゐるかも会11れない。

。

者[1 1/淵-童カー. ; "rI 'i民 の一部に未fご1m心の薄いところのあることは自己の病気を自費せさ' る者

への 除感冶禁じ得ないのであるが、それとは反t i K、正しU、者[1市 計 垂 の 認識がなされす

l亡、都市計書を過信せるも の もdJ、可jおり 多いと思はれる 。 なるほど都"di の構 築 K 卸する計

書統制ぞ掃してゐる 。土地の利月j を統制する用途地域制 、街Hむの整費ぞ目的とする土地|高

制整理並 K 建築線信11、者Ilili の過街防 11.:. の民にする洛積地域fl j1j. 防火地問 、%WM地師 、風f土

地 ｍｾ 等 の 地匝制、者 ｛Ｑ 市建築ｦｃ ｴＭ ｴ す る 構造制限、都市 の 公共的施設 の 計ー 主 主 ｊｦｮ 亡事業等かある 。

けれどもその病 ｩ ｊｾ の ｾ ｬ っ て来るところ の 原因に就いて、どれ丈け考慮カ ［ｽＹＱＺ はれてゐる か 。

者11市ーの悩み の最大原因ナこる者Ili li への人口集中 に釘する根本プ'J "策を樹てることなしに 、これ

を桁命的なものと諦らめ、都i ! i 1'L1j ぞける反道義的 、j文祉合的 、日1) ち極端なる個人主義利己

主義的な存 fl: IC¥t-j しては IW腕 し、経憤機構のあるが億のy状態を前提として進め られてゐる

ところの一種の封症械法fこることが現代の者lii li計主である 。放にiiii く迄都市猫詩的で‘ あ

り、泊、倒的である 。

又者I" ib古十墨は都rbーを誘導してゐるカ、の ように見えて貰は都Hiの背に乗り 、それに引き廻

はされ τ ゐるので・ある ｯ 者 Ｑ ＱＢＱ の蛍肢は者 ＱＱ 市計肇 の 貰施の有ｾＡｴｾを超越してゐる ｯ .j :融和亡いへ

ば 岩 手ろ者 ｉ ｬｲｬｩ 号 ｼ 重 制 限あるが民に却って共 の ｉｍ ｾ 域外が筒 ｌ 刻 ￭ｾ I'L者Ili ' ! i 化しつ L ある 。安11外地の土

地区制整理の如きは最も然 らさ' る部頒I ' L l過してゐる のであるが 、仔細 に見る時は之亦者IIHi

の輩展削|頃躍して危ふくもその場の概面を雑持してゐるのであるが 、その時分には者11fli の

中心は 最早第 2 の改造を俄{ 義なくされる迄に迫ひ つめられてゐる のである 。都市の外延的

世) 1 えはし、は歩もがな、分集的遊底をしたところにしても 、いづれは大都市の魔手の内I ' L l J X

VIII 2  



めらるぺき運命を持ってゐる 。か くて 都i l1の庄村への訪問は停ると ころなく 、大 都市ーは 小

宮[Idi を併呑して行 く。都市計垂は各所 lとその必要が認められ 、そしてそ こでは 郡山的 K 慣

らされた 1111 と手伝以って 都市を形成する計垂が進められて行 く。斯の如く者[1市計呈Eが消械

的な拘設であると同時 lていつ迄も 都市のみf ' C1I 艮ぞ奪 lまれ、 その結果郁子[i の魔 術κ あやつら

れてゐる ことが現代都市計査の最も瀬著な特質である 。

。

かく考へる時都 i' li ，11-聾は必然的 IC大旋回を要求せられる 。大旋回の指令i卓抜の質問の形

式で輩せられる 。

1. 都市計-EE ぞ必要とせ 5 る祉令機構如何

2.  者[1市計垂そ必要とするならばその翻黙の赴正如何

郁市計主主そ必要とせ 5 るffu : 合は質にそれ自 身 ユー トピアである 。然し偲りに図ニ1:内の一

局所K か L る都市がイ千イ[ するとしてもそれだけでは大きな意味はなし 、。者[1市も j島村も閤土

を怠けてのそうした枇合機構で・あって初 めてユー トピア fこり仰るのである 。私は今之に到

する答は 1-1'，- *なし 、。けれどもユ ート ピアは綿ての人が胸底K 秘めて居るところの人間のみ;

能であるといふことや再認識して泣くぺきである 。英凶K 於りる出比l郁子li運動はこの意味

で、その動機l亡興味深いものがある 。

黙し乍ら者[li b・5十金の必要は 、あらゆる角度カ、ら凡て 、II lk前の事責である 。而 も今 Hの昔日

i [i 計量 :z: ) . 旦らさ' るものありとすればそれは何カ¥ その翻黙にして誤りあらば これを是正す

ぺき黙はどうであるカ、。思想上のi I i 上合機伊ι トーの又は経情機桃子1-.のI毛正は I-IDkないまでも 、

1. 都f I i の人口集中氏到する方策を講- t - る こと。

2.  都 i [j ｾ旨昔 ｛ Ｑ 市外より 眺 め之を抑 制す ること 。

位はよかくとも IJI，3kN ることであり 、岱然追加l鐙更されねばならぬ者[I i [i 計ー舎の 旋回黙である。

。

都 i [J の人 口集 中l亡到する方策としては大都市の人 円分散と分散せられたる 人口 の街 民都

i [i へのN. 集がある 。叉都 i [i i金者[1､ｩ 外より 抑制 することは郡 山 ーと農 村、 大 都市 とｾ ｛ｾ 小者 ｛ ｬ￯ ｛ｊ と

の分宵 ｉｊ と各種土地の ｭ 途による建築物の 制 限禁止を要するのであって 、 この Ｑｾ f ' Cは必すし

も行玖匝却に促はれることなく 、且近畿地) J -の如く )jt l仮品1[11とE り大都市が複合て的 l亡|剣聯し

合ってゐる場合は 、これらと附近接樹、111 林地全般を一括綜合して計量すぺきである 。叉 此

の Ｑｾ ｦＧｃ過大都市 ｬ 亡イ ｅ りては特 ｬ と共の彊 ｹｰ 旨 ￯ ｛ｩ の限界とする Ｑｾ f'C形態的 K も特殊の考応を要

し、その布効さぞ保障しなけ u ばならぬ。テ ーラーの術民都市論、ホ イツ トンの地 ) J 地 域

制論等は何れも この脱勲lて立ったもので多くの示肢 を投けカ、けてゐる。本年 5 月出 III iii f'C 

て聞かれたる全図書[1市計 書協議合に 於ける近畿 2府 5牒哲[1､ ｩ ｾ ＭＡＭ 霊 地 Ｉ ｊ 委員合 聯 合の 提 案 近

t品地方計垂試案 も亦此の行き方ーに外な らない。
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。

大都市tζ 於いては人口 ( 工場と住宅) の分散は既 i乙l当然的要求一一 番11市人の要求 し こ h

ｩ ζ ＱＱ 良を つ けた企業者の努力一ー に依って行 はれ所謂街反省 ｉｬｩｬ￮ ｴ･Ｉｾ 造りつ ｌ ある 。 然し乍 ら

今眼を農村に向けて 、そこカ、ら大都市を眺 めるならば、叉そ こカ、ら 此の街11者lirbを眺 めゐな

らば、都市の人口集中 に封する解決策の鍵そ見 /:1¥すであらう o ｕ ｬｽ ち 者 ｉｉ ｔ ｬＧ ｩ と農村 との Ｑ ・ Ａ ｉ ｾｍ 的

| 銅係は共の経慣の上より見 るも槻めて宿接にして概ね針蹴的の位世にあり 人口 の集中も亦

これと W; 接 不i様な聞係 lとある ことはし 、ふま で もなむ、。簡単 にい へば哲ISf li の人 口集 中は農村

よ り/: 1: ¥で来る のであ る。故l乞農村の窮乏 ; a. 害対費し、農村に村氏を定着せしめ得るならば都

市の人口問題令解決し、都市 と農村 との相閥的不均衡、大けさ l亡し、へば雨者の相担 を解消し

仰るのであって 、 之が Ｑ Ｎ ｾ IZ : 唱道せられてゐるのは農村の工業化である。

。

股 村 の 工 業化 l乙就いては 、 農 村ぞ種類の選 探 さ れ た る者l<i b工 主イとす るか 、又 は 農 村 に 於

ける農産物そ工業 化するカ、の問題は経憤機構 lと闘しても重要なる問題であるのみならす街

.hl.哲11 rl iの施設並に) 杉態も之に依っ て.k .1i せら る L ところが大きい 。

更 lに乙笠笠封1象 と す る 農 村Aを旨者都11阿i川可市削I川|附i併甘近の農キ村'tlに亡局刷|限筏す るカか、; 否否カ、 lに乞'e: f:似依4衣tつ て地1方7y冗.

てで， ¥. 、所 講 凶 土 計 垂 と し て 論 議 せ らるべき K 至るであらう 。人 口 問 題 は そ れ 自 憾 と し て

も、又 土地 攻 策を加 味せさ' ゐ合併ざる勲よりするも '，'.晩、 同 .]:的の計望書を必 要 とするこ と

は自ら想像 に 難 く なし、。 昔11､ｩ ｾ 十書は今や 地 Ｉ ｊ 計量 へ と準み つ ｴ あるとＺｊｾＺに拍 ん と Ｑ ，， Ｑ 時に凶

土計査に準みつ L あることは 、むしろ官; 然とし 、ふ べ き で あ ら う。

。

地方・計- 垂を以って輩 l亡作個の者II"i 計- 垂が聯絡を保ち、互に街11断せざる lXめの聯合計主で

あるとｾ すことは首 らない。 Ｑ える程地 方計・委 としては、 ￭ｾ す ぺ き計ー重宝の種類は多し 、 。その ｾ ｉ Ｎ ｉ

Ｑ こ は取 にそう した聯絡 の Ｑ Ｇｓ ｋ 使ｾｉￅＺの多 く なる 種 類もないではなカ、らう。然し之を以 っ て 地

プJ ・計占の性質を一般的 IZ: ｾ、ひ 表は したも のと は 言 ひ難い 。

又 者 Ｑ Ｑ 市計ー査 の 遁用範悶 又はその応 域を憤大すること によ っ て 綜合計肇を ￭ ｾ しれ ｬ るとなす

;¥J [ 又は特 lと之が認 に大昔Imi のよ り過大なるも のを期待する大都市計量論、又は大者I<Tli 讃 尖

論の如きは既 ｋ 地 方ー計査とは似ても似つカ、ぬものであり、地 Ｉ ｊ ・ Ｕ 十査 の ｩｦ￭Ｎ 髄を 見 ｌｈ し ｾ ｾ Ａ ない

もの といふぺきである 。

。

今や昔日市百十査の主流は凶上討議を期待しつ L 地え，.計会，、と進みつ L ゐるのであるが、都

市計量豊そのものが不要となって地) i 計重が取って代り 、コえは腕米そ れが不要となりて 幽.: 1:

3十釜が取って代 るとし 、ふような意味ではない。者|川i 計垂を以って者Il rHの施設計圭足れり と

して凶たことに大なる認識の不足があっf二時に その観黙を括II"i 外の農村を含めたる地) J・計
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主 に 拶 し、都 市の人 口 ZK分 散 せ し む る根 本J)・策を柑て その 角度よ りす る諸般の計書 l亡叫し 、

て 都市計 主 舎 を ￍ ， ｾ す の調である。共の結果之れ迄 問題 としてゐなカ、つ ｦ ニ 強烈 ｻーな る 傑件 が 地 Ｉ ｽ ・

Ｓ 十舎 と ｣τ ＧＱ ＱＰ はりずこる ￭ｾ に計若干が 抜 Ｚコ ト ［ 朱源 的 ｦ こ ると同時 ｬ 亡愈々 都市計書 の重要 ｮ を 力 日 へ る

に前るものと 見る べｾである。 凶ＺＱ Ｚ ［［ Ｍ Ｑ Ｍ 若 干 の樹 ＱＧ Ｈ せられナ二るよお介の 地ん Ｑｩ 十 重 要 との 附係仰 、 同校

である。即 ち者[1di i¥十教が飛 躍 し大 旋阿ずるこ とは 口 |、の急 務 で あ る が、此 の 時 に 抗 って地 方・

訂 Ｚ Ａ を と 栴 せらる ｌ のは 都 ､ ｊ Ｍｾ Ｍ ｉ Ｍ 卦 の ｊ 日 ｫ のＱＮ ｜ｾ ，こk す し て 、者[li li 計会に線本的な指針 Jを示 す !f.j{

引維 の作 用 に 外 な ら な い の で あ る 。 そ れは j長村へ の桁量I-i をも示 すも の で あ る。悲に久しく

別 れてゐナこ 郁 di と12けが 必 ドtの 膝 1'- に -r- t;e探り合ふことが川* ゃう 。

l手 続 執 筆 者 紹 介 l
( 1t l-音 M自〉

Jii オ三

|品l

カ日 ｽ ｉｾ＠

主也 -) 1:  

l・u戸・ ;u主

H  

- )-: 

H  

"  

JI :  己

:ム:

エ:
1 一、

‘欠 flli 

良li

事ｲ，ｾ

ブ之

大阪 ＧｦＮ ｦｾ 察官官緒築五Ｊ

工筆陣士 ・本協令令長

者11市計重火阪地方委員令

大阪府聖子察部建築課技師

大阪府聖子察部建築課長 ・本協令常務

潟市百十車愛知地方委員合技師

都市計主主東京地方委員合技師

(  11. 7_11)  
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都市計重一一 地 方 計 董一一園土計董

村 辰 犬

都市計霊法が我邦 :z:: 制定されて カ、ら f篭カ、20年の Iml L:適m者IS市主主凡そ 100 以上を算へるに

至っすこ3 そして何島の都市計章氏於ても大都市主義の:理想の下に昔IST!i 機構の協大化 に向っ

て専.念する蕗となったが 、行詰った既成大者11けi Iとあっては 、近年計墨の宇佐行_( --大いなる難

Ｑ ｾ ￞Ｎ ｬ ｲ｣ 逢着したのである。今ＱＧＭ Ｑ の 問題 ｔ こ る地Ｉｽ・ｩ｜ｩＭ重要叉は岡ＺＱＭ｟計書への思想的特 化は質 ｩ て 此 の

打開策 としての新しい傾 向であると 謂 へよふ。

1 . 都市のリベラリズム

都 ｲｬｬｾ 自轄の笹育が交通と経惜のｾ互に乗って驚異的な手足を ＱＢＱ 長 す る場合には 、 Ｒ ＱＱ なる

行 玖|高制や、慌た わる自然の障害匂宙開越えて何めて自 rll な先制自の迭を辿 る。 そして斯ふ

y; ふ場合には干1:ノ守番ISdi !i 十重←卜. の種々 の施設叉は制限がJ毛布11長1J1q 支って 拍車をカ、け ること

があるば力、りカ、更に之が逆f刊されて制限地カ、ら 無制限地 lて、法I象 fこるぺき 者11市内容の流H¥

Ｔ 旨見 るこ とがある。 斯 ふした場合の針策として 、 一陣計書 ｉ ｾ 域 の 繍Ａ慌 によって 、 ｊ共 Ｔ 牒 完

除の統 制 イを旨講 Ｑす ｆ ‘る ことも 考考 Ｂ へられるカが ｴ 、 然し そう云っ た 手段は 都市 自憾の認識に ｾｎ してＱｮｊ

ｾ ｲ［［ の根様 、理由 を見 出せ ｾＡｬｾ ｶ 、姑， 日、 の Ｑ 三段 ｦ こ るに過ぎなし 、 ｯ Ｑ ￭ｾ ふに現今の者 ｉ ｓ 市は恐 らく共の

蹴暖化のみを考へる ばかり で共向舵の使命から 、能力 カ、ら 、共内洛カ、らどれすごけの賞展ぞ

必要とするかと 云ふ黙に付て、深い内w，ま依り加へられてゐない様である o 1911へば都市ーの

人口 氏小i ても凡そ如1 n J なる日探ぞ泣いてゐる都jfi がある 7ごろうか。斯ふしfこ大 都市 に|何っ

て無制限の護肢を希ふ事{ ま 、結町 、岡 :I-_te者ISTbの践閥 iて委すと云ふことに他ならなし、。

そして荒療し帯した民付と符住の者ISili との封立は蝶て問土広重大な符際的平衡の破綻を

招くに至るであろうことは 1!J1ドl である 。 そこで現イE Iと於て最も 留 意しなければならぬ事は

都市の向寸. 即 ち自立的都市の建設と云ふ肘 である 。換言すれば者ISili をして共本来の使命 に

立邸らしめ必要なる分野に 11 ーまらせる Jij; 1を確立しなけ u ばならないことである 。

湖って此昆に一つの事例 te皐けよふ。東京Tli と荒川欣水路一つを距てた川口 ili は近年非

常な工業の躍進を見せた。)11 口市は従来鍛工業の隆盛を以て著名であったが近年の蛍肢は

之に依るものではなく種々の工業が入込んで来た応である 。之は例論東京と云ふ大 きな術

指地 l亡近接して居り 、地償安く、 未開地が多く 、更に中仙道の改修 l亡依て交通の使宜が非

常に好者I(合に なったカ、らではあるが。此の盤底の内容を検討して見ると 11月らカ、 K 東京の工

業の手 足であ り、時彬式的な行 政1点、!切が介有するに過ぎないのである 。事賞、川旧 は埼: f .
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燃の南境f ' L f立し、濁向 の者I川i 計設問 1威をイT し、計ー書が施行されて表市上東京とはイ11内・' ;(/)連

ｉ ｾ 討を認められて同ーな し 、 。 で‘あるカ、ら此の二つの 都市計 重要の 協ｽ Ｉ i飢餓ふも のとすれば恐 らく

トti 都市の常/j ; ' Jポーのi談合に 1. f . : って解決する他K 注はない 、
もし不幸にして共が失敗に終った

としたら 都市の相 魁 rc1必て交泌、経怖の聞係に非常な矛盾と不都合が生れて、者[1'111計重要の

意義は浪却されてしまふと 云ふ重大な危 |肢をl招く のである 。 そ うなって来ると郁il i計会73

品者ーは向分の領域カ、ら到) ｾ Ｚ Ｚの事象を結局挟手傍観しなければならないことになる ｯ ｙｒ に 川

日dd:-.! .jするばかりでなく JII 附、 i li J  11、?52の隣接有[I diーに到しでも 同校であり 、恐らく大| 以

di l <:: 於ても 、他の 郡山ーにあってもそうであ乃うと信すーる 。然 し川題は斯ふ云った事が県し

て者[Sr! i 計重要の安? ?; お:qr  ｾＩＩ・カ、どうカ、と云ふ事にある ο

2. 其 の 結 果

大 都 ｲＡ ｩ ｊＮ 旨 内山な内然的 脅 Ｉ民 に委 ぜ てゆくならば 、 ｊｾ 村は次第に ｩ 室長 ｜ ｜に ｓｍＭ 逐され従て代々

の ＱＱ 常 生活品の Ｇ， ｍ 給 ｉ ｃ 大きな ｩ ［ 持 率 ぞ Ｙ ｩｾ へるやうになる 。 然し 、斯 ふして 農村 を 破壊し つ ｌ

qJ・くことが果して者[hli l乙寸f 縞を加すか汚カ、は疑問 である 。 者|川1・生活‘者 の多くは 都市 と出村
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蝕11. ' まれゆく 12村

ぞ全く 月IJf間内 ものとどーへるかも 9，:nれな

いが 、之は IlZJl lri りな矧祭であって 、事

賞 、i長十日 jLl[ffれて jえすーす るm:diはあり

引 な い 、むしあった としても! l :は不 健

全なも の であるに 巡ひはなし 、 ν 此 の Ｑｾ Ｇ

山 は側めて ｬￌ百 ｗ ｩｾ だ 、以nらA l! rJ の生日ーを

j尽況しよふとする考へ 、つ まり 企r: 無

き生活を可能とす る州カ て不自然な矛

j青をFIEf 定しなければならないカ、らであ

るo j[ t の 芯n主力、らして郎-，j i i良川 の 雨者ーは互にイ J t急的Imi l l ! と符接な利下千聞係を持つの であ り

［ ｦｊ 、持 た ね ばならない ので 、ある 。 叉告 Ｑ Ｑ 外の ， ｾ 村 に 付 ても 、 則 自なお ・働Ｉ ｽ の 供 給と 、 肥 料の本

必なる 取 !日 ト ー111民哨Mの 鐙化 l亡判する 随時池臨の放 を以 て 、者l;i111と近 ければ近い程、共

の牧盆が取ることは 己 1::: 読書l切されてゐるし、事 責 近 郊i抗伎は I，F々改良臨 :速なとけて 、遠 距

品 ｬ 乞針して常にチヤ レ シダ しつ ｌ 、 勝利を博してゐる のである 。 此の 例 設をｾ Ａ ボ Ｍ ､ｩ にとっ

て見ても ￯ ｢ ・場施山 Ｒ Ｘ Ｐ Ｑ￯ｾ 砲に到し近作物ｾＨま Ｔ Ｘ Ｐ 同題 、 即 ら制 定 ￬ｩ の り Ｕ 以 上 が近作物で占めら

れτ ゐることからして治， J.) ) に了解されるであろふr

j針く」手へ * ると 持Ildi 近奇¥Sの抗 策 'I:: }.和主 将11バi 内i 7: の意 il 相ζ 於て批も 1必要 bLdt 大 な 役 目ぞ 持

つ ものであって 、絶1J IC切 jLff ffすことは /-1' ，* なし 、。然るに此等の農 村は失却 に者rli ll l'C誼 食さ

れて行く 。且つての千住慈、三 jll f烏白菜 、練 馬 大根の 主 産地 は 己に束末、の仰fQ= I'L 埋もれて

ゐる 。然 し都市は今尚 その郊外 };'ijJ谷部 に於て I2村 と宇闘 し、常 l乞勝利 を傘つてゐるの であ

る 。 こ れは 土地 の市街 地 ｬｾｈｾ と 農村 ｬ ＧｩＧ ｩ 祁とがてんで ｼ 問題 にならないが鼠であるに 問 る こ と

は l切らかである 。のみ ならす都市 の魅 力は 農村の 乎郊を誘惑す る、ヨII ¥やカ、な: 歩.:-'l' 抱いて J -.

京す る青年の背 後 l亡は 幼 老の繊 細 い手に委された農 村が焼るばカ、りであ る。 こ う し大都市

との確執による 農 村の 事Mは僻りにも悲惨であ る。

3. 都市、農村の有機的結合

千ぬ'ff l乞必要な 限付を突ji. ff t してしまふ

再1Iパi 1亡、11x令 へそれが 如何 なる大都 i li

であ乃 うとも 、や，) カ';mJ待 11'，* る 7ごろう

か 、rMも共_'-，/'i lldl の有I{fr大 化 te ＨＱ ＱＱ Ｑ にｾＡｬｾ

ｾ ｉ 一番促進めよふとする何 ｩ 1" )が今後も f訂

作 約 されるものとすれば全く j少d. ( のl民

1) とぷ( まねばならなし、。1&IL fii<di の校正

大化 にやfてはノト後 間 j ; lj なる松ρ! と内省

蝕[1. " まれゆく農村
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地 方 言1- 査

とぞ加へねばならないことが必要となって来る 。者11市計書家にしても 、il i 玖蛍局者にして

も 、 斯ふ云った認識の下に 、 者 ｉ ｬ￯ ｢ 農村の共有・と調ふ新しい草 ｩ ｾ ｪｪ｜Ｑ ｉ ｉ ｾ 旨以て判然 ｔ こる分野ぞ定め

fこ計垂を樹立施行してこそ 、初めて健イl ' なる者fli li 本来の姿に立蹄らせる ことが /"1¥来るので

あると思ふ。

誠に者 ｛ ｬ￯ｈ 、農 村 の ｦ 賃値 の クエイトは均等で あ る 。 共 ｬ と も 拘 らす従来者 ｾＢｩ の みを偏重 し て

施設を行はふとする都市計金そ の ものが岡土全般の利金カ、ら考へて如何にも )¥--1' - 孫である

との誹ありとすれば之は甘受せねばなるまし、。叉都市計垂が計豊岡域と云ふ形式的 な!日制

内 に並居 し て共以外の阪城 の 内海的連 ｉｾ ｍ にますして民撃な検討ぞ す る機合カ ｜ｾｩＮ｛ へら れ てゐな

かった事も叉責められて定いのである 。

前港の如 く産業はj ; l : 利用 、環境の保件を同じくする所に結び付 くカ、ら 、行 玖|高対等に拘

束されるものではない。上毛の機業は渡良湖)11 1' [ . 沿って群馬カ、ら 栃木へ 、埼l ' 北 部の機業

は 熊 谷カ、ら高声明ｾそ湖上して群馬に迄護服してゐる事賞は土 地 の 環境 、 経情 、 交通 の 諸要

件の一致による鼠であって之を人俗的にはどうすることも' Y-¥J f をない。

利 根川沿岸の水悶は J --は群馬カ、ら ー1'- は茨城 、千葉にまIJ ゐ迄そ のd，訂版用水 としての利害関

係 に 何 等兵るものは 無 ｨ 、 。 故ｉＧ｛Ｎ ｉ ｾ ト ｬ 束 ＷＱ＼Ｍ 聞 の 利ｦｉｩ間 賞な計る に は 利 根 川 流域一 帯 ｴ こ イ れ、ての

計査を進め ねばならなし 、。之ぞ多摩川の例に とっても 小1"T内の!?if 水 池 計 垂は下流の東京

府、話11
1奈川鯨下に 用水問題 を笹生させて長い間共の解決を見なカ、ったので ある 。即ちゃ叩|
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にまJ す る問護計金は 郁

ilT、Ji:k，j; .I' の阿 別 なく れ

ｪ ｩ ｦＭｦ Ｑ＿ に亘 る計ＺＱ Ａ ｢ＧＩｾＪｮ
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本的 l乞必要とな って *

し、 。 来 Ｉ ｪ ｾ 、 ＩＱＱ 附 、 ｪＩ Ｑ Ｇ ｩｽ

の Ｑ ｾ ｆＮｬ係 は 絶 ［｜Ａ［ｾ ｈ ｌ 切 ｉｬ￭ｬｦ Ｚ せ

る桐生 、足利、脱出、

東京の1 #. 1係も 大 きな糸

る。叉生産 、泊 四 の ｉ ｾ ｍ

係カ、らよt uば少くとも

者IITl i と庄村が経併的 i乞

結び付いた阿1或そ含む

ぬものであると同時に

地理的にカ、り離れて日

計撃 でな けu ばならな

一
一 一

， I  '  . ・

で紅ｩｬｊ イ・ ｉ Ｇｾ 、て ゐるもの Ｎ

交通カ、ら 云っても束 JJ;

と群馬、栃木、茨城収

と調ひ料る のである 。
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工 産、集散の財陀於て高i主l支; 凶作の必要ぞ而惑してゐる 。此単に於てか告rli! i と地方 、ぷ地

方 ｉ 辛 Ｑ ・ｉｬｾ ｾｾ に刻するた ｼ ー黙として ｬｬ｛ＺＧｹ の あらゆる窓 ｬ 味 ｩ こ於 て 利。占 ｴ ･ ｬ 司 じくす る阿 Ｑｾ 王伝 包 合し

た地ん・［十許なるも の が側めて ｴ 江要十 ｲ Ｚ 守 ｊ ｩＡ ＿ ひて予 ｾ る ので Ｍあ る ｲ

4. 地 方 計 壷 の 思 潮

近 年 産 業、殺 前、交jill の合 J W-J ' . ]綜合の了1) 努力、らする地プJ 計識なるも の は貫 IC: : 此等の !g!題 ぞ

解決する Iljt: - -の手段であ Fうう 。或 人 は 地) i UIl ち「リー ンヨン 」ノコ意味ぞ 一定 の型f L Wi 込まふ

とす る が之は反 っ て Ａ Ｉ宗主 の 逆行 ぞ 招く民れがある 。ジ 、 ハリ九は地プ Ｇ ｩ ｾ ｩＭ 委 の Ｇ Ｏｾ Ｇ ｀ ｊ 形態とし

て一 つの 大工 業 地を ｾｲ Ｍｬ ＧｉＧＮＧ とし之 ｬ と 従 ｬ 必ずる絞情地域を以て成立するとしてゐるが、夏 ｬ 亡数

個 の 大番 ｲｬ､ｩ ぞ含む 「 リ ー ジ ョ ン 」 も想像 ｈｾ 来 る 。 マ ンチェ スタ ー地 Ｉ ｊ ・ Ｓ 十舎はその一例と兄

ても' k[ v 、であろう 。 叉 アダム スは|広域決定の要勲は共|広域の 物 !I P: 的政 iと経 情的 一 致の秤J 立

と 隣 接せる一部 の 地んー公共問 ｦｬｦ［ Ｚ 間に存杭ずる共 ｪ 必 の 利主 Ａ ｾ ｍ 係 で あるとしてゐる 。 従来 の ｪｊ 主

主 地 ｬ 乞炭 ｂ 造業及共 ｬ て ｉ ｬｦｦ 隠 せ る工 Ｚ 京 ーの 蛍肢にカ Ｑｦｴ へる Ｑｾ ，とド ンキ ヤス };i _  J.A ｾｾ うン ト地プ ｩｴ 十熟

が生れずこ。 叉船舶の

ｮｔｾ ｩＺｩ川 ｉｉＧ ｃＺＺＡ￭ ｦＮ ｴ｀ｬＧ ｾ な

注 業開奮の 1.:$の計書き

と してI"，j二|ヒア イン及

テ ィ- ' iuT畔地プJ ーを悲し

ける こ とが 11¥* る。

然 しロ ン ドンぷニユ

ーヨーク地プj 計義 の

場 合;立大なる消究者!I

ibと共郊外在合んすご

大地方ーであっ て人口

の ｊｬｸｾ［Ｚ 施 設 ｾｾｋ 交通

運嶋の問題と共に前i

工業 分散 に ｉｾ 討する復

雑 な意味を有す る。

ナチス ( j ) r ランテ

スプラン ヌンク] も

その 立味は聞各同じで

あ る。 プラ ン ト内ー士

は 天然 l亡叉主宅ぢヰ(-J"] K

締りたる一関を鴻す
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l高城と之 lと定義付け

てゐる。止 ｴｴ 畠 ｩ て ｪ｟ ｾｾ Ｎ、

ラン ドとは玖治的の

"11; Jr  ｦ ｲＺ全然 ｉｾ 討係 の 無

いも ので患で桝的 K 対

び付いた地域と Ｎ Ｚｃ ｾ、

意 味であることf L i 1:  

意を要する 。叉 J1; の

地 方 計 査の目的 とす

る地も工、鎖 、住府、

交通街生及天然保護

等の相 互的統Hjl J I亡あ

るのである 。j析ふし

て岡家的見地から凡

? こ地計書の思潮は今

や tl 士界を通じて膨肝

とil 主立ってd Uニ。 そ

して近年に至って人

口過采IJの徐に陥り か

りfこ我国の j 王者IS'rldこ

関 東 国 土 計 室 ・ 土 地 利 用F F 試- ，1  

ｔ Ｍｾ［ｾｾ 町

!  ， ・Ｂ官哨， ｾ . ，jI { ト

、
、
t

J

、

，
，
h

t

a

，
‘目
、

• ｩ ・ｾ ｉｾＮｾ ・ＧＧＧ， !  
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於て漸く此の忠、i十月が醒め初 めずこのて、ある 。

此 の 必然的な要求カ・岡 ｼ 探聞に剃せす 、 して合致したことは ＲＰＱ 世紀中期 に於りる ｉ 者， ｉ ｲｬｩ ｾ 十主主 の

ゾ什 、な軸換 と比ることが Ｏￍ ｴｾ 毛る 。 そ ニ で我々は質 献に於ても叉間際的 の 此傾向カ 、ら 見ても

者， ｉ ， ｛ｊ 構築 のみｦＨ ｾＨ念する哲 ｼ れ ｬ ｩ ｾ ｴ 輩を 、 夏に地Ｉ Ｉ ・計輩 、 ｍ に凶土計査に迄ヲ ｬ 上けなり ｨ ば Ｑ ＱＮ

らぬ義務がある と'，'il く信- t るのである。

5. 関 東 国 土 計 量

凶土計量とは凶ゴ: の 産業 、交 通、経 憤 等の IJfl 世の1 ' &1亡、地埋的4条件ぞ加 味した数個 の自

Ｚｾｾ Ｇ ＨｉＢ ｊ ， ｍ［ 剖 ｬ 乙分ちＧＢ｜ＺＱ ，1' ，全般の見地カ、ら共匂; のlM域 ごと如 fll Jに! 庁l賞せしめるカ、の ) / ;] 1を定めるこ

と ｾｴＧ ｊ 主 Ｑ Ｍ Ｑ 的 と する ο そ して共んＧｊ［ ｉ を定めれトナニならば共 Ｂ ＱＧＱ Ｑ ［ 域をＱｊＧＡＩｲＺ 細 分割し 、 共 ー た綱 ｴζ 従 つ

〔 具悌Ｇ的討委令決する ν ｩ ￬Ｑｾｻま 皆、ｊｬ ｕｊ 、地 ｨ 計苦そ で ある ｵ 故に土也ＯＯ， Ｑ 十舎は同士 ､ 十重要と方針』こ於

て一致 し、互に持j接 な |鈴11*をれするものであ って 、隙! J :j l'査は地) f j i ' 査に些l して桁導的 i立

泣Iとあ り、: 1:土也を 中心 に考へれば地ん計書はあ 1 ＭｩＺｩｩ 的、同 Ｚ Ｑ 計書は｡Ｍ ｾ 2 手主的のものと なる

のである。
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聞東園土計ー豊とは過般富山市 K 開催された全園都市計霊協議合に於て都市計ー童東京地方・

委員舎から輩表した計書試案であるが之を立案 した筋遁径三たに大略述ぺて見ることに しょ

.11、。

園 土 輩 位

閥東地方・は之ぞ行攻匝割カ、ら分りるとー府六 ，ｾｊＮ f ' e なってゐるが、此の|亘域内の産業、交

通 、経憤の開係は何れも東京に依存するものと謂ふことが出来る。

先づ生産と消費即ち産業関係より大観すると、関東地方則合る筑後生産綿額 53，500百高

覧の 内2 0 %は東京に依て泊、強される 、即 ち府下の産額8，600阿国の内60% 、埼玉、千葉 、神

奈川の20% 、群馬、栃木、茨城の 5 %は東京 K 仕向りられる 。その 主な集散系統を示すと

第 Ｙ 固の如く 、 房線、地 Ｉｈ｛ｾ そ ｕ る速成栽培 の 胡瓜、茄子 、 九十九星沿 岸の 甘藷、葱、茨城

の葱 、 白菜 、那 須地方の白菜、群馬 の 馬鈴薯 、川 越近花 の 甘藷 、 馬鈴薯 、 湘 ｔ ， ｾ ｩ 地方ー の 誼豆

等は何れも東京近傍の主産地であり共他京温 ｕｾｩ 溢部 の 討 ｴ ｾ 長生産は近イ Ｑ ＺＱ 苛と して英 大な数 ＱＱＱ

k 及んでゐる。

ラ欠に交通方面必考へて見ると、東京から出量する省、線は

1. 東海道線 44本 此の内沼津迄 20本( 此他横須賀線45本〉同以降j f ' e至るも の 24本

2. 上越、信越雨毛線 23本 此の内横川 、水上迄及雨毛線 12本 間 以 聞 に至るもの

11本

3. 東北線 23本 日光 、宇都宮迄 13本 間 以 北K 至る もの 10本

4. 常盤線 41本 水 戸 迄 31本 同 以 北i亡至るも の 10*  

であって何の線に於ても閥東地方内に終る近距離協が学教を 15めてゐる 。此他、小 出念、

京玉、西武 、 東武 、 京成 の 私餓は近鯨 の 交通を更に月 ｽ｝ｾｪ てゐることは云ふ迄もない 。

更に貨物の轍途特K 青果の運輸 i亡付て見ると 三I l li 半島、湘南、高崎、前崎、桐生 、下館、

宇都宮 、 水戸地方と東京とは ｩ 芭路 、 橋梁 の 改良に Ｑ ｾ ドひ近年は殆んどト ラ ック輸送に轄化し

てゐるが之 ｋ 反し仙 華 、 新潟 、 長 野 、 静岡との交通は経情的地勢的妖イ Ｑ ＱＱ ｉｌＱ Ｚￍｾりトラック輸

送の使開拓されす 、 その盆も少 ｢ 、 。 此等産業交通 のー 班よりしても聞東地 ノ ケ の ｾ，Ｉｉｊｩ ｉ ｾ ト ｬ 係 ｩ と

は斯く花: 接なものがあり 、従って闘東地方を以て凶土計主のー単位とするの安?;i ;性は柑め

てWi 瞭となって来る。

斯うして定まった一腹の附東国土軍イ立に封し我々は古川"1なる計主と 指導と を卯ふ可き カ、

此陀於て最も注目すべき問題は過大都市大東京の救済策如何で、ある 。何故ならば諸一昔11市の

産業的不振も農村の浸落も全て*求によって鴻された仕業だからである 。そこで計垂の 101

的と しては

(  1  )  大東京輩展の制限計量 ( 2 )  地方都市十辰興計主主 ( 3 )  農村産業開'設計主主

の三大綱目を奉けi H るであろう 。之そ一言 に して君主せば j設村f'el臨場を附興して 産業の振興

と人口の分散を回り大都市集中の弊を除去することである 。カ、くて此の方告|に基く計垂推
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行の Ｑｾ には同士 Ｎ輩 位から地 ｽｊ 単位へ細分古 ｉ ｊ の手段を準めねばならぬ 。

地 b 軍 位

|持l東地方ーの相 互連勝!の 諸 般 にイ寸て更に細 分 化 の検討を加 へ て 見 る と 大 東 京N郊外とのト!

?;t交通 が どの 溢 迄 及 ん で ゐ るカ、省、線定期券の JJ)]) ) ; を諮りて見よ ふ 。 之 に よ る と 東 海 道rlJ 誌で‘

は小出版 、 中 Ｍ［ｊｾｊￍＡでは奥 湖、高崎線 では 熊谷 、 東北線古川 、 常盤線牛久創出度と し此 等ーを

結付けた線内に 含まれる匝域内では上 り 線のパスが下り線より斯然多く 、 従て*- JIt との直

接附係極め て符接なるそ知り 1-Uるのであ る。

更 に 生 産 関 係 は 第 9 固 に も 見 る が如く 埼 玉、示111奈川及司 i J，司溢部の青果が生産地カ、ら宜迭

され るに封 し、群 馬 、栃 木、茨 城 、千葉 地1/( ま生産地からー先 づ |市近の 中心地 に集まり 、

更に京慣の消費地に仕向け られ る事11自にあり 、東京とj [ t 限生静也とが直接関係みるに反 し

て栃木、群馬の生産地とは間接的となり 、地) J ・農村 と郁Hi との聞に庇接関係を結ぶ黙 に於

て大いに異色 を見せてゐる 。謂 は ピ 地方ー良，H は 地 方者 ｉｬ ￯ ｬｩ 密主 ｦｩｦｾＺ と し 之を通じて 前 紛の 取ヲｼ

を行ふてゐる の で 、斯 る 闘 係 よ り 見 れ ば 京 協 と 第 一 義 的 に結ぼれる区域として前11奈 川 、東

京! 俗、埼 玉 の 大部、 茨 域 の 一 部( 猿島部〉、千葉の 一部 ( r: 11幡沼迄〉を含む-fl Fを東京、82t 墳

に附するリー ジ ョ ンと見ることが11¥来、 同 様 に し て 各 地ノケの闘 係 そ 考 へ た 結 果 悶 土 計 量 匝

域 ぞ 5 の リー ジ ョ ンLこ細分古IJ し得 る こ と が 出 来 たのであ る。

則、 1 京積地方

終演、交通、イ主厄ーにイサて何れし米京、様演さ直接緊密なろ闘係た有する穴都市領域

2. 群 馬地方

埼玉 ｊ 係深谷以 北、北枝川上 流の爾モ 機 業 地 一 帯 ｬ こ 亘 り、高崎、前関、伊勢噛奇、 ｾｪ 司 生 、足利等の 工業

都市在含む機業地の領域

3  栃木地方

関東北部の都色宇都宮島中心さし栃木、小山、結城、下官官た含む災業、機業の領域

4. 茨城湖沼地方

文教の中心水戸、商業都市土iill 、i魚工都市銚子、1p含み北部の鍛業新i治稲敷の水田 、湖沼一帯の漁

業か含む領域

5  房線地方

木更津、北{夜、茂原た 中心 さし待縁農業、牧音、漁業及 サンマ ーリ ソートさ しての海底地待合も、領主義

此 等の 5 地 ノケは共の内部| 銅 i系の緊符なることは勿論、地! ! I l 的叉は産業的保件κ 於て字早々共

特異Ｇ性を有ってゐるか ら以 ｩ 土計義のＺＱｊ Ｍｾ Ｑ ＱＧｌ 基き更 ｋ 地方ー的特異性を 加味した 計垂を各々 樹

立せねばならない。

5第詰 lω0困lは孟j斯祈折.く して H向1)米l長4り止上二つ Tたζ 闘ゴ土てゴf引Z青計計一十1- 垂及地方方. 計計- 塾l師厄1域必内のゴ土て地利月刑1計計A 肇 の 一 試2案長で. あある

が貰地共他の 調 査

各地ん庁$沿zを旨i通虚じて良キ村. 十I陀 H峨i波古毛党是目即11工業 を9拠込へて 凶ゴ土て工装の分 i散放化 ごそ旨計りれ、之 lに〈住府 i地也守排? 、 ｲ ｾｦ ｪ 業

地 帯 を 配 し 、更 に 高iliill 路 網 、水利、 電 ) }配 給計垂を拠へて農 村の 活滋な活[ i J)を誘導せ し

め る と 共K 、 此等 の 中 心 地 と して の地 方 都 市の擁 燦 計 垂 機 構 を 完 備 せ し め以て郡山一の自立

と農 村 との均衡伝達成 せ しめよふとする意同を含めたものである 。共 必 然 の 結 果 と し て過

大 都 ｲｬｩ ｾ 大東 京のま士清 ぞ凶る泣 し故良 の み策 ｦ こ ることを信じた ｴＯ ｜ ＱＮｾ で‘ある 。
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地方 計
当主

主雪.

「夜
明け 削 」

中 村 車問

今円 地 方 τ 十重なる概念は ｾＺ Ａ ｉ 治時及してゐて 、 地 Ｉ ［Ｂ 計主と ｦｾ ー っ ても之れが ｬｦｦ ｊ ｩ しい校な人

は津山はあ るまし、 。 然しこ の 概念は叉 ｾｗ ｩＮ ［ ［ ｉ Ｇｌ ｩ誌としてゐてＭｦｗＧ ｩ 何をす ｾＷ ば良い の ずごと 云 ふ

事に就てはまだーまとまった意見と 云ふも のがなし 、。 之ぞ兵問的にまとめあけようとす ゐ

事は確かに我々の仕事であるが、その前にこ の地1J・5十垂は孜が悶tりきては如何にして費生

し如何 に して生長 したかをl切らかにせねばならぬ。元 *地方計- 主主なる概念は敵米議開より

ll!( I i 入せらわたも のずごが、説がこの!I 喰入の媒介 t.e したか 、旅が之を千平及立体したか、計f が之

を賞用化 し具般化 さうとしたカ、 l乞i主悶せねばならぬ。 この鉢，立には 3 人の役者が伊場す

る。 ml ち第 1役ぞ演するものは従来カ、ら都市計垂製( ? ) や初f究してゐ 7こ撃者である 、_i;f); 2  

役を演するものは従来カ、ら者[1市計垂 I' L 1勢i係あ り之ぞ自己事問分野の一部 門lてしようとして

互に無意識的に相手ってゐ fニキキ墜合である 、第 3 役t . eiiif -t-るも のは従来カ、ら者[1市計主主事務

lζ 従事してゐた都市計・整委員。合 のl[ i 定員である 。之等の人々に共泊な黙は何れも従来ーから昔11

-rb1¥十重K 聞係 を持ってゐナこ事であ る。 すごが如何 なる上里山で之句:の人々がJ祈る役市 IJ を持 つ こ

とに‘ なったか 、叉持たねばなカ、ったに就ては 3者それぞれ呉った立場 l亡イ1: る。 しカ、 も之当f

の聞係は互に封立も し附聯もして居り 、叉絶 えす盟国J しつつ地ん・3十叢そのものを，投Mせし

めて居るのである。以下之等のI:rll 芭について論じてみよ うとす るものである。

先づ製者の立場について考へてみよ う。一般 lて堅手れま一一大 製の教授カ、なにかで従 来カ、

ら一つの専問的な題目 の研究者として知られてゐる万/r 謂 プロフエツサーは常に1 n J カ、研究し

てその結果ぞ製舎に報伴せねばならぬ立場にある 。 者 ｛ｉ､ ｩ ｾ 十実ぞ研究 題 Ｑ ］Ｑとしてゐる製者も

H様で常 l乙何カ、新しい研ラ1: f' L 3自lまれてゐる。屈が首[l; li 計霊を飢:究する撃手f の場 合、仙の}J/]

合 l亡比ぺて特 K &答者にと って気の 蒜な事怖 が あ る 。 仙の場合以[) ち銑辺Tごとか 、柿梁 fごと

か、港湾fごとカ、ぞ研究する撃者は賀l際の工事の場合その研究グゾ仏、に役立ち技術的にl J )f;;-

者の位置につき 45 る。然るに者11市計垂は壮合経由と符接 K 11ft 付いた綜合的な製In J で決してそ

わすごり切離せる様な草なる技術ではなb、。故 K 例へば土木技術的立場カ、ら如何に者[1 ､ｩ ｾ 十議

ぞ研究しでも賞際にはそ の研究が大して役立たぬので-ある 。1111ちml ､ｩ ， ＺｉＧ ＺＺｊｾＭＪ Ｚ ｾ の 慰 ｾＺｋＧ ＨＯ Ｉ 6JI: 

党はややもすれば宜地と逝i必ずる l頃II'J がある。にわ't葬者と笠l際家と の形式的な関係は他 の場

合同様に保 ｔ これてゐる。即ち都市計 Ｍ 査与 問 の皐者は者 ｛ｬ､ｩ ｾ Ｑ ・ 奈 の 質務 ｋｾｾ っ てゐる委員千引 ｬｩ 貨

は を指導し叉 その助言手? となるぺき形式にあるのだ。然るに宜!療には技術上大しずこ1 I) J言 は

1-1¥* ぬ。 ここが先生方ーにと って非常に淋しb、島である 。只さ え次'カ、ら次へと研究する先生
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方が何か新生面ぞ開拓して賞質的に責務者を指導する桟ーにならねばならぬとあせったのも

訴然である。頃も明、外岡では地) r 計毒の問題が論 ぜられて ゐナこっそして外凶の手:秒jや雑

誌を ｾ ｩｬ￮ じて「地 方自 十 輩 」 が製者によって輸入せられたのである。

然し撃者に依って最初に輸入せ られた地方計垂は全くのj宜諜物で、あった。資本主義の極

度花賞達 しずこ外国陀於てその必要も認められ叉その貫現も可能であっ た小者liHi 論乃 至都市

分散論をそのまま持 ち こ んずこのであるカ、ら 、之 ￯ｽ ｈｽｌ ト ーのｾ論 化 した のも巳むを伴なし 、 。多

少の紛らしがり 屋 が之に呼臨してがなりたてた iて過ぎない。その主z援の大要は今日の大都

市 l亡封して街生上 、保健 k 、交通_r. 、保安上、等の;ケ聞からの非難をあびせカ、り、者l<il1の過

大膨脹を防 IL しようとするのである。その目的のために或は衛生都市を設り或は 永久島耕

地 を以て者Ihli t，t' 固繰し或は高速度鍛造を以って二つの番目ili の開f系金持? 接 l亡しようとするも

の で 、 之は封建的 の 色彩 の ｩ ｪ 断、我 が珂 ＱＢ｛ 於ては到 ｲｬｾ 質現不可能な こ とである 。 即 ち我が図

ｉ ｃ 於ては地 主 的権力 カ司 ｉｾ 岱 ｉＧｌ 強く、 資本家的好都合 の ために土 地私有 を幾 分でも制限する

ことが至難なのである 。 この小野市論的地プJ 百十垂が我が固に於て全く観念的ですある 。設協

には賓際の仕事 lと於で決しで大都市が紡少する 様な方針は採用 されて ゐなし、。市内の工場

が析しい敷地を求めて郊外へ移るのさえ如何にして之 を喰留めようカ、に頒を捻ってゐる

有様fご。

j折る貰際とは縁遠し 、観念的 な地ぷ計量が普及したのは 、易経者が接合t，t' リードする位置 に

居り 従っ て撃者の設は感舎が婚がさ' るぞ併ない事 i亡もよる uれども 、更に接合それ自 身の

仕組みが大いに聞係があ る と思はれ る。即ち従来カ、ら 都ili 計ー童ぞ自己の墜問の一部門Tごと

信じてゐ 7こ接合は地)J"'f，十垂も亦自分のものだと信じたカ、ったのTご。 賓際は地方計査は 昔fi"iii

計・叢より更に大きな範囲の綜合科撃である のを 、躍なる技術と考へて之を自分の事賀特許

に しようとじて撃者の新況や借ぎ廻ったのである 。都市計重責務者の中にもそ の先砕を縫

い犯人は多 U、。しカ、し之等と反壬11亡或るものはカ、かる墜合 l亡愛想をつカ、し自分らの接合、

都市計ー霊感舎の創立を企叢してゐる。

以上撃者、製舎のことを5 A ぺ Tこが、三欠i亡者1I 市計‘ 重賞務者である委員合職員について活ぺ

ょ う。都市計 量法が段初 i乙制定せら れたのは大正8年4月の ことである 。而して都市計ー童委

員合官制が設りられたのがその竿の幕の事である 。 そこで都市計量n波員は閣の官変である

とき めら わてゐる にも 拘はら今、現責 IL 於ては ffaRt分の1-1日1/ 地方費カ、ら支排されて ゐる 。

叉都市計霊法そ のものの 仕組みも従来カ、ら の場合Ｚｊｾ 議 の 中 へカ、カ、る綜合 的な計Ｍ主的な法律

を挟みこんTごのであるカ、ら従来カ、 らある 法律. と の間iと矛盾を起しそ の貫効 としては首TJ 考

へられてゐ たも のよりは歩、っと骨抜き のものとなってしまってゐる。こ の法制上の矛盾と

Jli i'( 員の官市1J 上の宙ぶらりにも 拘 ら歩都市計輩出現の首初は大いに人上の間 lともてはやされ

たのだが、時と共vcr lYi- く馬脚ぞ現( まし始めた。そしてそ の後多少の改革がなされたりれど

もやはり官jJi1J J 二並に法の立前 |二の i段昧さ は常につきまとひ 、今 日都dJ 計垂遂行ートJ と凶聖ft /，旨
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感ぜしめてゐる。

即 ち

1. 都市計肇はぷ t亡計垂のみに留り 、之が貫現は自治離がなすことになってゐるからー

歩者 Ｑ Ｑ 市計童ｼ 盃域 外は鯨些をもって事業がすすめられるが 、 ｉ ｾ 域内は市の財玖の及ばざ

る| 出り賓現の見込がない。

2.  都市計垂直域内外 fz : J [ った統ーした計査が不可能である 。

3. 都市計・霊法が計- 垂の内察として示してゐるも のの 中、例へば鎖道、河川、港湾等の如

きものはそれを計査する事さえできない。

4. 土地整埋事業をする場合、耕地盤埋にてすれば多少の柿助金があるが匝劃整埋にて

すれば全然補助金がない 。

9. 地方 ｮ ｦＺ ｾ｜ｉ Ｇｌ一課をもたぬ鴎から Ｚ 耳是非が 充分 にとれない。

6.  官fj j J ] 上内務省の指揮をうりるが、勤務地は地方であるから、地元と本省との聞には

さま っ て立場 l乙窮する事がある 。

しかし之等の諸駄にも増して造カ、に重要な矛盾は 11宜l際の仕事がなくなってきた1 / とい

ふ黙である 。都市計輩の内重要・なものは殆んど手がとど カ、ぬ。 只道路網と地域制と公| 意見十

重だりが; 殊ったものである。 7ごがこれも さ欠第々々に計裂が終了してきた。小都市へも適用

してみたりれとも之とてもそのうちに関んでしまふ 。そ してそ の次陀 来るのは者 ｾｭ ・計主主不

要論fご。何か仕事を見っけなくてはならぬ。或る人は盛り場へ首を突込んすご。或る鯨では知

事ｾ Ｉｌ 行の事業をものにした。しカ、しそんな事では糊塗できぬ人遣は何うすわばよいの花。

何か新しい仕事を見つりねばならぬ。 そこで目栓つりたのが都市と都市との聞の部分lであ

る。幸ひその部分は生産総地として又は行巣地として都市と応接な閥係をもってゐる。し

カ、るにそ この計ー量的な指導をするための調査は全然なされてゐなカ、っ た。地方計垂はそこ

の部分をねら っ たも のだ。 これこそ我が仕事なりと跳びついたのである 。

J折る都rli 計垂責務者の中に も二種の型がある 。第 1型は地方計- 聾を具概的質問的なもの

にしようとした人々で、2¥' 0 型はプロフエツサ一広俸の小郡山; 命を振りまわす人々であ

る。後手千 K 凶する人々は自ら外図のfl: ー物や雑誌を研究し叉は接合を遁じ或は撃校時代から

の先生であるプロフエツサー の影響を受りた放である 。第 1型 Iz: l過する人々の中に更に叉

二 ｩｬｬｩ りの箆・った傾向が見とられる 。 第 Ｑ の 傾向はｾＡ， Ａｉ ｾ 自 分 らの 仕事 を 増さうとするもの 、

即 ち哲Ildi と者桁li との問の部分の調査計‘童をしようとするもので、第 2 の傾向は現イEの委員

令制度を根本からすっかりかへてしま (まうとするものである 。第 1の論者は生産線地や白

山空地や慰安行巣地を調査 し之等の桁導をしよ うとするも のTごが、こんな事ではやはり 計

聾のみ に終り計量ぞ事業に移すことは困難である 。第 2 の論者は者111' 11計査委員合制度ぞ盤、

更するか全然底止するカ、して 、地方計量委合又は図土計華院等 をつくら うとするのであ

る。
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去る 5 月上旬富山ili'ζ 於て開催せられた第 3 回全開都市計塾協議合に於て 、第 1議題と

して 、 Ｂ地方計量 を 制 度 化 するに ｉｾｍ し［Ａｊｾの具般的 ｊ ｽ 法げと云ふ問題が提出された ｯ 1111 ら問

• • • 
題 は制度化 に|翻す るものである 。 しカ、し合識の模様を凡るに単に形式 上の問題だりではな

く、世然 Ｑ ｾｾ ｉｬ ｗｰ ｾ 甘 持 つ 内 容一一之ぞ必要とする根本 思想 並統 制 事項 目 にま で ｾ［ ｉ ｾ 宙 論議された ｏ

1mち従来の 如 き小都市論乃至術良部市論カ、ら凶土計主的見地へ と多少移った様である。地

方計ー査の1必要なる理山 としては

1. 岡内 ｋｪｪ そりる ｊｉￌ 上合情勢 を 比 るに工業は者 ｉｉ ｉＯ ｩ に ｗｉ Ｚ ｉ ｾ し資本家は盆々高裕となるに反 し

操業を主 とす る地)}・は者111/ 1-の1M迫を蒙り i金氏 は盆々貧困化してゆく 。カ、かる都市と農

村と の主 ｊ 立は ｾ ｩ ｾ Ｇｩ 帝 なる矛盾 ぞかもし 濯 に ｾ ｬ 家の ｩｩｩ￹ ￯Ｑｊ ｾされ るに至っ た 。 之が当分策として

園家的立場よりの産業ュiE人口玖策を樹立せねばならぬ。 この 岱に地方計量ぞ必要と

す。

2.  ｊｉｒ を図 外 ｋ 特じて ｉ ､＼ ＱＡ際 ＱＧＱＡ［ 勢を 見 るにダ ｉｊ 同の ｉ ｾ ｍ I系:J 甚だ) uhu しており 、我が固として

も園土防禦上国土全般に宣り幾多の軍事的施設を要する 。然るに従来の如く都市直域

内のみに於りる貧弱なる施設ぞ以っ てしては完全なる 防'奈は期し難u、。園土の防備を

強化するために地方計主を必要とす。 この外に従来からの 小都市論も勿論あった。

之等の 内新しい況はそのイデ 1 ロギーは幾分フ 7 ツシヨ 的の傾向にある様であるが、 と

もかくも従来の如 封印念的なものではなし、。 そして之がiIl 1J 度化の;ケ法として三つの方法が

考へられてゐる。

1. 現イEの昔Il i ll 訂金法制蛍l L し之 に代 るに別 K 'J 弘) ) な地方計ー霊法ぞつくる案。

之は内閣 に地 ｊｩ ， ￬ ｩＢ 主 ｾ ｉ ，， Ｇｊ を設りるか 、 ｬｊ誌は以 ｕＺ 計 Ｇ ￬ Ａｴ［ｾ ，ｦＺ 叉は省 ｴＮ･ 設りて 、ここ で立案計書

された施設計金はその重要性に肱じ事業として、闘の機IbM、地方臨等l亡於て質施すべ

き規定とする。叉地方κ 酔lする 1;民り の問題は地1i f亡地プJ ・計童委L-1合を置き之在地プf 計

垂防長又は岡ゴＺ計書院長官又は岡ゴ二言ｼ華大臣の ｊｴｦｮｮｬ 盤 ｉｾｍ とする 。 カ、くするためには凶

の行玖機柿を根本カ、ら改芯する 必要 がある。

2. 現イ1: の哲IIi l1計霊法はそのままとし、日il ち地域的花見て者II' lb'l，¥1域内の統制そ し、他の

法令例へば耕地盤JIU法か耕地を 、 森林法カ・Il l l:.f;ぞ 、 協業法が、 水産事業等々をそれ

ぞれ統fljlJ してゐるが見 fC之匂ーを統j l J ll し綜合計 JiEを確立するおに地んー計主法を制定する

案。

之は内務省 ｬ と地方計主 主中 央委 ＱＱ 合を泣き谷地ん ￯ 亡は 地 Ｉ ｊ ・ ｾ ｩ 金地方委員合を置き計主事

業の審議機| 幹! とし lミとして地 ) )行 玖J1似を して事業の執行ごとな きしめる。之によれば地

方ー計一章は ｪ 自信事業 、 鎖道事 Ｍ ｾＡｾ等のｴＡ ､ ｬ ｪ ｬｪ は不可能であるりれ ども地方 ｬ 仰と 於て可能なる

|浪り 作種事業や施設の統Hi IJ ができる。 しカ、しカ、くする 1:&fC は地) J' 行玖の機柿を改造す

る必要がある 。

3. 別 に 地 Ｉ ｊ ｩｾ Ｍ ｉ Ｇ 査法は設り す 者 ｉｉ ｉＯ ｩ 計査法 ｴＮｴ 改正して者 Ｑ Ｑ ＱＯ Ｑ 以外 の 部分にも法 の ｝￦ ｈ ｊ が でき
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る様にする案。

之は曜に都，111 ¥十垂法の改正に留まるものである。

之勾: の奈は何れ む 11地) f dH豊/ 1 を貫l際化 さうとする昔前日十輩委員合峨員の具韓的運動で

ある ことは| 切らカ、である。

1世の中を更に住みよいもの陀する こと一一之こそ科撃の受持つ任務で、そ の鴻に知らね

ばならぬ自然界又は人間枇合を支配する法 tli J の稜見のためには苫カ、ら賀に多くの人の汗と

血と が流されてゐる 。 ｩＱｴ 辺Ａの探 究 の 前 ｋ は物凄い宇闘が秘ｾさかそ の 度 ｬ 乞枇舎はぎくりぎ

くりと一彦ぞ準めてゐる。 此必 lζ 問題となってゐる地方計ー垂も之を論歩る人の主観的意

固が何にあらうと論司王を経て昆現へ と近づきつつあると足、ふ。今日経憤事、地理ー製、都市

計蓋界等lりきて問題となっτ ゐる立地論文は適地論は確かに地方計垂K 1"t して帰米理論ぞ

提供するも の と信す‘ る。 他方自 IIJ の都市計主主協議合の賀行委員は地方計垂を何とカ、物にし

ようと努力してゐられる。まさに地 J ) 計垂「夜明り前」ではないカ、。
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地 方 計

s  *昔
吾l>.

a問。

董

内

5  量士合攻良家の錨除、仁. ユートピア。

ロパートオーエシの理組都市、

の

モフアツトの提案によ る住宅令請士、

バツキシガムの Hヴタトリ 7 "

リチャＭｾソシ の健康都市、

5 緒 論

思 想 的 背 景

亀 井 幸 夫 郎

bヂで

; .u-

5  近i ! t に於げる工業の都市分散運動。

サルトの工業村、

レヴアの; r . ートサシラ 4 ト

キヤドベリーのニウアスウ4 ツ夕、

，、ワードの提案 H明日の田園都市U

人類の生存に関して今日程都市が重大な役割をはたしつ L あるものはな U、。ますこ都市問

題が、同時に農村問題であるとして 、今日ほど顛著に論議されたこともなカ、つに。が然し

普恵に閥らすで今日 まで 01専来も常分此の傾向は続くであらう 。) 現代の枇合は都市人 K よ

って組織されて居ると云っても敢て過言 ではなく 、如何な る文明岡で も市域は漸ミ欠憤大し

て行きその重要さを増して行カ、ない問はなカ、った。

ー最近の同勢調査・によると 、大 都111- の 中心地問 11: 於ける人口は 、J 1X; る場合少しも 士曾加せ

す、むしろ多少の減少を来ナこして居るに拘 らす"TI'i の間間部は人口激増の傾向ぞ辿りつ L あ

る。 この間間部の人口集中は回同より者11市へ 日桁して来る都市への「附着的現象」と中心部

よ り の 「 溢 則的現 象 」 と見ることがｉＫ ｾ 来ょう 。

間関より何故人が溢れて都市 l亡集中する カ、11 : 就ては本践の参考 にした H 間関都市 U の著

者パーダム氏) 時間の事怖について次の如く 云って居る 。即 ち、グ 産業革命の影響は 、交

通機関 の 輩達を促し 、 ｭ ｊＺ交 ， Ｑ 盈味を増進させ、経慣生活 ｩ 乞 大なる盤 ｾ ｾｾｾ旨粛し都市 ｬ 亡偉大な Ｗ ｊ

4旨奥ヘナこ事は事責で・ある 。

産業革命以前の 農村工業は、いづれも家内工業で あり 、全人口 の 過半数は農業 に従事

し、共の大部分は地主でも‘あっ たのであるが、十八1世紀末の産業の大盤革と共に 、家内工

業は消え うせ、農民は 、その昔 、所有して居つに樺利を i" 抵抗; 剥奪され、そして農村守遣は

れて 、者11市へ集中して来る様になったの である 。即ちこれに基囚して大都市の建設が共の

必要に癒じて始められた事は見逃す諜 t日立行くまい 。と。

地主1ft 的保件 l亡恵まれ、永い間封・建の殻の中 l亡安逸のタ・をむき l去って居った我ーが鴨川 、UJj

註 1 C .B. P ur dom;  T he  Gar den Ci t y， P_ 2. 
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治のキ1切? と共 lζ 、極めて遅 i惇ながら 、臥:o'l・| 諸国が悩みつ L ある此の病弊 K 、漸く苦しまね

ばならなくなれそして此彪十数年以前カ、ら生々共の度合が烈しくなって来たことも否定

できない事責である。

殊 K 毎年約 1，000，000にあまる人口 の 自然; 噌加は、往々此の川題に拍車をカ、けて居る 。 そ

して特に最近K 於ては 、農村の工業化 、或は工業〈叉は工場〉の 川|主l分 散 な と い 様 々 の]硯

角を異 lてしに観黙より此の問題が論ぜられる J践になっ たのは i!.: 日に値する。

文化 の中心地fこる都市への人口集中は 、j将来のi I ! 上舎に恐 ろ しし、刷:合病弊を創り つ L ある

ので、これが根治策として必然的に都il1分散の必要ぞ提 111-

1

1せ しめずこのは極めて首然な事で-

あらう 。何故なれば大都市或は過大郁子11のW.現は、あ らゆる)/ 而の都市病弊を惹起せし

め 、 延いては都市破綻 の 誘囚ぞ創り つ ｌ ある諜で 、 交通混雑及事故 、 死亡卒の増加とｾｐ，産

率の低減、人口過信及3FJ 伎による不良仕宅とス ラムの/1¥現 、E誌は叉上下水道の不備による

都市衛生の諸問題等が 、即 ちそれである 。是等はいづれも市民 の保健衛生上或は保安経併

に重大な聞係を持つ もので、一 日も忽 IC出来さー る問題である ことは論歩るまでもない事で

ある 。 故 ｾ ｣ ￍｬ ｊ｝ ｊｴ￭ｲ 不健康な ｰ 状態 を 改善し且 つ ｾｮｾ ｲ Ｚｊￍ 品 ｉｊ な者 ｉｬ￯ｬｩ 膨 脹 を 抑止し同時阿佐村痕件 の 問

題をも合せて解決せんとする ところ に現代識者の提案 lとなる所謂地カ計垂の 目的があ るの

ではないかと思ふが、筆者は今此 の 問題 ｬ 亡 ｉ ｾ ｾｊ す る 諸針策 の ｬ Ｇ ｬｴ 論 的検討 に楠 れ る ことなし

l亡、a ちに人聞の本能には求心的な者1I向性と遠心的な分散l主のある事の史質より 、現代の

J - ! i r 謂地方計垂の持つ分散運動の精心と或る共通的な気脈 のある英岡田岡都市運動史ぞ説明

せんと試みたものである。

5  量士曾改夏家の描い? とユ- 1-1: '7  

問問王場の提案は 、産業都市が建設され 、その弊 ，さが初めτ 共の中 K 護見された時 lて起

った運動の究械として考へ らるぺきも ので、それは決して偶然の稜見でも 、或は叉少数熱

心家の気紛や、25想からでない事は事責である 。

削除l工場への用意周到なる考へ と、之れに到する切質な る要求は 17世紀の頭初よりあっ

た事は窺知汁'. 31ミる 。即 ち工業の39J興と共に新時代の@tW月lて過する者Il il i建築カ'; 20'II t" mc. の初期

の 共同を ｾ ｉ ｾ 心として種々と建 議 された の であ っ た 。 それ は 、 ｩ 風刺家 のユ ートピ アや 本想的

郁子li とは院別 さるぺきも のである と臨む 、 これ らが その思想的背去 をなして居 る事質は 否

定し1Hないも のであ らう。即 ち1611t 紀j う至181町紀 Ic 1i ぞけるモ アーや スイフト 、或は191片紀

のベ ラミ ーやノミット ラー又はモクリ ス匂ーによる 、時代HIぞ批評する手ほ として考へら れた、

所謂 王 ｾｈ ｉＡ郷なる思想は現代 の 百 ＱＱＱ Ｑ Ｑ 分散或 は 農村 の 者ｦｓＢ ｲｬｩ ィヒ等 の 思 想 ｉ｣ Ｑｩ ぞけ る そ の 根源 を なす

ものであると若倣すことがH¥*ゃう 。

入額は地 r_にその生存が可能になって以来、地J-_f亡。夫tdzjそが児て居つ に事が文献に残さ

れて居る 。即 ち大哲撃者プラー トぞ始めと して、。 詰'1' の許ぞ/Hで L 天より l怒れる IIJ T ｉＡ をｾＧ Ｚ
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2  

見たる聖ヨハヰから聖オ ー ガ ス チ ン の 吋1I1者I1論。或はタマ スモア ー及キヤムパヰラぷ、 U  

太陽の町 fI ｋ Ｚ 至 るまで 、 多くの宗教家或は哲人は地ー ｉ Ｍ Ｎｾｾ 土 の建設ぞｊ［ Ｇ見て ｾｕ こ の でＭある 。

そして現代 も街ほ之等の夢がJ二|墜の洗践を受りつ い質現可能な境地そ切り開 カ、んとして

居るのである 。

要するに 、現代の現主!都 i li の建設事業は 、人類の集闇生活が始められた古来より現代 に

到るまで檎fgl されて波大事責で、それは人類の生活記録でもある。そして j将来もがI ほ、人

類は幸福と平和の中に彼等ーの生涯を主主り Ｑｾ トる苦玖の ｩ￯ｴｬＺ 舎を ＱＷＺ 見つ ＱＮＮ Ｓ［ｬｬｩんでオ子くであら う 。

女日新人類の生存への希望はやがて一大思潮となって現代jju:合改良家の料fiiil ll を刺戟 し、そ

して 19惟紀末 lては港に 、llt の開想都市の建設にf .J し多く の理想家、jji土合改良家及共の他 の

賀行家が出現する事になっ たのである。 此の理想都市に封するアイ デアを具般的に賞現せ

んとする運動が共の後 i前失接頭して.?>IU ニ事は顕著なる事貫で、あった。

ロパートオーヱシの理想、都市

理想都市の計垂を最初 に提案し? こ者は 、合時の祉合改良家で有名なロパ ート 才一エンで

あった。彼lは式幻1凶81凶81年F引iに亡 グ工当諜業Et，事傍手働 者数紋、E蹄寺委員ヂ合? への報÷告今 グの中で者

b  コ巳- カ -

救ふ矯めに 、人口 1，200 より成る小楽孫岡f J 豊の形成を提案したのである。主主: 英l灯30瑛・の割

合で 1，200 英 InTの土地刻版入し 、その土地のJ-_K 彼れの提案ぞ貫施する務定であった。此

の閣時J ま、個人と数応 、ナ|・|、 地方及政府とによ って組織される事 K なって居った。 常時 、

此の提案に針し、他の計華同様にまユく の興味伝以って迎へら れたので あった。彼は此の計

垂そ賀行するのに 、25高砂の金 t;e券っ たのであっ た。が然し、結局 5高砂の金で此の計主主

の賀行 i亡着手せねばならぬF状態に陥っ たのである 。然も此の金額の大部分は彼自身の融合

ですらあった。

1820年にまI} り、最初j の楽 落 が ? ダーク エJ レド付近の 才一ノレピス トンと云ふ所に 、事業が若

手されたのであっ た。が然し、登起人同志の紛議や、共の他の原因で 、此の事業が充分な

る進捗を見る事カリ1¥*なカ、った。遂に 、1828年 lりをて 、彼れの 8 年間の努力も報ひられ

註 l ヨノ 、 Ｔ ‘ＮＧＡｬｾ示銭第 Ｒ ＱＺ章

ｾＲ 節

註 2 D e  C ivt at e  

註 3 C it y of  t he  S un.  

U. 4  R eport  to  t he Com-

mittee of  t he Asso-

cia"，i on fJ r  the  Rel i ef  

of  the  Manuf act uri ng 

and  L aboUl .j ng 1"0 0 ' ・

註 5 ＺＮＮ ｾＺＺ英町］ 4046引 fl l :!

=  1224坪

第 l 闘 ロパー トォ - ::r& ; y の計重
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今、終}ii j t.e干d Hこので・あっ? こ。

才一 エンの此の提案は 、1695年 ロ ン ドン l亡於て登行された。ジ ョンベ‘ ラスによるパムフ

レツ ト、 F 資 本 家 ぞ 症 し、質 問 者 へ の潤搾 な る 生 活、青年へのよき敬育そ して人口 と話と

の 増加 により同家を も盆 す る と こ ろ の あ ら ゆ る N'fj業と 品業の民めの工. 業大星第創 立 へ の提

案 。に論じられてある の を 機縁として計量されたと栴されてゐる。

モ フ ア ツ ト の 提 案 に よ る 住 宅 禽 社

時 |凶 の初 期 陀於ては 、特 品 築 伽 上 が 盛 ん に 活 躍 し、多 く の 小 地 主 の 所 布地 が 開設さ

れにのである 。 そして 、此 の趨勢は更に計連続せられ、1845年 9 月 に は 、ロ ン ドンの建築家

モ フアツ ト氏に よ る 一つ の計 整 が 提 案 さ れ たの である。 即 ち、 それは 、首 府 ロ ンドンカ、ら

Ｔ ｲ 哩 乃 至 ＱＰ ｲ 哩の 距 ｩｌｩ ｾ ｲ 以内の才 千 万 ｲｲ に村落を建設する矯めの伶 ｊ￯ｴｬＺ を組織する事を提案したのでﾭ

ある。 此 の 計 垂 は 非 常 に 大 規 模 な も の で 、綿 経l'i 1000関税 で35前 人 の 矯 め の 住 宅 ぞ 建 築す

る と云 ふ計霊主であったが 、結肋若手され? に終り 、今日; N; の 詳細 は 失 は れて 居 て 不 明 で あ

るo llt の提案カ、ら 3 年 後、彼 は エ セックスリ・I'jの イJ レフォ ー ド騨ド付近に5000乃 至6000人 の お

めの性宅村 吉与を建設する口的で 、 1株 5砂 で 、25向 勝の '?t 本 よ りなる合枇を提案したの で

あ る 。 タ イ ト の 絞 管 す る 雑 誌 H エヂンパラ H 誌、( 1848"f" 12月披) は 、次 の 椋な 要 領 で 此の計ー

識 を批 評して居る。 即 ち、

悶国 の越か 奪 λ 、程の大規模で な く 、 叉枇交の 機 合 ｾＱ 成ずる程 小さ 過ゲざる 、 ｩ 直訴の大 きた 持つ Ｑ Ｚ 、 空

気 さ空地、 森林 さ流水 、準佼 さ数令、相樹 ご花関lこ厚土れ1: 、消佐賀 li( なる{主宅の集図である。

家屋 ｬ 工 、 Ｓ 等級 にｽｊ ｉｊ れ、 家 ｴ￮ｬ 工 、 第 ｬ 秘 住 宅 ｬ Ｚｴ 、 ＮＱ Ｇ｛ＧＮＴＰ 務 、 ｴｦｾ 2 樋住宅 l:t 年30lij 宮、そし て第 3 積住宅に

あり てl:t Ｑ Ｒ 務 Ｑ Ｐｾ 昔 、 Ｑ｝ ｾＱ Ｘ 扮くら υ までさ な って居ろ 。 是等の家賃 の 内 ｬ こ ｬ Ｚｴ 、 それ ぞれの等 級 ｬ こ 総じてロ

Y ド'"' ¥こ通勤し得る凶j } 11餓ギ与1 等、2 等の定期券の粍食が含まれて居ろ。後起人 l:t 借家人 l二針し 、株

式叉 l: t 賦挑の方法で、住宅購入の便宜 L拠へて居ろ。

!i[ に此の計l l i : l:t 、「他の建築、i毛布の不完全なろ計五 lこよって妨宍干渉さ れる事なく計重た主主h L 得ろ

f貞利之科祭さ そして資本の9時へ るすべての矛1) 盆J 1e有 する大規模なろ建築令祉である。

瓦 Ｑ 訴さ 上 水 ｬ Ｚｴ千 ｲｬ￯ ｩＮｬＺか ら 供給与行 ｵ 、 排 水設備 ｬ Ｚｴ 、 最初 よ り完全ル ｬｾ ｊ し 、数 千 ｆ 堂 、 公 令堂 、 祭 佼 等の公共

設 6  ｾヨ ー ヂフオツ ｬｊ ￃ が ＱＳｦ Ｑ ｭ 且 なろ 、 グエ カ一家 Ｈ ｓｯ｣ ｩ ･ｴｹ of  F ri ends) の有力な ろ信徒の一人で

あ ろ。

討: 7  P r J pnsals  for raissi ng  a  Coll ege  of  lndu引 ry fOI.  all lI s dul  T ，.ades a ml  H lI sbandry， wi th 

prof】t for  the  R ich  a ml  plニ川 i ful li vi ng  for the  Poo，.， and  a  good E dllca.，ion  tor Y outh， 

¥¥" hic h  wi ll be an  advant a宮c t >、he Gov enll ent  by  thc  lnc，.e温se of  the  Peoplc  and  thi e，.  

R iches 

tt. 8  C .  R .  P urdol11 ;  T he  Ga，.den  C ity. P  (， .  

U  9  V ill age As soci atio円

U  10  B uil di ng  Associ ation.  

設 II 衛生都市的小ヰ1都市の分散百十; 1f が阪 lこ此の時代に試みられれ さ云ぴ得ろ 。

註 12 ;; 'J:. 務 10町 ごして換算して見 ろさ家賃月 額33問、25回、1O- 1J 回程度に わ1: ろ。

詮 13 E a stern Counti es  R ai lway  
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用地1: t 必要さ思 1:t ろ〉 限り議定 してあろ。

i比の言十m: に反釣す るものは次の如き 主張た持ってl苫ろ。 即 ち、

吋 ＱＱ 新 、 資験 的 計置が 、 その絡にｾＺ告 、 そして 成 功 の結果ル 得 ＱＺ 暁に Ｑ Ｚｴ、 他に之ら 挟 ｩ 放する ｌ のが 出
14  

* ろ。その時 1: t 恐らく 、大者mi むの般人階級及;!t の他よ肘階級 /"'1:' げや共感に移す こごになる ので 、fi 困

者 Ｑ Ｚｴ依然ごして 、 混然の多 ｵ 、 、 除 ｾｕ ｊＺ狭 ν Ｏｦ、健康なｻ七草 ｻｉ こ 詩め込まれてＩ［ｩ ［ Ｇろ ＧＱ［ＺＱ こなるのであらう ｯｈ Z 云

ふのであろ 、 が然し彼等が こ の位の利佳た交くるのは 、Ｇ， Ｚ［［ｪ 然な ε ｊｾ で 、 彼等は こ の 世 の怠 Ｈｪ - / " ではない。

彼等 Ｑ Ｚｴ ￭ 札令 に宿 生して た［るのではなく 、 肩上令が 、 彼等 ｬ こｾｩｉ ｬ って ｪａ ［ ろのでわろ。 彼等 Ｑ Ｚｴ 、 νＱ Ｚｴず面上令さ云

』、大建築物の *，L柱の tEなし のである。だから 、わらゆる i V.l?巧 lこ打って 、 しっかリ彼等た取り付 げて 置

かれはならな ν 。 11

と此を批評し、そして更にぺ ンを: @めて::j( の如く云ってゐる。

か若し彼等が、古ν 都合か ら去って行つ? こな ら11、かへって彼等ご共に行げなし、 、賛困者 lこ劃 して、 終

演的摩迫 1: t 寂滅し 、家貸し 低減して 、現花より変 lこよい家屋が浅されてゐろであらう 、 それ放にに吾人

口、各々の大都市がそのき見花の郊外のj羽図 、鍛径の圏内 lこ於て 、部 il;のあらゆる 似不IJ 芝、 そして間関生

活のあ らゆろ! ! tlgまか備へ1:新し告郊外で、取固まれてゐ る日の来る こさら 、あきらめる には及11ない。11

と楽観的 ILJ l t の計垂ぞ批評して日る。 そして仰 は

此の計m: 1: t 嘗って英国 l二於て考へ得ろ| 浪りの主主L 主要 11. 肩上令改良運動 1Je' 懇: 経する こさになるであら

う。心身た健か に し生命ミ 将 Ttの節約さら計 る企i!;Iに主日目白の tl:J 1，よし、筈はなく 、叉反針必の 1J: _  、さ云

4・+えなlJr. t なル、。若しも大都市に於て、高 u、料 金で賃貸され る土牢の刻l き住宅が借り手が付か 11._ 、場

合 lこ1:t、 1: Ｎ，Ｎち ｬ こそれ は ｬｕｾ されろぺ告で 、か つ借家人が住み良告佐宅 ｉ､ 号ろ ＱＺ め ｬ 二必要な る改良た

要求するｼ こ 於て Ｑ Ｚｴ 、 ［Ａｊｾ の改良も容易 に なし得ろ事が 出 来ろ筈である。

吾今 1: t 国民の血が勝手 に、そ して底冷無用 に流さ れ1:1設し激しし、戦。 に於げる より も、更に盛ん に

年Ｃ目的十 れ ｬ こ 騒々の形で吾人の人ロル減 少ｾ しむろ熱病 Ｍ＿ｉｒ 疫ご云ふ敵ル よ り 少 なくする事し可能で

註 14 arti sans = 熟練職工か芯; 味す。

第 2 圃 屯 7 アツトの計l l i :
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あろ。

と付り加へ批評して居る。

パーグム氏は此の計垂l亡到して次の如く云って居る。

U 此の計主主の成熟に就ての謹協を今日まで見tUし1Hないが 、今日のイノレフ 才一 ドはロン

ドンの近傍で 、最も大きく且つ人口捌需しすこ都合地の一つであるが 、若し1848年の提案が

此監を最初の回悶来落となしれたならば 、恐らくは最も望ましし、楽落が質現したで、あら

う。けれとも今日の校なイ J レフォードが殖えることは 、そんなに望ましい事ではない ν 。

パツキシガムの提案

多方面の改革者であり、 特色ある 19附紀の理想家なる ジエムス シルクバッキンガム氏

は、1849年 lて 「国家的喜怒と賀際的救憤」と云ふ本在公にした。共の著書は 、失業救慣の

方法として 、模範都市の建設の1需に「持働と技術と資本とを合せる大原則」を推傘したも

のであった。彼は大放行家で 、平和 、自由貿易 、禁酒 、岡書館そして奴隷麿11: . 等の熱心な

主渡者であった。備は此の他 Ir: 1，皮は 、新聞 A t h巴n a e u m 紙の祉長にして 、且つシエフイ

Jルレ ド川リナ州汁'1↑叫l' ‘

パツキンガム の計聾劃lはま 、筒車 M の如く要約する事カがtl出対悦来やうh。それは 、先づ訟範諸問1

合最上と云ふ合品上7う¥稜起人の責任ぞ限定する錦め lと、勅許叉 lま議舎の法令の許で設立され

るのである。

此の事業は 、政府カ、ら何等の何!'i ll)J iを受りない私的企業であって 、共の目的は京高 is!;!l ITの

土地割! 持入し、千英11汀l亡宣高の人口を牧容する都市を建設する事にあったのである。 常時

の若き女皇の御名に囚みて ググ クト リアグと名づりる事にし、之れが都1 I i 計警として 、工

場 ｾｬｾｦ ｲＺ個 人 の 住宅が月 Ｑ 意され 、 家賃は Ｕ 勝より Ｓ ＰＰ 勝までの等扱があり 、凡ての建物は 、

此の合祉の所有で、合祉は尚周囲の九千英11汀の土地は工場と農耕地の震め の保有用地とし

て管理することになって居る 。如新して、此の合祉は、土地の所有者であると同時 l乞叉雇

主でもあるのである。

此の都市に於りる工場の事手働時聞は 、1 日8 時問符・働 で、持働 賃金は一定の標準 l亡従っ

て支妙 ＱＺ はれると云ふ の である 。 住宅の胴諾による符住生活はなく 、 児童には醤Ｑｴ ｾ ｮ ｲ ｬ￮ 育 の 設

備があり、教育は無償で施されるのみならす公衆浴場 、共同厨房及抗j現場等の設備まであ

り、そして彼の特種な主張の一つであると ころの酒、煙草 、武器等の製造は禁じてゐる 。

詰: 15 C .B.  Pur dom;  G a，'del1 C it y. p.  9  

ｾ Ｑ＠ 16 G a，' del1 Vi J J age 

註 17 “ Nat i onal Evi l s and Pract i cal  R emedi es;  L on山 11 Pet e，' J ackson， St.  Mart i n's-l ε- G，'a l1d， 

p. 512"  

註 18 Mo del - To wl1 Associ at iol1.  

註 19 Ｑ ， Ｐ ∞英 ｉ ｬｉ ｊ］ ＴＰＴｾ ｬｊＡｊ Ｍ ｊ レ 、 之れた約 Ｔ ∞八グタ ー ｊ レさ ｾ ｉ Ｍｲ Ｎ人密約 Ｑｾ lJ !J - )レ !こ250人の割合

l二7よる。
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此の合J祉の資本は3001i71で、1株が 20暁r K分布IJ されて府り 、その内 100向勝は農及工業に使

用される事になって府り 、利益配汗; 金の本は 1 Ｂめ ｈ とｬｉｩ Ｇｊ ｉ ｉ ｬｾ されてゐる。叉此の都市 ｬ 亡肘住し

な い 者 で い こ れ 陀 投n する事が/ 1 ¥来る校になって肘る。住民は砂くとも 1株以上は持つ

事になってJiii ＱＩ ， 必要な場合には賦拶ＱＺの辺も閃かれて ｉＡ＿ る 。 配 ＧｾＺＡｩ ｾ 宣伝支拶 ＱＺ ひ 、 凡て必要な

る積立金を除いた最後に 、残念が・あれば、llt の利金創立件iIi[ の貫l際目- 住者の株主問に分配

されるのである。

計主主された都市設計- 岡は 、正 ) I 形で 、外r[!i JI と近い部分は千戸の家屋と庭閑より成立つ

て居り 、次' の中間の部分は '!'f j 1，¥で 、屋 根のある アークードぞも含み 、最後の中心 IL近し、小

さい正方形は 、上じ較的高視な住吉及公共的の建築物等が、配置されてあるのである。

如新、 バッキ ンガム氏によって立祇に立てられずこ 、此の計垂が徒爾に終った事の一つの

ま里由は 、彼自身の性格にもよるが、叉一部には、? ? ; 時の英閑人は投機的で 、 とめどもない

利金を得る見込がなければ理論的叉は試験的の提案に乗らないと云ふ気質K もよるのであ

るが、 他 により信すべき有力な: f ' T I FII は 、歴史あって以来 、パツキンカ' ム 氏がか L る宅張を

記述しすこ時程、都市が 、不術生で、J労働; ; 皆級の生活ー; 伏態に就て無頓着であった時代はなか

ったのである。

T h e  Di ct i onary of Nat i onal  B i ography は次の如く 言って居る己 「即 ち彼は非常に情

深く 、準 J歩的思想をもち且つ雄滞家にして、 351芹iな想像力に話み 、勤勉にして会に躍す る

に、身 を持つ こと周到であった 、彼は事に古って心柄浮動し、同時 lて過多の計書ぞ持って

居った。即ち此の事に師同して彼の一生や失敗に終らしめ fこ」。と 、

第 3 岡 バ ツ キ ガ ム 兵 の 言十 ヲtt

ヂt

--. '-*・'-"" 陰・偽

静 ゐｾ ＢｦＺ曹、 ｾ Ｎｾ
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ヵ、 ｌ る計ー童Ｏｬ＾準捗させる ｊＮｾ には 、 バッキンガム氏の改革的天性の努力とその範囲が極め

て炭汎に亘つに事は、今夏云ふ必要もない事であった。然し乍ら、惨憎たるi Ii土合駅態の中

に於て 、徒 ら に 絶 望の躍のみ高かっ た 常 時K 於ては 、バッキンガムの改革的天性はか L る

勿

計 量の 後!民t ' L ｉ ｾ 討して非常に山大なもので・あった。そして彼の著書が 兆較的、 空想と矛盾に

乏しく、且つ宜! 際的であったと云ふ事は 、むしろ不思議と する位であると評されて居る 。

が然し彼れの此の著書に興へられた他の批評は、屡々不蛍なものであり 、共の著書: ぞ注意

して読まなカ、っ た人々は、| 間違った印象さ へ輿へた事も珍らしくはなカ、った。け れ ど 此の

計 査 が20tl t 紀の訴初のハワードの。回国都市。思想の起源として認める丈の↑ 賃値はある。

ハワードは U 私 は 、 私の 仕 事 が 選 ん で しまふまで、パ、ツキ ンガムの著書を見なかった。。

と云ってゐるが、然し此の初朋に於りる彼の計肇そ賞讃したカ、らと云って、ハワ ー ド自身

の事業の賀際 的i買値とそ の異常なる成功とを既設することにはなるまいι

リチヤードツシの健康都市

曹者であり且つ衛生改良家であるべンヂヤ t ン、クオド、リチヤアドソン博士は 、市土台

科 接 合 議 の 保 健 部Z於 て 、 彼 が 命 名 しfこ“ Hy g e i a" と云 ふ健 康 都 市 に 閲 す る 詳 細 な 研 究

論文を輩表しにのである。

彼の計垂 ｩ ま 、 賞現するにま ＱＱ らなカ、ったが 、 此 の 計垂 の詳 細が賀行し Ｑ ｾ Ｑｾ ぺきものであるこ

とを主張し、之れが採用を熱心に唱へfこと云ふところに 、此の提案の興味がある。 f正に採

録 し た 彼 れの此の大合に於りる講演の主張抜翠は 、最もよく之れぞ物語って居る。即ち 、

明Lの目的 l: t 最低一般死亡率さ個人の最大長命さが雨立し得る完全な街£状態た資現きてまないまで

も、之に似1: bのた可能ならしめろ鴛めに科墜さ智識のi妨げさ人聞の自由意志の働きさら持って、形

成及維持し得ろ枇千干の輪廓ら理論的に示すにある。 チアドウイツ グ兵 l: t屡，q 1 年 l二人口千 l二付 5∞乃

至 Ｕ 人までの死亡率た有する如何なろ都市たも自由 ｬ こ建設し得る司 ｾＱ￨ 設いて居ろが 、彼れの養明 ｬ Ｚｴ文

字通り正し いさ信ずるが放l二、な l: t 、最低の死亡率ら示す所の昔日市た計重し 1: のである。で私 l: t 現在

容易 lこ可能である事の外何事 L捕かなかっ Tこのであろ。 〈中略〉

“ Hygei a" さ属する この都市l:t 、新 しい 基礎の上に建設されるので、現在の都市 L大穏摸倣し得る

。ぅl二、建設されるさ云ふ幸IJ盆た持つ。. . ……一人口の等 しき分布た保持するや うに住宅建設た行

ひ、人口湖密の危険より保護されろものである。 〈中略〉

此の都市 l:t、 3の幹線道路( 叉l: t 並木道〉が東西 1: 走れその下た鍛造が都市の様々な交通の利便の

匁め lこ布設されて居り、幹線道路た南北に直角 lこ横切って居る街路さz p . 行 lこ走って居る補助街路 l:t相

滋度く、歩道の雨stll にl: t 街路樹か槌付(J 、すべて家の背郊の空地 l: t 庭園さし 、街路iこ堆積し 1: 泥土及

茶他の不潔物 l:t 、毎日 路傍の口孔から 地下道に洗( } 去られる。住家l: t 空気の流遜ル自由 にす る匁め

に、床下にアー チた造り共の上島煉叉造りさなし、内部の露骨量 l: t 漆喰の代りに薬f卦磐煉瓦在使用し、

厨房 l: t 家の上部に設りすべて煤煙た除吾 、内部 l: t 媛燈もしくは蒸気暖房で温め得る袋置になってゐ

る、 此の都市l二l工、飲食J;!i 2え煙草mはないが共同洗濯場、機泳場、病院及圏書館の設備等がある。そ

詮 2コ C. B.  Pur dom;  Gaほen C町 ; p. 12.  

設 21 H ygei a;  Ci t y of  Health ;  Mac mi ll an  &  Co. ， 1876 

詮 22 T he  Health  Depar t ment  of t he Soci a!  Sci ence  Congr ess 
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して細民の 子供 L 下水で遊ぶ事の代り lこ、 美しい庭園で遊び得る施設か行ふのである。現存I ! ろ昔li di 

の詳細 に 関 す る 主主ＨＺｴ 、 今日訟のＩＱｩｊ図に舟ろ多くの ＿ｾｲ 生 科 Ａｦ Ｑ 開拓お ｬ こよ って 論 じ益されて来 ＱＺ ので あ る

が、私(:t7. 矢口生れざる 此の健康郎 di Ｑ こ闘する議 ｩ 武在終ろ に あ ＱＺ って 、 言 自兵が単なるＱＡｾ .t>， ら1Ir- ぴ限 まさ

れれ さ云ふ事t:. げでない事ル望む之i である。 H

と彼は結論 して 、彼 の講 演 を 終 っ て 出 る 。

S  近世陀於ける工業の都市分散運動

17-1世紀より 18t仕紀lとカ、けて 、思 想 家 、哲 製 者 等の心 底iとvtt れて T. oi っ たユート ピ 7 (1'0昔15di

建 設 の 憧 僚 は 、201世紀の頭 初 に 刑 判 析 し 具 慌 的 責 行 運 動へ と進展して行 っ た。以pち1800

年 、ニ クランナーク tりきりるロパ・ートオー エンの 1M3誌を起源として 、野・働 rr が 健 康j伏態に あ

ることの償値ぞ認めた大工場 ｈ Ｚ ｾｌ よる 、 小規模 の 工業村落 の 建設 の 企 岡 は 、 庇ん ＱｉＮ�ＮＱ， 旨 ［ｩＡ っ

て 行 iまれた の である 。 が 然 し こ れ 勾 は 、いつ れ も 現 代の ff 本 主 義 修 正の時 代i /0M利l よ り す

れ ば 、幾多の精算さるぺき黙が千f - (I: しない諜ではないが 、地 方 計 主へ の盤以過程ーの 重要 な

2  

る記録として注目に位するも の でめる 。 なカ、でも 、201世紀の共 闘 守 中 心 と し て 起っ た 、 フ

エ ピアンソサイチ ーによる符・育協調を目標とする利:合 運 動 は 、是 等の f1l 1想都i I 了建設の 気j韮

を 大 い に 助成 し た 事 は 事 質 で あ る 。

サ J L . トの 工 業 村

手伝集 し過 ぎ た 都i li より 、 削除lに 工 場 ぞ 移 し た 最 初 の 者 は 、 7 )レパ、カ製造工業で成以J し

た 。プラツ f フオドの タイタスサノレ ト郷 で あ る 。 彼 は 数 年 間 此 の 事 業Ktこづさはつτ 庇っ

たが 、 そ の 後1850年 に 事 業 臓 般 の 必 要 に 迫 ま ら れ た の で、 プラツドより. ] ‘場 を仙 に 移 す 事

に 決 め た の で ある。

彼は人 口 が欄宿して ｾｕ こプ ラ ツドフオドの ＱＱ Ｑ ＱＧを、それ以上膨脹させる事を好まなカ、 っ た

註 1 Indust ri al  Vi IJ age.  

註 2 7 エピアン協合( : t 元来政治的図偲ではなかっ1:が、英図の枇合主義運動に( : t 多大の影響ら9号へ

1:0 1889年に創立されれものであって 、そのkill 銭(: t デモ クラチックで一般人士の力u入た激迎し

1: ものであるが令員の1設はさまで噌bnてます、多くし 数千人た tfi て'1: こさはなし、。併しその勢カ

( : t 数字示すよ りu盗がよ|こ出ずるものであって 、過去及現在 lこ豆 り，(l 11立釘れるバーナードショ

ウやシドニーウエグ、 ウエル メ、 アンエベザント 、 シドェ ーメリグア 、 ゲラノ、ムワラース等

の名士た合員 に布して居つ 1:。合員の多数 (Ufr f; ¥' l中間智識階級 に臨する人々であって彼等の主

Ｑ Ｚ ろ目 的 ＨＺｴ［燥念な宣餅に非ず 、 ｉ 止令主義の政治的 、 経潰的理論ごｽ主際さか ｲｾ 面回 ｬ こ研究し 、 事

ぴ得1: 結果た各自めし、めい lこ機合わる毎 日宣{ 専任んさするのである。

ア エ ピア ン 協千干の主義すする ｚ こ ろは「土地及資本島私的階級的占有より解放して総人 ｾ Ｇￎ の

幸紹のｾに『止令の共有さする。かくする事によって凶家の自然的文化的宮た凶民会 骨量 ｬ 二 公 卒に

配分 す る。現在 ｬ こ於てＨＺｴ 生 産的ｾ明ゃ資本より 生 ずる利盆の大部分ＨＺｴ資本階級王 ｬ･ ｬｬｬＧｬすｼ二泊 ｾＧ な

い、労働階級( : t 生活か維持する匁め lこ資本階級に主主! 必しなげれ11'ならぬ」

「 吾人ＨＺｴ目 的た 逮する匁め ｬ こ個人 ｾ￭ｩｬ 止令さの約済 的、 準徳的 、 政治 的 関係 ｬ こ釣する ＴＲｴ 誠司 ｰ 、 一

般 に普及てま んさ するものであ るJ ｾ云ふのである。 〈 高島素之着 、 ｪ 祉合 ＱＱＱ Ｑ 題 僻典 、 ＱＴＹＱｖ
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のである c そこで、 シルプ V イ河の ) I U二なるアイレ河畔に院大な土地を購入 したのであ

る 。此鹿は美しい風致と新鮮なる室気 ｋ つｾ d:.れfこ健康地で、住宅地として 、最適地であ

る。

1邸 1年に到り建設事業を開始しfこのであるが、パーダム氏は彼の著苦 U 田園都市 11 f' (於

て偉記々者の記録を引用してゐる 。即 ちサ J レトは、英国が嘗て見fこ事のなカ、った工場宮殿

とこれに隣接して、 事手働 者住宅の建設ぞ始めたのであると 。人口3000を. t &容するおめ 800

戸の住家主＿建築し 、 それに 、 数合 、 岡 Ｑ ｾ ［Ｚ 館 、 養育 ｩ 出等の建物が附 ｪ 品する事になって配る。

住家の構造はE j l 分なく 、家賃は努働] 皆殺の家計の許し'! J る範闘であり 、村の妖態( ま首時の

一般的状勢として は、 理想的なものであり。飲食屈の如きは一朝も建築されなかったのは

勿論であった。 1853年I ' L}' I} り村は とサJ レアァ。と云ふ名のもとに聞かれたのである 。

家庭と工場の鼠めに、最良の傑件を付興せんとした此の都ibが80年後の今日の要求封筒

すぺく温かに速いものであるには ｾ Ｚ ｉ ｾ［ 主ないが 、 話時 の ｪ 伏 勢に鑑みて 、 此 の 従来は注目 ｋ 値

すぺき質験的試みにして 、開拓的努) ) にますし' 指然の:ti: 訴を受くぺきものがあると忠、ふ。

レヴアのポートサシライト

前記 の グ サノレアア Ｂ ｉ｛ｾＺｊｊ 10. 1 ニ運動; ま共の後可成の接頭ぞ凡 fこが、なカ、でもすアクリアム

エッチレグアによるボートサ ンラ イトとジヨ ーデキ ヤ ドベ・リ K よるボーング J レは 、最も著

明なも のであっ た。

此のボー トサンライトは 、 ν グア石| 験合祉の持主クイリアムエッチ レグア榔が1887年末rr

し い事業と 、 持 働 者の ￭ｾ め ｬ 亡 、 ｾｾｾｾｩ 加を建設する励 、 パークンへツ Ｑ［ の郊外に萱州 ｬ 汀

200 砂で- 五十六失!I1Tの土地制作入して 設立しfこものがその最も1) であると偉へられて居る

が、中村氏によれlJ 跡地而段 222英 !I1Tで、此の計査が完了すれば2000戸の住宅が建築され

る事になり 、 牧容し ￭ ｾ トる推定人口は ＱＰ ， Ｐ Ｐ Ｐ 人と云ふこと になって居る。

此の村( まレ グア都の合祉の財産で、その使用人の民め iこのみ存干f するものとして建設さ

れたのである 。随って建築された住宅は全部合祉のものであっ fこが、臥引| 大戦後住宅組合K

よって建楽されたも の もある 。現有建築されに住宅教は 1，000 戸を越へ、佐宅の捌訟の程

度は宣! A; II1Tにやno戸と 云ふことになって居り 、J l : の住宅の形式は雅 l床あるチユド J レ式のも

ので、地域全措が極めて務付きのある住宅地になってゐる 。活ー路幅員 l立、多くの場合40別

であって 、24択が車道で磁を 8r沢づ L 舗道として居る。

此の住宅経営地の附届施設としては中心に敬舎、1，600人を牧察し得る小謬校、病院、fti

育館 、 遊泳場 、 郵俊民 、 ホテ ｊ レ 、 倉庫 、 消防署 、 クラプハクス 、 公合堂 、 結童館 、 及固 ｾ ｉｩ Ｚ

館等の公共施設がある 。

註 3 C .  B.  Pur dom Garden  C ity， 1913.  

註 4 中村寛兵著住宅終倍 ( 高等建築祭〉

誌 5 ｾ ｉＧ 村寛兵著住宅 経替 Ｈ 高等 建築 撃〉
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村は以上の如く立慌に整理と設計が行きとどいて居る 。家賃は地方説ぞ加へて 1週 3ぷ6

片乃至 7 志6 片の程皮で、是等の I百領は維持費と償却基金のみに充蛍せられ、投入百本に

ませする利子は 、産主が此の村- は 庁事5・働首との主主;m/ i i の分配 u の] 開法と考へてゐる古文 l亡、別 l亡

賦課されてないのであ る。此の計整事業は 、時代のilli 肢と共 i亡霊逮捕5長して行き 、英国に

於て自家の労働 I f の幸栢と 、大工場経営の利盆との一致を示せる最適例 の一つである。

第 4 間 ポ ー ト サ ν ラ イ ト

キヤドベリのポーシヴ) r . .

ぷＮーング ｊ レの悶 ｾ｝｡ ，立 、 Ｑ ＸＸＹ ｩ ｰｬ 乙ジヨ ー デ 、 キ ヤドペ リが 、 パ、Ｍ t ンガムに於りる彼の

チヨコレー ト合壮ぞ旧| 主l f ' [ 移聴せんとした時に建設した証11本1工業キずの一つである。彼の計

垂は宮↓ 乙自己の使f I J する若手働者にのみ良き住宅を供給すると云ふばカ、りでなく 、ノ，¥，_ t ン

ガムぷひiJ ;J，: のllH近の持働階放の人々に封しても一般的利益を及除さんとしたのである。彼

ｬ ま ｾ ｊ ｾ 、頃より心 ｋ 描し、て居ったところの 、 「人々 ｢ 、 自己の家庭ぞ楽 し み ｾｮ る程度の土 地に

住へるやうにしたい 、 と云ふ私のこの道楽Z並行ふのは私の大なる特権とする虞でめる。 」

と彼れ自身言って居る。

彼は 、村を設計し且つ多くの住家を建てた。そして是等の住家は 999年の借地権付- で賀

却されたのである。りれども投機を煽る事になったおめ 、 ｾの後佐宅の資質は中止された

註 6 Prosperi t y Shar i ng 

誌 7 Geoge Cadbur y t: t兄の J oseph Cadbur y さ共にチヨコレート製薬合量土佐経倍し且つ有カなる

タエカー宗の信者て' わっ1: 。
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の である 。此の村の綿財産は 、 カドベ リの 手 よ り ボ ー ン グ J レ村信用組合の手 K 議られて

ゐる。榔て 925戸の住宅が建築され、家f d立地H fJ i: 共遡 4 ;也より 10ij 土; で貸典 されて居るの

である。是等ーの家賃は 、投資資本の 4 分利子として管E盟組合の手にカ、へ る仕組' になって居

る。

ジヨ ー チ、キヤ 1: べ‘ リは パ- ; : ンガ‘ ムに於て 、宗教的感情沿以って、貧民の放路と之れ

が数育事業に長い聞の努力を傾注して3 l U このであるが、住宅及共の環境の不完全は 、あ ら

ゆる 数育並に救貧施設を無設にする事ケ|菩り、ボー ンヴ J レに住宅経営を始めたのである。

此の経営地に於ては、 2 階以上の佐宅建築は許可 されす、叉宅地と延建築面積と 11ユ率が1/.

以上となる事I を禁じ、各 戸4手にが:J 550m
2

の庭|素!を附鴎せしめて居 る。

経営地組問績は
133. 5"- クター J レで、1904feは 518戸 の仕セが建築され、2000人 の居住者

があったと報告されて 日る。尚公共 用地 Ｈ 公 ｛｟Ｇ［ＺＱｊ ｊ￤ｾ の 仙 のド ＱＱＱＱ 京 地 Ｉ として全面積の ＱＯ Ｑ Ｐ

が提供される事にな ってｽ，ｴｦる。ｾｊ［の 他 の公 ｊｲｾ Ｎｉ ｦ 包設 としては製校、公舎Ｇ立、 ｦ 出［育館 、郵佼

昂、簡易食堂、養 老 院、及禁酒放館等の設備があるが 、夏に記念的のものとしては、ラス

キンホー J レ、Zドー ング J レホー J レ等も設備されて 、村の公共月Jのサーグスに臨じて居る。此

の村の事業と経営に附して 、 ｾ ［ ｉｊ Ｇ 出の利盆を暴けて居ると 、 キヤドペリは 言 って居る。

Zドーー ング J レの経管te成 .r.) J lt 導くぺく キヤ ドペリの取った三つの手段と云ふのは毛穴の 3 項

である 。

i 借家人 l:t蛍 iこポ- : ; / グル工場に勤務 して居 ろ働怯名のみならずついミ ンガ ムl二於げる他の工場 lこ麗

はれて居る労働者 L借家人1: り得る事。

2. 家賃l: t 投資々 本の 4 分利程度に止めておく事。

3 経密地の務主主の匁め には、将来の所得の用途に射し}しての指導俄た持つ 1:管理局の統制下にあ る経

聖母地であるこさ 。

向 (i 、此の 経 営地 が 、* 働 1)皆級児童への 健 康IC Oi ! -へた i; 関学は如何なる ものであったか

は 、ヨ久: K示すよじ較 が 雄帰 l亡物語 るであらう 。即 ちパ- ; : ンガ ムの符住地 vcti そりる児童し

ボー ング J レrcti そりる児竜し健康の比校表は、此の間の事怖をIlfj カ、にしてあまりあるものカ、

ある。

児 童 の 韓 重 及 身 長 比 較 表

重
長

女 女

A  A  B  

剣ｾ 制 ff 世;電 針 縫
吋 吋 吋 町

6  歳 見 重
45  39 43.5  39.4 44. 1  4 1. 9  44. 1 41. 7  

8  
fI 52 47. 8 50.3 45. 6 48. 3 46.2  486 44.8  

10 

"  
61. 6  56.1  62.1 53. 9 5 1. 9  49. 6 52. 1 48.1 

12 
I! 

71. 8  63.7 74-.7 65. 7 54. 8 52.3  56. 0 53. 1 

但 A ……ホ・ーングノレ lこ於げる児童

B … … バ一三Y カ・ムの密住地 St . B a吋hol omeザ s war d Iこ於げる先輩。
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ラウシトリーのニユアスウイツク

キヤドペリー郷の チヨコレート合ffi.土とならび栴せ らる べき ラクン トリーの コ、ァ 合 jjl上

は 、 チヨコレ ート の名が有名である如く一般 ｋ 知られて居るところのｾ岡に於けるコ 、 ァ

合祉の一つである 。 そして此の持主叉は祉長 である 。 ヨセ フ、 ラワン トリーと ピ、 シボー

ム、 ラウント リーの爾 氏は、雷K 質業家としての名士であるばカ、りでなく 、ヨー クナ|‘|の市11 と

して、救世軍の プース大勝と共陀民衆から慕はれて居るのである 。彼は、救貧事業 K 非常な

る興味を持ちプース大怖と共カして 、ヨー ク市に於ける 貧民痛の枇合品¥IJ 量ぞ行ひ 、その結果

を皐舎に笹表し、E堅合に多大 なる貢献をなしたのは有 名な話である。 此 の事責は、同時に

市上命科製者及経憤製 者の聞に於て、 重要な存夜 となり此の方面K 於ても批界的 に彼れの名

は喧侍されたの である 。我が閣に於て最初川上博士によって唱へられた u 質勝線 H なる設

は 、質はプー ス及 ラワ ン トリー の雨氏 による“ Pover t y l i ne" I ' L 外ならないとの事である 。

彼れ の か ｌ る祉合改良に封する Ｚｦｦｾ 秋 的な熱 意 と、 撃者的に ｅ 可 ｊ ｦＭ ＱＱ な る ｆ 目 立は 、 キヤ ド ベ リ

一氏のボー ング J レK 於ける質績に蹴み、勝て工業の 郁Tb分 散の必要と彼等の所謂 U 締の内

の 工 場が 結 局は蛍時め事手働階級のff i仕合的不安を一掃し、延いては凶民生活の安定の基調

をなすものであ ると 信 じ、田岡村落の建設をニク 、 アスクィックに開始 し大のである 。

( 1904" ， 1909) 而して労働階級の人 々と彼等の家族へ 、平和なる家庭 と快遁なる環境を設備

すぺ く努力しにのであ る。

此の経営地の匝廓計墨と 、その なカ、に建築される住宅の設計に|刻しては、レーモンドア

ンクイ ン氏 の技術的手腕が動員されたのである 。

此の経営地の綿而J創立僅 か 120 :失 lilT ｉＧｌ過きないが、此 の終営 地 の持つｊￏｩ ｉ Ｚ 合的意誌を ＱＱ Ｇｦｾふ

すれば、嘗て英図に於て試みられた此の種の計ー重のなカ、で最も 。ト111，;;-1村グ の理想に近いも

のであ ると 惇へ られて 居 る。即 ち住宅は道路境界 線より深 く後退して建築されて肘り 、住

宅と庭除! とがなす織の枝な魅 ) ) ある風致のところぞit事力、な村ill がilli って肘るのである。住

宅は 、宣英 lil T I'L 10刺: の割合で 150n: i l i 築され、そして終営地の間賞 l乞|刻して は 、ピ、 シZド

ーム、 ラワン トリー氏の援助の lごで著宜に準移して居るのである 。叉此の経営地 の特別事

務削制しては、此のＩＯ而 ｋ 就ても延れ ｦ こる常識と敷地の分主 ＱＱ ＱＧｌイ ・ ｉ Ｇｾ 、ては興味ある賀秘伝持 っ

てjえる Ha r l oc k 嬢がそ の 任にあ fこって府る 。

要する K 、! l I : のニウアスクィックに於けるラワントリーの試は 、t;:;時の* 闘の 11¥上合足、i切

を指導する布) ) な賓験であると者倣ことが/ " 111-*ゃう 。

註 8  8 0山ur叩n川v引 1汁川11 Vi ll age Tr ust ( 1ゆ9∞拘年三 lこト ラス ト組織になる ) 0。

註 9 H enr y R .  A I仙d， 命 " 匂.

註 lωO 前掲望舎;， P.  130 

註 11 彼 t:t 1925年2月26日88歳の高齢た以って氷眠し 1: のである 。

註 12 彼 t:t 震災直後我国に於げる森氷製菓令市上さの商周忌米ねて* 訪 tl: られ、我国の Society of  

ｆ ， Ｇｩ ･ ｮ､ｳ 及工 業 倶楽部 ｩ 二於て ｈ 近代の英凶 ｬ こ於げる 枇令 思潮 ｈ なる題目で ｾ Ｇ ＱｉｩＧ演ぜり 。 Ｈ 通 謀者 、

前者 t: t 立欲教授竹村盟太郎氏、後者一t:t 評論家早坂二郎氏〉

をE 13  He n，'y  R.  Al ti r i dge;  T he  case  f or T o wn  P lanni ng ， P .410.  
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ハワードの提案の地方計壷的意義

工業の都市分散に闘する以上の如き質詮的試みに前- 後して 、エペヰ、ワツア 、ハワード氏

による出|定l都市建設に闘する提案があっfこ。

ハワード氏の提案の内容は、これまで、あまりに屡々試みられてあるので最早喋々の要

なきも 、 彼れの精品 ＱＱ Ｑ ｾ 流れて居る地方計Ｍ量的意義そ日月カ、にする意味で 、 彼 れのも のしたパ

ムフレツトグ明日の問問者[Si11 11 の片鱗を紹介 して本論の結ひーとする。

彼の著書の中で、彼 、ハ ワードの唱道するところは、英悶の農業地方 K 各階扱の人々

に、衛生的な環境 ｴ､ ｩＡＭ へる Ｑｾ めに 、 より文 化的 な住宅の供給を主演する立場カ、ら人口 ＳＲ ， ＰＰＰ

位の模範都市在 、新しい技術と衛生息的な成果を組合して建設する提案であつにのであ

る。彼 lま U 私の提案は人口捌詐j の都rb・の中心地匝よれ人口稀薄な農村地ぷへ、組織的人

口移住運動そ企つるにあるのである。と 言って居る 。

現ヂド純農業的地方の土地 6，000 -W; II1Tを宣英[ 1汀40砂の ';f;I J で、組計 24雨模で購入され、共の

土地は第 1 ｉ 二社債 Ｈ 株主 〉 所有者への櫓保とし、ｾＡ［ 2  I ' L は建設さるぺき凶| 主l都市の住民の

矯めに信托される事 lとなって居る。

土 地購入 の目的の主 たるものは、 大略 き たの ｴ 去に要約する事が ｈｾＭＪ ゃう 。 即 ち工業務 働者 ﾭ

t亡、より高い購買力のある賃金を支給し得る仕事を見 /-1¥し、そしてより健康なる窃境を興

へJ : 1 つ失業者をな くする事の民め、 工業資本家、消費組合、建築家、技師、建築J業者及あ

らゆる種煩の機械技術家、 ｊｾ の他極々なる職業に従事する者へ彼等の古今 ［ と技能にＡ伝じ

た、新しくJ 3_つよりよい手J宣伝提供し 、傍 ら共の経営地に現イ1: 生活して討る住民3U立、共

蕗へ移住する人々の Ｑ ，ｾ I ' L 傾く手近なところに彼等の生産物の新しい市場ぞ開設する事勾で

ある 。要するに共の目的は 、階級の如何1 : ' とはす、あらゆる持働者の健康と快遁の標準を

高めんとするもので 、 ｩ ｺ 土等 の目的を遣 しｾ ＭｬＧｽ ぺき ［ ケ法は、郁 子＿生活の経情的保件と ＱＱ Ｑ 除 ｬ 生祈

の健康的保件なる自然的な境境の合理的な結合K よるより外 ill はないと云ってゐる。

〈現{ I : 外岡に於て、人口の都市集中を防止する手段 として 、農村の都合化と農村の俄剰

労働の利用と云ふ主張は 、若干是等の主張と共通勲がある 。)

経営・地 ＶＰＰＰ 失 ｉ￟ｔ の中心部 ｋ 建設される都市は全面積の ｬ ｊｳで、即ち ＱＰＰＰ ｾ ｒ［ ｉｉｉｔ の 中心部に

村落を形成し、他 は全部農耕地としておくのである 。

彼の主恨のーは 、此 の都市の居住者カ、ら非常に合理的に期待し ￭Ａ トぺき地代 �ｾ 11 IL-J!対話[S-i[ i

の金庫 II I ' L 梯込まれるとすれば、

設 14 To- mor t - OW;  A  peacef ul  Pat h to Real  Ref or m; さ云ょ、タイトルで 1898年 lこ再版が出、第 3

版が華苦行される時 Garden Ci t i es of  T o- mon-o w  ; : : 改題され1: のである。

詮 15 Ebenez er  Ho wa吋 ; G a，'den Ci t i es of  T o- mo，'，' ow， P. 112.  

詮 16 前掲舎 P . 20  

註 17 前掲舎 P. 22  

¥i lll 3 6  



a. 土地購入 K 要した金額の利 子の支排。

｢ Ｎ 元金 ｩ 抗還のＡｾに償還基金の設定 。

｣Ｎ 強制的 ｉ ｃ 賦課し ｦ こる地ん・税に依て市及 他 の地方行吹機闘が普通に建築及キ ｦｲ ｾ 持する様

な事業の建設ぷ維持。

､ Ｎ 向Ｈ枇 ￼Ｇｕ￹ Ｚｴ ｐ 後〉養老年令、災害及技術保険 Ｔ Ｔγ の 円 Ｈ ｉ ｾ ｊ の Ｑｾ め多稲の併合を見 ｉｈ すに充

5t なること o

ｴＮｴ 示 す ｋ あ っ たのである 。 それ故ｾ Ｎ亡 、 この建築敷地の賃貸には 、 カ、 ｌ る財津 ｉ｣ ｬ ｢ 討 し て 、

賦課される地方ー税、同税及共他のあらゆる課税を併地人が、支排と 云ふ普通の契約傑項を

ｾｾます ‘ に ｪ 天 空 ｈ｣ 地主が ｾｘ 入の合舗をＮＡＺ｜Ｇｾ 1  Ｇ Ｑ 叶 ｴＱ 責 の 利下支捌に、＿ｦｾ 2  ｾｃｪ 社債の償還に 、 第 Ｓ

l乙美 '') ｉ の金額はｾｾ都 ￯ｬ ｩ の ｩ ｉｪ 常 品以外の行政機 ｉｾ 討による賦課支抄 ｉＺｴ ･ も含み た る公共月 ｪ とし

て、公共基奇ぞの中 rJ i tてる契約をするのである 。

ハワA トポのパンフレツトの↑ 削直ある黙は 、彼の川| 点1郁 di 案 が、常時の英岡の』陥であった、

農村立 ｲｾＱ 亡 者 Ｑ ＱＱＱＱ にイ川 Ｚ して肘 つ ｦ こ ｉￎｩｴ 合問題解決 の 鎚であると主漉するとこ乃にあ つ に 。 彼が

i I 吐舎に / J" さんとして居るところのものは 、現イ1: あらゆる都令に於て嘗て見HI し仰なカ、った

粍の魅力 のあるも ので‘ あった。即 ち新鮮なる本気と 、 うるはしい I-HI京!の中 K 於て 、イ1 利な

る産誌をh ひ得 る機件、日有. ? I Eへの護服ぞして 、よ 1) 字幅に快適な祉合生活が如何にして創

造さるぺきか 、 或はｽｾ村より都合 ｋ 溢れ来る人口を如何にして堪止めるか 、 その反封に都

合に集中して米大，ｾ［ｴ ｊ 人口を古川 Ｂ ｊ ｋ し て腕岱せしむるか、或は叉都合の利主主と農村の利金

t drl1"Jにして融和さすべきや、事質都合と農村が互に笠.JJ'，とすることなく 如何に平和に結合

さるべきや是勺;ぞ解決す ぺ きキース トンを具閥的に示す にあったのである。 ( 彼は此の結

合 lてよって、人生の新しい希望、新しい生活、そして新しい久: l ifl が護生するものと信じて

腐った。〉

彼は 、者flTli K 人口が集中する版fR1K 就て ，; 命することなくして 、是等の版LA; lを一括 して

F 魅 力 11 ( At t ract ions) と云って居る 。換言すれば、番目iii は向己の1/ 'K 民衆そ引き着ける磁

石のやうなものであるが同時に島村も 11; その磁石の一つである 。 りれとも後者カ-;ittt 合の一

般民衆に )]1. 陪す魅 }) は前者より遁カ、に微弱である。 そこで彼れがf起案する所調 iIit合の救if i

策は「都市、 農村的磁石」とも制すべきもので、 都合生活と 農村 生活 とが1. 1と和に結合された

新しい枇舎であ ると云ふの である。

ハワードは 、此の計識の賀行性ぞ終憤的商業的及財攻的見地よりカ設して居る 。彼は

文、全開民の剥: 合的護速に劃する大なる刺戟 は、全然新しい者fii ↑i の建設と云ふ様な質験に

よって斜らる L 智識と経験により来るものであらうと Hfl-示して日る 。

彼は 、パツキンカームと同様に 、是匂}一ぞ一つのi Iii :令改良的作品 と見てゐるのであるカ、ら 、

闘によって事梁を瀦干する代りに 、1専愛と事務と右併せ持った私人によ って町「さるべき

設 18 前掲舎 P .  28 
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事を主張 して居 る。倫 ほ彼れの提案陀封す る 聾 l仰の なかには次の 如き 事が主張ぎれて居

る。即 ち、

H 一般民衆の小を 岡惑 せ しめ或はこ の事業を岡家的な規模の |てに於て遂行 せん とす るの

は早計ーであり 。B つ企業者の努 力ぞ徒鮒 K 終 ら しむるも ので ある 。充 分なる 考慮と i主意

とが最初 に此の運動の r. ｦＧｃし カ、 も外ｬｉ ｊｾ 内察と共 に ｷ Ｎ 人 の 注 意 をひくに足る規模の 範 閣 内

に於て集中さ るぺ きで ある o IJ と、

此 の ハワ ー ドの提案による岡国者Wr !J とパ、ツキ ンカ"ム 氏のグク トリ ア との 一致す る黙を綿

括的に主義ければ下の如 く要約するi こと が1-1¥* る。

1. 全く新しい都市の建設。

2. 輩起人に封する 配賞 金の支拶1; 制限。

3. 都市の 大 い きの限定。

4. 都 1市h打.は良耕地干帯伴 で

5. 工場 は l峨Ii服i戒氏工工.カがが、充分末新Jr 魚鮮鮮f存;なる: 宗奈f気気イぞ旨享巣 し01'1 る様な場所 fκ亡配誼す ること。

Ｖ Ｎ 土 也代 ぞ 以 って 者 ｉ ｬ ､ｩ の費 ｉｉｾ f ' C充常す る黙。

7.人口 の過符 J状態の務 防設備。

8. あるゆる階級の人 々への住 宅が存イFすると共 l亡者1I IIiは規約の統制下 l乙建設 される こと 0

9.以上J c. J込せ 5 る土地 は農 耕地 帯を| 吹き同様の原WJの もとで建設す る黙。

雨者のj ・!H在勲ぞiJffi ｾ 、て 暴 ぐれ ば 、 ハ ワードの 提 案によれ ば 、 者 ｉ ｬｲ ｬ￯ の 工 業 と商 業 在 、 私的

企業 として行は しむ る事を許して日る と云ふ事すこり である 。

( 終 り〉
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都市計量地域に封ずる施設及防火地区

に於 け る 耐 火 建 築 物 の 促 進 助 成

円

H

H

・
有

川
M

藤
業

H

本問題は識者K 於て既 l亡屡論議せらわる問題であるが、米ナご容易にその賞現を見るに至

らざるは甚だili 憾に拡へなし 、。

然るに大阪に於け る地域は、桁定後の貫E立と都 ，b-A"] 事↑ I!】ーの推移 lと鰭み再検詰一、! の_I -.全面的

IC大盛夏ぞ}Jf1へら れ、大阪郁Tb計- 主主地域の確立 ぞ見、叉防火地| 高にイ「っても都i li 防護の必

要_I -.大指定爆 を見るに至ったので、此| 深更にー府本| 問題創出凋し之れが貫現に拍車をカ、 ける

こ とは時立に治したる情世であらうと 忠ふ。

故近内務行 ｬ 亡於て六大賞 ｉｬ､ｕｾｾ ヒ九ナ Ｑ Ｇ Ｑ の 大昔 ｉｉ ， ｈ 防護の施設をなすぺく共の計主主が進められ

つつある ことは、子早々 の大 iC訟を1弘ふす るに足る 、t&1策として是非質施を熱望する。

地域開l ち月H全地域の桁定 Ic 'i:
r
;つてはれ種地域の持つ性能を充分護揮、し者IlI h- の健全なる護

法を岡るために諸般の調査と慎重なる研究のもとに決定せらるるのであるが、之れが決定

せられたる依 i乙欣! でし地域的 lとイIIJ 等の施設ぞ応さざるに於ては地域の効果冶十分護探せしめ

られさ♂るに至るのみならす、売業の設展 l乙支障 t . e P k す場合なきを保し難き ものがある。

叉防火地ｼ長 ｬ 亡イｴＭＺっても之ｾ I カ、i主jおに必要なるl J )JJ 必の注を1講することの緊要なるは之わ叉

質言 ぞ要せない 。

2. 

現行我か岡の地域は住I号、商業、工業地域の三種であるが之等の地域に到する1必要なる

施設に就て i" 訴さ欠注ぺ之れが貫施ぞl V J i って l卜まない 。

1. 住居地域l乙1Hする施設

住居に ｉｾｍ しては種々なる問題 の 相 互考肱ぞ必要となすも 、 要するに生活を火逸ならしめ

精品'11j-. の慰梨ぞ併せしめるには先づ第ーに衛生的に生活せしめることにある 。

住居衛生の第一要件はi青洋なる水と本気と日光とである 。古の何言にも 「円光の入らさ'

ると こ ろ聾者が行く 」 とある 如く 日光は賞に吾々の生活 ｩｬ｣ 絶 般的 ｬ 亡必要 ｊｊｾ くぺカ、ら Ｕ るも

のである 、叉 本気汚濁の不快は京市中"1←卜‘ 肉自殺j てに及 lよすi;関手多大で 、共の大なる版1/4' ま布佐

と ｩ 乱雑 ｴＧ 坂まる工場より殻散するｴＩＡ［煙と ｬｬｩＹ ｛ｊ析である 、 ｾ Ａと今 Ｑ Ｑ 公衆衛生の機闘として認め

られる _1-. ｉ 勺 ｊＨ 道 、 電 気 、 ｊ ｻｊ ｾｲ 設 備 の完成で・ある 。
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共他住居段境 ｬ 亡必要なる施設として朗ー想的娯楽設備 、 公国 、 ｾｉ 封地 、 教育機 開 の施設等

ￆ Ｚ ｪｪ 候ってこれを属すぺきである 。 叉一方に於ては積間的に住居のＡ日楽ｾｾ￬Ｅするものの除

去 、自然笑の破法行掲の禁 11 の取締を必要 とす る。

更に重要なる案件は完全なる道路と交通機関の統一的完備である、現イEI C於ける不完全

なる郊外道路は こか を整然7こるものとなすと ともに交通機 関の必要なる施設をなして以て

統一し、運 pi の低下 を閲る こどである 。

交通機関は買に住居 問題 ｬ 亡至大 の 閥係 を持つも の でイ］ｴ肘 問題 の ｉ ｾ ｎ 鍵 を振 っ て府ると ＿ ＿ふ

も過言ーではない 、者II 市 K 於りる 人々 の集 中、分散の傾向は一つは交通機 Ihtl の完備す ると否

と ｉ ａ ｬ るも の が多い 、 質 Ａ擦 の 施設に常つては市 中 の時 間、ｾ 命 ｦ ｬＧ ｬｬＡ 的 エヰ ｊ レ ギ ー及品 Ｚ ｾｾ ifif ー卜. の問題

を考慮する ことを忘わてはな らぬ。

2. ｉ ｾｹ ｪ 業地域 ｋｾ 討する施設

， ｴ Ｇ￭ ｪ 業地域は主 と して 者 ｉｬｲｈ の ι ｉｾ 脳部 に集閣をなして Ｑ［Ｕ る ｬ ￩ ト ｬ 係 ー ト Ｎ交通 の 蝋 ｷ ーする所である、

放に街蹄交通に特に留意する の必要がある 。 ;j;辺のIwJ 員、!Hギ場の設1Ji il 、時 |二J: 作物の皇室

i阜、非常時の:&fiY.1t: '，;'h有般の施設カ・ある 。共他特 IC;:; 手応す べきは 1' -水道の: 一| 護施設の改良で

ある 。 1>:イtl二i亡附して長 l亡ト14: 建築協合より常川 に建議した問題である か、近時都市の 中脳

部はi完治i ! よ築物の族生ぞ促し、JI 守点k地1貨の昂騰と防火地hl ll

l

・; の桁定 ともに盆 々増加 を見るべ

く、従 っ て設 。 ｩｩＱ ｬ｣ 於ても亦著しき進取を見て居る 。 ｦａ ｾ ｉ ｾＨｾ ｊ ｫ の 伊 化 及煤 ｊ ｪｽ の 設 備 せられざ

るなく、従って之 Ｇ ｾｦＮ ｉ Ｇｃ 要 。 する水設も増加し、殊に近 ￢ 毛堂注し感 ｬ 亡大建築物 ｬ 乞設備せらるる

冷房設備に 至つ ては、従来兄さ' ゐ結くべき 多: i i[ の*t e使用してゐる 。之等汚水、焼房、冷

房 ｴ･ 合すれば共 の 排水量は 貰 ｉ ｃ ｾｬ 多しきも の とな る 。 Ａ 伏 ｉ ｃ ｾ 守ＭＪ高庇建築物 の 櫛上じ ぞ見るべき

ｉ ｦｾｩ Ｚ 業 地 域に於りる下水道はこ の 黙傑く考慮して施設する の 必要がある 。

3. 工業地域 ｉ Ｇｃｾ討する施設

.:1: :業地域 IC到しては道路、餓近、71<連句夫々 の護M、都Tli の繁栄 te:iE同ずるートーに必要快

くぺ カ 、 ら さ Ｇ る傑イ Ｑ Ｑ 二である 。 従来や や ともすｾ 1  ば工場は者Ili li lC於 U る弊害の源泉であるカ、の

如 く凡 られ、邪魔物倣り に され勝 ちの iぜ¥I，" J カ三あったが謬わる の甚だしきも ので、宜 Ic T 業

はー倒産業経 ｢ 、 Ｇ ＱＭＱＭＮ 民主大 の ｉ ｾ ｍ 係 Ｑ をイ ｦ し之等の盛衰は広ちに ｼ 或 ｼ 家 ｋ ｊ 文 ｩ ［ 与する 。

耕 一 に我が附 の 地 域 Ｑ Ｑ 河 川そりる工業地域は名こそ工 Ｚ ＧＡｉ ｾ 地 域であるが 月 ｪ 注 上 に於ては 無制限

である 。従 って如何 なる建築物の存 {E ぞも妨けない、これが fニめに著しく工業施設の利Hi

2t阻害する場合が多い、之等ーは通常なる法の改 Iトーぞ必要とするも克l亡工業地域の現献 に於

ても. T 斗tZ渡 肢のために相符; の施設ぞなすの必要ー を認める 。 1:"米地域内 の幹線通路のj主力、な

る質 現、運河 の 憐築 織活 Ｇ Ｚ ｈ 込制 ｪ の敷設 、 工場本川水辺 、 工場庇 水道 、 ｊ＼ＺＱＧｉｾ なるＧ ，ｊ ｩＺ } J 供 給の

汗，-護施設等である 。

.:rー: 業地 域 l乞到する施設を必要とする 問題は我が問のみ でなく 米間に於ても一部論議せら

れて居る 、即 ち W . C.  K.  Ba umgarten 氏の工業地域の「配置と計委J I乙於て、都市常肪
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は工業地域は設定のみを なして何等の具慌的施設を なさす- 市民の 自III K 放任せ らるるが常

であると賀例 守主 むけて工 業 地域 の 施設計ｪＡｾ ｴｾ［ｊｬｶ 、てゐる 。 然れど も 近 ｈ ｬ 二 紙上 で 凡受り る 品

ｬ 亡 依れば工 業 地域内 の 道路に大々的に 織 活 引 込線 ｴ ･ 設り之れ を ノ ト ・ 線 にｾｴＺ ｸ せしめて て場能

不 増進 の 注を Ｑ［ 梓じてゐる例がＺｪ ｬ ＺＺ Ｇ ￬ ｾ ・ ｉＧｌ 多し 、 。 叉同氏は工場 の 位置は近時聞がＡ の 摩地 、 ｢［ｻ 動

力、持Ｉ ［、 資本 、 自然的傑件 に 依って支配せ ら れる こ とよりも年ろ ｾ ｉ ま品 カ Ｑ 消投手＿ に 遣す

る運賃の1l:IJj rtなることと及び照時間に遣すると 云ふことが重要であると訂以、て ゐる。我が

似II ' L 於も近時「ト ラック 」の護法著しきも のあるもこ の一両 ぞ庇うこと カ、川* る、従っ て

街路の問題が最も 重要 視せら るる所以である 。

施設に於て黙りであ るが 、工場建設に到す るこ1:地の問題に附しても 重要枕ず べき jjjlJ 庇を

認めて居る閣がある 、即 ち 長 ｴ 乙 Ｓ ｊｆ 魯閏玖府が殻 表 しずこる郁 ￯ｬ￯ 計聾 Ｑ ｾｾ Ｚ 奈 ｬ て 於ては工業地域 の

ためにゴ Ｚ地牧 ｬＱ ｩ の 制 度を認め 、 コ ｔ 業 地域内 の 土地 ｺ冶甘 γ引 Ｍ Ｑ工 ｬ仁 Ｚ Ｒ或業 正紫 Ｍ 経営営 Ｎ 者が Ｑ北剥州 Ｚ Ｑ刊ｈＧ， ｾ治 ｩ

んとするも之 lに亡F舷』ι{せぜ' (/ るときは 、公共国間は工業経営者Il: 説i度する目的の もとに 、その土

地を強制徴牧しれ} る制度 そ規定してゐ る、こ れらも 大 l亡考ふぺき黙である 。

ｾ 他 空 中汚染防 ｬＡＭＮ ｉＧｌ ｉ ｾ 討する施設であるが本問題 ｬ 亡 附 して 旗開博 ＺＭ ＱＺは詳細なる調 査 砂 ｦ 究 を

畳表せ られて居るが、そ の 中で も牒煙防 11 、防減策として先づ完全燃焼協の設置、無担燃

料 の 使用 、 機械給炭機 の 佼 ＱＱＱ と手焚法 の 改良 、 ｮ ｴｈ ｍ 取締 のｾ ｩｩｊ ｊ 行 の ために監視制度 の 確立な

どが傘けらわてゐる 。之れは都市の空中汚染軽減策として a訴事者の なすぺき市面の責務で

ある。

3. 

防火地問 VC)j ぞける iMj -: k 建築物Jの促進助成1'[. ｲａｾｊ しては、先 づ 以て今回追加桁定せらわたる

防火地l高内 の建築物の新築設築に釘しては東京、fj.'f j笥1'[. 於ける如く岡家公共の抗用 ぞ以て

建築補助金了を交附し建築資令の低利融遁の途 を開くことである 。都市防護は究傾するとこ

ろ耐火建築の?-lぇ及である 。大阪に於ては大正12年防火地|高の桁定そ見ナこのてe あるが、指定

常時同地i河内 l亡耐火建築物が 117棟ありしものが共後12年を経過して漸く 201棟の増加 を見

たのみ で あ る。 今回の 摘 充 fL依り市民は耐火建築の強要せらるる区域が塙加しずこのであ

り、従っ て従来よ り多 くの耐火建築ぞ見るぺきは徐想せらるるも、この佳何等助成の途ぞ

泌す るにあらさ， ｾＱ ぱ紡 Ｉ［￵ ｪ 従 来 の 如 く其 の 普及遅々として準まざるは明かである。 Ｑ 日も早

く共の完備ぞ計り者llili 防護の 目的を達成するためには岡家公共閣時は謹んで之わが促進に

助成補助 をなすことは常然のことであると思ふ。耐火建築の将及殻遣に達しては本協舎は

生命として宇先 'i !ll，苅せ られ主iさった問題であり 、爾* 各プ'j"而よ り底冷論議せられ来ったので

ある カ、ら今夏努々 必要せ 5 るを.[.:)、て草花は只日的達成の述か な ら ん こ と を 折って主{t 1.e捌

く。( 昭和 11年 7 月 5 日〉
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- 研 究 及 調 査 報 告 ・

大 阪 衛 星 都 市 に 於 け 石 工 場 調 査

者I1市 計 重 大 阪 地 方 委 員 曾

I 緒 篤

- 大 阪 衛 星 都 市

lI {j利 8 イ|ミ3 月291¥都市 青|霊法の一部が改正せられて、¥11f ｾ ＺＮ ｬ Ｇ にも ｦ ｒ 濁 ｬ 亡之ぞ 指 定し ｦ Ａ ［ る途

か問りに。人 日 明b日本顕著なるも の 、人口一高以上の もの 、温泉地、if，j:* i谷場 、!:k.a'ft.T11!.、

ＳＡＦ白地 全 ＳＱ Ｔ 旨 イ ｔ するも の 、 災害を ｾｩ り て復習 ｩ を要 するも の 、 世間の修築 、 工場 、 停車場 の 設

世等 lと{ t ひ市街地の造成せられんとするもの等が大間こ の資格を布するものとして感け、ら

れるが 、之 lと基き 、大 阪 府 l乙於ても 、ng和 8 年 12月28 1¥、最も重要と見倣され得る l町村、

以 Ｑｬ ち 、高 槻 ｉｉ ｲｦ 、 池川町 、 ｳｾＧＡｾ ｉｊ 111) 、箕 而村 、三郷 村、小阪111) 、布 施UIT、長i初村、湖刀村、加l

尖 村、柏原 ｉ ｉｬ ｔ 、 長 野 ｉ ｉｉｔ 、 大津 ｉ ｉｉｔ ＮＦ 高石 Ｑ Ｑｉ ｔ の Ｑ Ｔ ク ＱＱ ＱＱ 村 ｩ ζ 者 ｉｬ ､ｩ ｾ Ｇ ｬ 輩を施行 することとな っ たの

である。而して後昭和九年六月六 11 、之生存OIT村の経 営 にIM:lする事項ぞ調査研究せしめんが

ために大阪街)j1者lli li協合なるも のが生れたが故 l亡、似'i' U -. 之等 14ク UIT村 を大阪街Jli 者Ili li と

呼 んでゐるのである。 従っ て、jヲ「詐i街説者11市即 ちサー テライ ト・シティに必すでしも 72るも

のではな し、。

大 阪 衡 星 都 市 世 帯 及 人 ロ ( 昭和十年〉

人 口

| 昭 和 五 | 大正十四
開T 村 名

女

年 人 口 年 人 口

男

てlurI  宇現 5，640 28，296  13，9( 9  14，387 22，497 18，994 

池 国 6，658 3 1，457 15，750 15，707 25，434 20，643 

it 面 2，059 9，895 4，740 5，155 8.012  6，245 

1盟 中 4，934 24，126 11，855 12，271  16，129 10，674 

高 石 2，923 14，395 6，957 7，438 10，703 8，.594 

大 津
4，929 24，357 11，938 12，419 19  .. 563 16，852 

長 聖F 1，2 15  5，605 2，8 18  2，787 4，829 4，337 

;ftJ  ff，-( 2，037 10ρ 2.'5 4，759 5，2 16  7，255 5，810 

f溺 刀 1，335 5，93 1  2，967 2，964 3，172 2ρJ l  

，1、
阪

2，959  13，518 6，795 6，723 9，803 6，698 

布 施
10，75 1  48，696 24，9 19  23. 777 31，052 16，474 

力日 美 1，496 7，088 3，722 3，366 4，468 3，092 
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6，921 

4，297 

5，451 

4，497 

大 阪 衛 星 都 市 用 途 別 戸 数

ｉ ｾ＠ &1工 場 l 商 見ｾ Ｑ 住宅 ｾ ｴ ノ 他 ｬ 合 計|

町 村 名 年 度 現在敏 ｉ ｾ 現在数 | 増 現在数 1 1曾 現在放 I .1曾 |

大正十 五 年 14 ー お6 ー ミ883 aFdtM1 4』 3 ，m1「5 2  d  

高 槻 i昭和1 五 年 26 1  121  399 1  931  4，065 1  182;  4，490 

"p，稿I 十 年 59 1  331  842 1  443， 4，741 1  676;  5，642 1  1  

一 年 14 ー 1，017 1  - 1  3.360 1  - 1  4. 39 1  1  -l  
池 間 H召;和 五 年 22 1  81  1，137 1  1201  3，860 1  5∞ 5，019 

II f{和 十 年 29 1  71  1，641 1  5041  4，909 1  1，0491  6，579 1  1  

大正十 五年 4  1  - 1  224 ー 1，306 ー 1，534 

箕 面 昭 和 五 年 5  1  11 244 1  201  1，492 1  1861  1，741 

昭和 十 年 9  1  41  267 1  231  1，787 1  2951  2，063 

旭 十 五年 ｾ＠ 1  -1 ｾｾＲ＠ 1  ｾ ｉ＠ Ｑ ， ＹＸｾ＠ 一 肌

盤 中 日召和 五 年 13 1  41  334 1  122:  2，625 1  6411  2，972 

大正十五年 19 292 1，489 1，8∞ 

高 石 昭和 五 年 24 5  396 104 1，841 2，261 461 

昭 和 十 年 39 15  441 45 2，406 2，886 

当寸大正十 五年 128 641 2，674 3，443 

大 津 H召剥I 五 年 223 95 723 3，169 495 4，115  

H召和 十 年 430 却 7 836 3，414 245 4，680 

吋

大正十 五年 22 180 650 852 

長 野 昭和 五 年 2'3 245 65 6 17 -33 885 33 

IJf1和 十 年 37 14 270 25 882 265 1，189  却 4

大正十 五年 30 311 1，067 1，408 

柏 原 昭和I 五 年 44 14  519 208 1，∞8  - 59 1，57 1  163 

H召剥I 十 年 79 35 6∞ 8 1  1，458 450 2，137 566 

大正十 五年 5  5 1  325 38 1  

繍 刀 昭 和 五 年 23 18  74 23 605 280 702 321 

昭和 十 年 37 14  129 55 1，182 177 1，348 646 

大正十 五年 22 382 1，16 1  1，565 

11、 阪 H召手11 五 年 36 14  447 65 1，768 607  2，25 1  686 

H召和 十 年 64 28 578 13 1  2，372 604 3，0 14  7日
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大正十 五年 | 32  504 4，204 4，740 

布 施
昭 和 五 年 75 43 1，247 743 6，224  2，020 7，546 2，806 

昭和 十 年 550 475 1，8.27  
5901  

8，631 2，407 11，008 2，462  

え正十 五年 25 58 772 

力日 当主
H開 l 五 年 |

34  I  
11  96  38 862  173 992 220 

昭和 十 年 8 6i  
114 18 1，262 405 1，496 5041  

大正十 五年 26  220 1  963 1，209 

長 瀬 昭 和 五 年 47 2 1  64 1，327 364 1，658 

昭和 十 年 110  63  3，094 

大E 十 五年 17  136 1，361  1，5 14  

一
郷 昭和 五 年 22  5  140 4  1，472 111  1，634 

昭和 十 年 34  12  148 8  1，729 257 1，91 1  

2  . 我 国 の 工 場 分 布 獄 態

来して了. 場は地方に分散するや? この問題 は住宅及工場のi童話なる分集を計り以て大

都市の不健をなる膨張によ

る弊害を除去せんとする地

カー計重論K 投けカ、りられTこ

重要な課題のーである。

共 の上世論的研究 は さて措

き、本多11内地各府! 日系 K 於け

る工場分布の現状ぞ最も｢ＺＱｾ

掃に物語れるも の に、昭和

9年8月、前1工省工務問より

設 表 さ れ た 所の 「本邦内地

工業 分 布 の J也勢」と題す る

統計舎がある。共の 中、 業

種月IJ vcf i Nt . こ概要を抜卒すれ

ば失の如くである。

く1) 紡織工業経替規模の

大小、 設立時期の如何かr:n(:t 

ず、郡部工場が市部工場に比

して断然多い。併し 、莫大小

製造業及染色、結線、漂白及

整理業に属する工場( :t、製紙、

紡綴、織物業さ呉 り、市部工

場が郡部工場に比 して遁に多
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し、。

(2)  金脇工業 経替規模 、 設立時期の主 ＱＱ ｍ ル山 Ａｴ Ｚｴず、市古 ｉ ｃＮ ｕ 品ーが ｾｭ 昔 Ｑ ￭｟ｌ場に よ じ し てｬｗｩ然多ぃ 。

( 3) 機械器具工業 問 上 。

( 4)  m. 業 檎子2走者育子製品製造業に弱すろ工場t: t 市部に集中してゐるが、陶磁務、 総瓦及耐火物 、屋

根式、セメント 、石灰製造業及共の{ 也窯業 にh認する工場t:t、 lnl 昔11工場が市部工場に比 して返に多い 。

( 5) 化修 工 業 経 倍 規 模 の 大 小 、設立時期の虫11仰や/ ! l J t:t -r-、 rti 昔ri 工物が4Mi昔1I ょ場 lこよヒして淫 lこ多

、、。

( 6) 製材及木製品工業 200人未満の滅工た使用する中小規模工場t: t 市部に多ν が、2∞人以上の総

工ら使用する大規模工場t:t、 工場盟主に於て市部郡部何れ L 同率であろ。

( 7)  印刷及製本業 l∞人未満の職工ら使用する比較的小規模工場 t u町市r;1こも 若干あるが 、IOJ 人以

上の職工た使用する比較的大規模工場t: t 市部にのみ設立されてゐる。

( 8) 食料品工業 l∞人未満の械工た使用する 比較的小規模工易t: t 郡部に多いが 、ωo人以上の械工

ら使用す る比較的大規模工場 t:t市部に多い。

( 9)  又! l fr及官tAli. ax)人以上の甲車工足並使用すろ大規模工場t: tr行部 lこのみ設立される。但し 、瓦斯のみ

にi lT 、で言へl' f 市部工場が郡部工場に比 じて断然多く 、電気のみにi I.R; v、て言へ l'f'lm昔日工場が市部工場

lこ比 して遁に多 ν、。

( 10) 共の{ 也の工業経後規模の大小、 設立時矧の如何ル問t:t l ' 、市部工場がm昔li工場に比 して議

iこ多ν 。

(mしまli lこ言ふ市郎さ t: t 市会鐙や含み 、待 に大都市た指す L のでないこさら断っておかねばなら ね。〉

3  . 本 調 査 の 内 容

本調査ぞ行ふに官［ つ ては 、 先づ「 ー 仁場調査票 ｬ なるも の を、者 ｼ 川 ｪｾｩ 金大阪地 ￎｊ 委員合より

抗議町村に分配しずこ の であるが 、 ［ｊｾの内議概要は次 の 如くである 。

(1)  工 場 名 及 所 布 地 世 に 製 品 及 版 料 名

( 2)  殺錦"r=- 丹 rl

(3)  ｾ肱地而積＾＾Ｎ建築而段

( 4)  土 地 賢 買 債 格 及1/1;二地が|

(5)  現拘卜: 使用する J[i 産工数及馬力数

(6)  主 な る 出 入 口 に 接 す る 道 路l隔

(7)  工 場 の 底 接 使fi Jす る 餓 道 、 軌道 、M川、 運 'i "f の 名

( 8)  燃 料 ( 石 炭〉の 運 搬11' 法

(9)  現イ生の所イo也te工場敷地として選定せる宅なるま' P : IIJ

( 10) 前 管 業 地 よ り 現tF . 地に移轄しTこる主な理113 ( 首初より現布地 VC{I": るもの冶除く)

(  11) 主なる阪が|の 仕 入 先 、製 品 の 行 先 及 共 の 運 搬) i 法

本調査は名I l fr村 の 全 工 場 に 亘 ら ん と し た の であ っ た が 、 種 々 の 都 合K よ り 正 確 な る lul答

ぞれ; たものは失の 如 くである 。但 し、丘 人 以.1.. .. の峨工をもe川 す る 工 場 は 砂 く と も 全 部 之 lて

含まれてゐる。

図 書 事 を 得 た る 工 場
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同T 村 名 | 回 答 か 得 1: ろ 工 場 数 町 村 よ り 回 答 ぜ ろ 年 月 日

可『阿会r才 槻 57  昭 和 11 年 4 月 10 日

池， 同 28 昭 和 11 年 3 月 11 日

it 面 7  昭 和 11 年 2 月 6 日

盟 中 25 昭 和 11 年 2 月 6 日

高 石 14  H召 利 11 年 4 月 22 日

大 津 299 昭 和 11 年 3 月 30 日

長 野 18 昭 和 11 年 2 月 14 日

粕
JfI..、 56 昭 和 11 年 3 月 5 日

珊 刀 15 昭 和 11 年 3 月 9 日

ィ、 阪 49  昭 和 11 年 l 月 11 日

布 施
.200 昭 和 11 年 3 月 2 日

美 87 昭 和 11 年 3 月 26 日

長 詩E 8 1  昭 和 11 年 4 月 10 a  

一
郷 34 昭 和 q 年 4 月 1 日

言十 970 

n 本 篇

1 ・工 場 登 録 年 度

島町|高槻 池 田 箕面 山石 大 津 問問|禰刀 |ノj 阪

11年 2  2  2  d乙 3  3  16 

8jg 
10年 5  3  7  41  8  4  43  27 14  11 167  

9正予 8  L. 40 3  2  11  48 21 14 41  154  

8年 7  25  2  3  2  24  8  4  89  

7年 4  2  15 7  7  3  6  49 

6年 17  3  4  4  13  2  3  48 

5年 5  12  4  2  11  2  4 1  

4年 19 3  7  2レー

和
3年 24 4  3  4  4五

2年 3  6  2  8  3  6  

6i  

4  d己 Ｔ ｾ＠

15年 3  2  13  2  3  2

1  

9  2  4c 

14年 2  4  4  6  211  

大 13年 2  3  4  

12年 3  9  2  2司

11年 2  9  3  2 11 

10年 7  2  2  2  ｾ＠ 181  

9年 2  2  i l  

8年 2  7  

7年 3  
2i  

9  
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51  

101  

31  

51  

31 ー Ｑ ｾ＠

18  

2  - 1  - 1 ー年

年

年

年

年

6

5

4

3

2

 

31 ー

Eミ 4  

も

l年 21  - 1 ー

F  

、"

明
治 1 31 - 1  - 1  11  21 

16
1  51  31 - 1 2:  - 1二1- -

1
1 イユ

明 1 9卜1=1 - - =一三!っ|て| て下下戸- 121 -
3
1 -

3
1つ7

1 5 71  

28

1 イ 251 14戸口1

56

1  

15

1  

49

1  2; ) 01 付
8 1

1

34

1  

97

9  

不

2 ・ 工 場 の 規 模

｜ ｼｬｬｉ ｜ 村名 竺 、｜ 模 ｾ ｉ 敷 地 面 積 何 建 築 制 何

思世

工 数 l 15  
7J  1段

i一工場
百十t| -，LO明4 何 一工場

|一 時紙、 百十 ρ虚子ザ均

前卒均

線、
苦t 1  ' ; : : ; 平均叫t 自 号川4い ｩ ｬＺ ｩｦＮｾ平均

￯ｾｾ＠ 可- 槻 79，951 1，403 21，105 370 3，079 54 3，144  5.5 

池 問 4，433 158 2，641 94  7  211  8  

fi 、
面 1，527 218 550 79 116 16 25 4  

型E 中 4，427 177 1，636 65 337 13 86 3  

ｉ ｾ 主 石 29，835  2，131 10，615 758 1，069 76 2，023 14 

大 津 73，976  247 34，953 4，.501 15  4，896 16 

長 野 6，633 368 2，980 166 471 26 408  23 

，;j{1  bil  53，897 962 12，163 217 28 2，467 44 

繍 刀 4，010 267 1，084 72 17 103 9  

小 i仮 4，663 93 2，299 95 312 6  3.21  7  

耳¥J
施 35，569 178 15，532 2，829 14  1，482 7  

カ日 美 28，655 329 9，632 111 1，833 21 1，957 22 

長 持氏 11，449  141 3，242 597 7  475 6  

一
銀11 16，864 496  4，408  13'J <88  14 I I' J 3  

5 ・ 工 場 の 業 態

製 糸

染 1 紡

撚 糸

織 | 製 綿

織 物 - 1  169 ー51 - 1  3 一 一 一! --1 17i  

工 Ｑ 染色経理ｾｾ
1 7 7 J i : | : ! ? l ーイ|」 J 1 75 

の 他 の 加 工

t;[ 物 、 編 キ却

業 | 雑
;稔

百十 4  3i  71  3  2:53  - 1  23
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31 

1  1  1  1  
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窯 業

製 紙

化 1 !製革 及 毛 皮 の 精 製

雪量 火 物
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撃 | 製 薬
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工 |
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維 業
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印 刷 製 本

雑 | 紙 製 品

木 竹 、? ! k 斐 製 品
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4 ・ 工 場 の 地 慣 及 借 地 料
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内d  

17  10  

Ｑ問ユｾ
石

3  15 2コ 18 8  4  12 日

大 持E 47 5  75 27 47 2  20 6  

1乏 野
7  2  25 11  11 却 7  
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f焔 万
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IJ、
阪

11 10 25 1  16 38 3  15  6  
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77 8  80 I  28 166 5  25 14 

カ日 美
13  6  30 ， 15  56 2  11 7  

:長 持見
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郷
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13 33 2  15 8  

5 ・工場の主要出入口に接する遁路幅
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郷 11 6!  111  81  21  51  -
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百 分 比

6 ・工場の直接使用する蓮搬機関
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高 石 8  4  2  15 

大 津 154  171  10 74 409 

長 野 7  10 

柏 }ff.. 3 7  19 3  3  63 

繍 刃 7  3  13  

ノj、
阪 19 H  20 15 4  69 

布 1 施 80 108 38 38 5  269 

力日 美 46 42 11 11 111 

長 話員 31 25 3  19 78 

郷 5  2 1  2  8  2  38 

百十 460 438 103 106 97 1，204 

百 分 比 38 36 9  9  8  1∞ 

同一工場にてO 以上の淫搬犠掬た使丹j するものあれば、この蚊 1: t 工場数ミ 一致d す'一包

7 ・工場敷地として選定せる理由

ｆｾ ＡＱ［ｧ 判官 ｬ 話 ｼ 引君 Ａ副 長 ｉ ｾ ｉ 努 ｉ ｾ ｉ Ｚ ｉ 草津 ｼ 副計 ｩ
交 遜 遮 織 の 使 191  d  11  71  21 11d 41 181  d  20 必 161 41  6 お 2124.41

従 来 の 白 宅 に 接 近 11  - 1  2

1  

3 ー 1401 71  31  31  211  7 一 一 21  18911刀

借 地 料 の 低 廉 51  2;  11  61  21  71  21  31  91  91  
60

1  
36

1  111  91  162i  14・7

職 工 履 備 の f見 3 ー 11  2; ー 12! 11  51  2!  21  201  21  171  81  751  6・8

山 1) 1 震よりの解放 一 一 ｾ ｉ 一一一一 必 Ｙ Ｑ - 1  51  581  5.A  

製 品 市 場 へ の 悦 ｾ ｉ＠ ｾ ｉ＠ 11  31  11  ｬ ｾ ｩ＠ 21  ｾ ｉ＠ 1  ー 121  131  - 1  21  571  5・2

上 地 の 安 イ'11 1  41  11  - 1  - 1  - 1 91  - -1 4 一 一
17

1
15

1  ｾ ｩ＠ 41  
54

1  4・9

従 来 よ り の 居 住 地 一 一 一 一 一 一 一 - 1 - 1  - 1  45:  11  Ｔ Ｖ ｾ＠ 4・2

他 工 場 さ の 聯 絡 上 b 一 一 3|  l  

m 水 の 使 一 一 一 一 11 Ｘ ｾ＠ 11  1 一 一 11 11  - 1  - 1  241  2・2

水 質 の 良 好 21  3 一 一 11 31  - 1 12:  - 1  11  11  - 1 - 1  - 1  231  2.1 

従※ より自己f!l 同 地 3  ー 11  31  - 1 5  ー 11  11  11  3  ー 11  - 1 191  1・7

川園 lこ 空 地 の 存 在 41  1  ー 11  11  3 ー 11  - 1  6 一 一 2

1

ー 191  1・7

卒 業 の 継 承 - 1  5 一 一 一 一 2 一 一 41 51  11  1 ー 181 ＱＮｾ＠

経 業 貨 の 低 廉 一 一 一 一 一 1 一 一 11 11 41  - 1  51  121  1・1

動 カ の 悦 1 一 一 一 一 一 一 1 ー 11 - 1  61  11  11  111  1・0

管 業 の 悦 一 一 一 一 一 1 一 一 一 - 1 8 一 一 - 1 91 0・8

空 気 の 清 浄 一 一 一 11 1 一 一 一 一 11 21  11  11  11  81  0・7

共 の 他 - 1 21  21  31  -1 2  - 1 51  11  - 1 31  11  - 1  21  211  1・9

同一工場にてこ以上の理由1:e存するものわれ11. ' 、この蚊 1: t 工場数さ一致てます・註

8 ・工 場 の 移 輔 せ る 主 な る 原 因
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10 ・ 原 料 の 仕 入 先 及 製 品 の 行 先



図 民 保 険 の 問 題 さ住 居

荒 木 正 己

:4-;( 近新聞紙上. で凶民保 健の1/¥1題が岡策 と

して論議せ られ、除 lli i与の衛生省新設要望

内務省の保 健図策' 等間民保健衛生の Ir司.1-，

確保 f'C ｉ ｾ 討し Ｑ ｾ 玖者の 豆 大なる閥 心 が 示 さ れ

つ L ある こと は近- *苦手ぶべ きことである 。

然 しイ百j ひ矢口る範 悶で示さ れた共生I策を見る

le保健1"1: 1策の根本)/ 策 として の1.111民住居の

川阻の重要性に到する認識の驚く べ 含欽除

ｬ と欠望 せさＧ る を Ｑ ｾ ｽ な ｢ 、 。 住府ＱＯ｜Ｑ題 の長 要性

ｬ ￩ ｾ ｾ ｴ が つ い て ゐても ｈ 策が立 ｦ ニ ないの か 、

それ とも全く 気 カ、小l力、ない のか、和j れに し

て も甚 ill 憾である 。然し只 ili 憾であゐと手

ｴ･ ｴｊ ｾ ねいで ｬｾｬ￭ ￎ 目 してゐら れ る ＱＺ 日間で はない

ｷ 人 を し て ￞ ｾ ｉ 民住民 の ｼ問題 の重要性そ認識

もしめ共改 革向一|てのメン策を示さなカ、っ たこ

とに到しては建築家は共 1::( 任の- :1三ぞ負は

なりればならぬ。事質久 しい間個 々の住宅

は往築家の問題 であっfこが問民住/，ti の問題

は附心の外 1:::: 泣かれてゐfこと 云つで もし、u、

のである 。然 し今カ、らでも遅くはない 。岡

氏佐川0) 1:; 1越 に到して民側 iと到来を考ー究 し

ｊ 与 ｉ ミ ｴ･ ， ｂｉ ｾ すぺき時ではな カ 、 ら う か。

同氏保健 の問題がカ、 くもt論議せら れ るに

至ったj夜接の/)天国は附"11省も A ぺて ゐ るや

うに )11: J  -ｦ ｐ ｾｊ Ｚ 貿の遜 Ｑ Ｑ Ｓ ｘ ｾ く ぺ き ｊ 出化で ある 。

この事質はみ;年初胡カ、 しこ くも東久週 ':¥h投

下が Ｑ 望者 Ｑ Ｑ 、 大 阪 に到す る 御 ＡｾＧ ｉ 哀の 中 ｬ 亡 銑く

も御桁十lお遊ばさ れたので吻る 。御言葉 l亡恐

慨 して第四f : lli 闘においては i貞ち fe) ll : r間格

劣 Ｚｩｌ ｾ ｦ ヒ の 版凶調 査 合 が 組 織 せ ら れ工 場 衛生

V lI I 5 2  

予定をrm題 、煤煙防止 、公|込i施設せ:にわたっ

て出可屯 な ｉｾｦ ｲ 1正1;凋査を準 め られてゐると報せ

られてゐ るのであ るが、 ここに も生活環境

の根底をなす住居; 伏j誌の凋査が 忘れ られて

ゐるカ、に比 えること は股 l、ーの銑 き御感'1袋に

添ひ奉 る意味に おいて 遺憾 に湛へないので

ある 。

陸軍省 の輩表 l乞よるも者Il i li f'C於り る)11: r  

髄質の劣沼化は質 に驚くぺきも ので共以凶

は鱒育の不信-lJ、 栄益不良、皆療施設の不信ii

な どにあ るのでは なく 原因の根底は生産前

の ほ1地内削伍11合してゐる ( 6月231二1、大朝〉

と漣ぺてゐ る。事宜死亡率に就いて 見れば

都市 よ りj島村のカーがはるカ、 に高率であって

都市 にあっては密政機闘が比較的充賀 して

ゐる こ とを示 してゐ るのであ るが 、生れず存

る前カ、ら の生活段境の劣 JE さのfこめに郁i li

の ｽｉｊＺ丁目 ｦｊｾｐｉ ー は濯年 ＷＲｌ イヒ し蒼 白 い 細 々と し た

一握のも や しと化 しつ L ある と云ふ↑白 ない

3状態を現IL¥してゐるのである 。 この事質は

樹lil j' に於る住日航態の劣泌さに起閃すると

見さ るをi!J . ない のである 。

然 るに|由市4hfの術生省災なるも のぞ!-L る

Ｑ ＱＺＺ 住 日 の ｛Ｚ｜Ｑ 題 は ｙ￺ｾ ｖｌ 服装 、 ｊ［ ｾｦ 住 、 共 他 合 ｲ ＮｬｬＱ

化 統 制 Ｇ￩ ｬ ｾ ｍ する事引と し て服装 の ＱＯ ｜ Ｑ 題と ｉ Ｂ ｪ

等 l亡取倣はれて肘 り俗陀衣、食 、イt と去ふ

のでおつきあひ K 怒 り られてゐるに過ぎな

U  、のは残念であ る。 共他のんー策は多く直接

的 な保健針策であって火事を !-(. て消防 rl動

車を作 るの矧であって 防火地l隔を桁定して

不燃 焼者Ili I-iの建設ぞ計 ると 去ふや うな 根本

方 策の見 られないのはカ、へすがへすも 姥 念

である。時' ギ省案に慌てて世 IUせら れ大内

務省の保 健闘策なる ものも 殆 どIIiH京佐慌の

ｼ問題は躍 に「栄養 世に Ｑ ｴ 宅 指導 に ｉ ｾ ｍ す る機

闘 を設 置す、初 年度 後 ｲＱｾ百 高闘 Ｈ Ｗ 月 ＳＱＱ 、 人 ［

朝〉と して傘け られて/，'-i るのみで今度は火

食、イtの内「食」と同肘 させら れて肘る 。陣|

民代目の川越は州人 ぞ見て襲 を散 ますやう

な制民政法的 な保健ん-策とl I，j 刈K 取1;決 るぺ



き川題では なく 、より根本的な園策 として

議せらるぺき重要なる問題であると信す、る

枝々にとっては賀に山外に収へない の であ

る。此際/ I ! 外 J ( f，此11'1 後兆問問:Eが地ん長' ，J"

u' 主主立に者rS，li 計熟評議伶を招待して住宅r: n

題 の重要なることを 切言せられた一節をづ |

川す るのも無駄ではないと Jょu、。 I 健1: _ な

るL( 肢は Pffi 街生的なる i t '芭iり をてのみ之を

子j てる こ とが 11¥* る。幼児化亡本ぞ減じ結

核を根絶するに: 1 v ( 緊切なる要件は住宅の改

背で‘ ある。不交を改宗して満足としなりれ

ばならないならば良い行う' ちは之がー若干千i 'iJ J  

なる 子q交ナこることが分るであらう J (英 同の

イ1:右政策 より〉。

メトえ ｾＫ比隙Ａ の イ ｔιＱ ｾＧ ，Ａ阻 払 ｩ 命じナニ建築家は殆

皆あ ち らのジ イード J レムク'のすばらしさ ta'

只f封建築の形態として讃へる か、たまたま

ま'1¥論的 lて把握せんとする人述は我岡に住宅

政策の貫現しない事は我同の iI i i : 合絞椀y状 態

の現段階におりる歴史的必然であると云ふ

祈fftTii 命に陥ってゐる 。共凪カ、らは f!? なる紙

上 の遊戯カ、何をやっても無駄7ごと云ふ傍観

的な態度しカ 、売 れない 。 一つの具ｾ 豊 的な Ｉｩ

策も売れっ こな し、。 それでいいのずごらうか。

我同の建築家は今こそ JA叙 iζ 同民住民の [:¥1

題ぞ考究し開策として の1J :J ，'i 政策の確立に

ri ，) って一本一前進すぺき時ではなカ、らうカ、。

我岡においては今まで住民 Ｇｌｾｍ する法令

としτ は者!ST!i 計霊法、 i !i 街地建築物法、不

良佐官地|高改良法、住宅組合法、 を主義る こと

が 11¥* るが、 都I市|打了計主書E法 lに亡 よる一閣地の住

宅F約椛iE1営営.，はまf傑革 lに亡びH附{佐t一の試 案4を甘見「川1¥すの他 t寝俣丈

に句匂勺; 下: しくし、不良イ住セ宅改良事業も J共七事業費4勾手

f年ド伎 tκ乙2却O∞O荷園程皮 iに亡過ぎぎ.す

のみで iはま!車積κ 大 郁市の見焚 と誇の所謂枇ヂ合?  

事業の一つとしての干有7下.イイ布E日f依質削{値直副tはまあつてもス

ラムの根本的な改苦なとど‘ 到底笠み待ない見犬

j選である 。住宅組合の数も其少数で且夫を

利月j し;l } る者も向己の家ぞorイI し1
1

1る中産

附級 IC限られてゐる 。公営住宅の供給も甚

微母たるも のでとうてい一般住居水準の向

上 l亡資する樫の活動を見ることは出来ない

質的である。ゃうやく 市街地建築物，法 K よ

って建築せられナニ る一般作家の院の品1山県

ＱＧ Ｎ の低 ドぞ喰 ＱＱＮ めて ｊｾ ｾ Iる形であるが これと

ても イt J，，;. (J) 制限としては甚不備で- あり治々

にる住居水準の低 1' -、生活環境のJ25化 l亡別

して手のほどこす術を知らなし叶i tt である

イt日 以 態の 忠治 l亡釘 してはイIIJ 等統一的

なイt Klt.' fイキ制度 lとして見 るべきもの現在く f革

に工場附l品市祈合#1! ! J ! 、下桁屋に主J する保

火取材U-.の規! ! J 1'1Fによ って部分的に分散的

ｬ こイ下町民 ｾ Ｇ ｪ キをわー って 日 るに 過ぎ宇一般 ＱＷ 貸

小イセセ及小工 場、家内工業、小，iyj I，I i匂の従

業此( ) 好調ボ・ ンサン階級) の百誌に絶す る劣

J出なる 1tJ ，'; 朕態に針してはイ111":1桁導監怖の

ん噌浪ーもないのでトある 。共結果が前辿のや古

な山 々しき事態となって 現 れ るに至つ t:. こ

とは火を見るよりも明力、である 。

我 ノをは止回忌 iこ改めて問民住民のr : n題 の重

要性を認識すると共 lて共改革改常の根本) /

策の確立を期すぺきである 。 ニオ Lは一つの

試 案 lこ; " r l ¥¥. ぎないが少くとも

統一的な住居法の琵ギII と仕出 j託イキ指迅

の宜純、

者rSili 計議事業としての強力 なる集間住

宅供給策の遂行

生活科態研究の民の 中央研究所の設立

と地 Ｉｹ 住宅指導機 ｉｾ 討の確立 、

は早急K 望ましきものと思はれる 。

ｾｉ 上丁 の 健康獄態 の 問題 ｋｊｉＭＮ まらす岡民生

活の'}，と定向上. と一問符・働) ) の維持増準4計十

る根本方策は統一的な住府吹策の確立の他

ないのであり 、住居及生産機闘の合王'n的な

配備統制 による生活壊境の改善と生産' 陀の

増大こそ者ISili 計輩、地方計量延いては閑土

計垂の根幹をなすのである。住居攻策は lP.

なる保世主マ詣生立法 11:: 11_ まらす開策として閥

土 計 重、地ノケ計華、都r ! i i¥-I-書の 1'1と綜 合 的

に計量賀施せらるべきものであることを強

調し度いのである。

おこさわり。随怨 Z しては少々柄 lこL なし‘ 議論

たならべ.iI!!! ゲ1:ゃうです。夏の管ピールの li ろ商事

lこ乗じて天下凶家与論ずろの稚気たお許し下さい

5 3  VIII 



- 建 築 時 報 ・

農 村 住 宅 設 計 懸 賞 募 集 趣 意 及 び 募 集 規 定

( 附 設 計 参 考 事 項〉

稿井，燃に 於て今問下 の 如 き趣意にて ＱＲ 村イ Ｇ ］ＱＺ宅設計の懸賞が｢Ｇｾ集せられて肘る 。 同収カ、ら

本 誌 上 に 紹 介 さ れfこき旨 の 依 頼が あ っ た が 、 附 録の 設 計 参 考 事 項 は住 宅 設 計K 関 す る 基 本

数 字 と し て 参 考 に な る 勲 が 多 い カ、ら 、互互に 底 意 書 、募集規定以下i ? - : 丈を掲ける こ と と す る。

〈編 輯 〉

趣 意

現下日本の有すろ紙陥の一つ tt 者li' iti ｾ良村さの文化並 ｬ こ生活後件の益ＱＺＺし ｢ 、不均衡である。農 村 ｴｴ

多く経済的 lこ行詰ってゐる 。 その保健11正! 窓口都市に比して却て不良である 。精紳的並に物質的慰梁の

稀務 ｴｴｾ 村の青年た して都 市 へ逃滋てましめる。然し人 口 の Ｕ 割 た包容する農 村 ｴｴ 国家 機棋の 重要 なる

要素であって其の盛哀 tt 直に| 場巡の消長に影響するこさ言ふ迄 L無し、。され11 : ・今日淡村の生活問題 tt

裕福の税引よ可再検討されなけれ If な らなし、。 而して12村 生活の盤調 1112村住宅の改善 l二侠つ二さ甚

1: ) i j :しご しない 。是れ今回本燃が保険衛生並に経 済更生針策の 一つご して農村住宅の改善 lこ努むろ所

以である。

続て農村住宅の機能 Ｑ＼Ｚ＾ Ｎ ＷＮＺ， Ｑ ，検する に、 その ｊｬＮ撚 ｴｴ 都市住宅に 比 し て主主かに重 〈且つ複 雑である ｯｾ 家

tt 住居であるさ同時 に淡産工場である 。12村 lこ於て tt 郎Tt i lこ於げろが如き相互に長短相補ふべき諸一施

設の;(.i 機的組織が紋げ てゐる。 即 ち11.11人住宅 tt 往々集合場、 聖書宴fJ:; ｾしての役目か賦課さ れ る こ さか

拒否 L Ji! h 、。 殊 1: 1j 1産良家 に於て然り である。又武具I i 、水道その他の文明の利器の使用 L意の如l くな

らなし、。燃湘の虫日告し自給自足 、政物不IIJ 日の立場より多く原始的手段 に依ろか免れなu、。 誠 iこ農村住

宅 tt 最も不弄'1なろ後件の下 lこ最 L重いJ l . 槍た課ぜられてゐ るさ ，i?1l 、可きである。 然 L農村 生活の改善

の困貫性 tt 菅 lこ之のみに止まらな u、。改良の斧銭 tt 随庭 lこ隊得に逢着する。蓋しrl . . ( j ' 設の皇室守骨量函格式 iこ

針する異常執効なろ闘心等保守的 .tj，活態度 tt1ド乎 1: ろ L のめり似# 先'ft 草川あろしその改善の liJ:飽ル

辺疑 ｩ を 巡怪しむろの慨がある 。 恐 らく ｴｴＩ［ ミ村 生 活の盤誹 ｬ 合理化 ｴｴｊｾ 村全骨量の楽落的綜合計重Ｑ＼Ｚ＾Ｑ ［失て始

めて可能なるしのであらう。然し乍ら箇々の段村 住宅の吹善t ，! J ) ; その前哨さ して等閑 に附さ るべきで

Ｑ ｴＮｾ 、 。 ど｛ に農村住 居問題 ｴｴ 此 の雨」付目 ｦ 失て始めて Ｑ 電視され得るものであらう。

素より rB来の農村に於げる全村. I ! n一家族の如き隣保税稿1的気風 tt 倫If るべきである。 此の良風美俗

ら抹殺ぜずして農村生活の施設J さ向上1<:>岡ろはそ見下の急務であろ。

上 の趣旨より今日及ぴ 明日の 要求にＮｉＡ ｩｬ し れ適正なるｾ村住宅 設計 案た下記の規定の下に懸賞募集す

る次第である。

江湖の士f凡〈此の携に賛し奮って際募ぜられ、以て干主同淡村111ほ互の解決に資ぜられんこさら切望し

て欲まない。

昭 和 11 年 6 月 wi'iI :)下 !採

募 集 規 定

1 . 設 計 IIIJ 題

2N 旦部良村に家族 6 人より 成 り問地約 1 lilT5 反si ( 45∞ 坪〉、畑 3 反歩( 9∞ 坪〉内外ら耕作し、牛若く
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ｴ Ｚｴ馬 ｉ ｪｪ 賞、競約 ＲＰ 司ｾ Ｑｊ･飼育する農家あり。其の住宅及ぴ附ｽｧ［￭建物の設計突か求む。

但 、( 1) 建築資 t: t 造作付約3 0 0 J 間程度さするこさ 。

( 2可電力の供給た受 〈 ろ し 瓦M及び公設水道の設備1吹き Lのさ仮定す。

Ｈ Ｓ Ｉ 住宅及び附 ｔｾ 建物の商杭及ぴ方向 、 敷 地 の面仙 ＩｦｾＩＱ たら指定ぜず。但し設計闘 ￼￭￮ に ｴ Ｚｴ之ら闘示

ぜよ 。

( 1) 住 宅及ぴ附底建物の位置 t: t 配置固に於て示すこさ。

孫菜園、竹林、庭 樹、泉池等1 J e 殻〈ろさき t: t 同図面 に於て園示するこさ 。

官iil 考、 上の問地、畑た耕作すろには批年男子 l 人 及u' 補助耕作宇;-C男女不1: 月) 2人にて足 ろ。

2. 際募者の提出すべき園面及ぴ許容iた次の虫11 <定む。

( 1) 住宅及び附属建物の1 f ' 面園 前向尺 印分ノ l

( 2) 住宅及び附属建物の立面固く各筒 に就て少 くさ L 2 面〉 面白尺 回分ノ l

( 3) 住宅及ぴ附碕建物のwi 面回〈各筒 に就て少 < ;: L  Ｒ 筒ｾ Ｉ 縮尺 50分ノ l

( 4) 住宅及ぴ附腐建物の屋根伏悶 縮尺 回分ノ l

( 5). 酒E 置 周 縮尺 1∞分ノ l

( 6)  Ｈ Ｑ Ｉ 乃至 Ｈ ＵＩ の図面 に於て明示 し 得 Ｑ Ｎ￭Ｎ い重要なる筒 ｪ 怠及ぴ特に工夫ら Ｑ 凝ぜる筒ｾの詳細闘

縮尺 20分ノ l

( 7) 設計 lこ闘す る説明書 、仕様概要及び工投機覚書

注意 ( 1) i愛蹴固た附加す るさ否さ t:t 任 意さす

( 2) 園面 t: t 総て牛折原岡おt Ｈ 縦 ｬ 尺 Ｗ 寸 以上 、横 Ｒ 尺 Ｕ 寸以上 〉 にｾ仕上げた以てす

( 3) 園面 lこt:t l陰影着色た施すし 道支 Ｑｾｾ l  

( 4) 寸法 t:t 寸、尺、聞や以て すろこミ

( .5) 卒面園 |こ於げる議室及 ()¥附属岩手具"lj' iの名.f1ll. t: t 岡町内 ?問主筒盟主 に直媛記入する こさ 。

3. 提 出 !lJ 1 1浪

昭和 11年 9 月20口正午迄に稲井県草聴枇合認 に到着すろ ゃ う提出 す るこさ。 1Ji し悠募 lこ!!I すろ一切の

食用 t: t 舷募者の頁婚さす

4. 賞 金

審査の結果優秀之認め 1: ろ設計圃案提出，J < ; に下の1. 1: <t . た贈呈す。

l 等 おO町I 1 名

2 等 l∞閲 l 名

3 等 50閲 l 名

選外佳作 20闘 2 名

5. 常選園祭及び書類 t: t 之ら返附ぜ ず。其の一切の椀利 t:t本l係に崩すろしのさす

前項以外の際募園案 t: t 共の請求により返戻するものさす

右に謝して t: t 充分の注意; 在郷ふさ! ! f H ｬｬｾ 一破偵 し ＱＺ ろ 場 合に於て し本 ｪ 孫其の立た頁 ｴ ＺｴＱＧ。

6. I ! I F : 募園祭及び舎類等に t:t氏名に代 る暗紋( 文字に限 ろ〉た記載の上表面ーに宛名、 1f f P. 募者の暗

波及 びi 1 f f P . 募圏案」の文字た記載すろ こさ。

術無記名の封筒 lこH音披及 び住所氏名た記載し れる紙片や封入 し一括 して提出す るこさ。

7. 審査員 t: t 次の如 し

jp1 ，i 弁高等工業撃校教 授

同

紹子1二焼、祭;務部長

坂背1I '( ;呆J台

育問 *1堂

奥閏久七!l li
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日本赤十字枇紹介支部病院 長 持 接 的 士 大11fT- V;[五

編井j係民事試験場長 三 | 偶成雄

Ｘ Ｎ 審資結果ｾ表

ｉｉ ｻｻ 利 ＱＱ 年 Ｑ Ｐ 月 ＱＵ 日紹介 ｪ 隊報た以て ｾ Ｂｘ， Ｚ ｬ ミし Ｗ［ｴ 選ｲ， Ｎ に ｴ ＺｴＺ之か通知す

9  設計Ul !題|こ就 てのrt 疑 lこt: t 際答ぜず。設計参考事項ら [!f，t記しれれIf 之ら参照 して考慮すろ こさ 。

設 計 参 考 事 項

1. ｾ宣言 十 闘策 ｴ ＺｴＺ之ら瓜ｾ［ｬ Ｑ ・』係 ｬｦＧ坦郎農村に究施し得ろしの ＱＺ ろかｾす

2. 本募集に於て t:t外1波及び内部意匠ら恕似てますご! J ! fE L  ，;;!I;村生活の笠調及び保健r;'i i!J 的考慮ら重J悦す

Ｓ 本設計 に Ｉｪｾ て ｴ Ｚｴ師 ｉ ｉＲ 言 、 耐 ｬ 味、ｼ制定 ｉ 等航造ｼこ射する一般的考慮た要する こ ご勿論なるし 、 紹介 ｬｬ 係気

象の待殊事↑ 青年幸に滅皮の高きこさ& . . ぴ多虫の降雪あろこさ等ル参両力すべき こさ

4  稲 ｾＱＢｊｩ 認の気象概況

( 1) 糸依 稲 ｾｈ 隠 ｴ Ｚｴ気象 Ｑ 力に、柳 ヶ瀬 ｉｬｬｦｲ ｊ 仔Ｉ韮なろ 地 ｪ 伝的 境 舛線により嶺 北 Ｈ［ 也前〉 地方 さぬ「 日 Ｈ 若

狭地方さ| 二分 1: ろ。その- *i . 依 t:t:J.
i
ミ|二 円本 海i Uに! 泌すご到E L 、役i北 t: t: 純然 1: ろ北陸型性似たイミし 、

街南( 工寧ろ I111喰型性fit
l. t > 示し、その気飲( : t : 前おより )1白羽1であって檎表 口本 型 lこ近接する 。保健

状態 ｌ 機し て前広 ｬ 二位ろ。主主に Ｈ ｕ ｲＮｬＺｊ Ｑ ニ測 候所 、 街ｾｴ［ Ｉ 観測の気象概況た設計基準ごして禦げる。

( 2) 稲; 11'の気象五213記銘

最尚請: U昆 側兵38. 5皮 ( 大正 1ｉｾｲＮ＠ 8 月初 日〉

最低気温Ｈー Ｉ ｦｬｬｾ 兵 ＱＵＮＱ 皮 ｌ 明治 ＳＷｾｦ 1月271_1)

最 大 風 法 皮 毎 秒 16.9米 ( 明治40年 5 月 17 日〉

最大降水量 ( 24時間の総量) 2J 1. 4:ji s  ( 11行和 8 年 7 月2o ll )  

最小潟皮 23%(

大正4年 6月3
「11

¥大j]ミ7年5月3 "，)

Ｈ Ｓ Ｉ 糸温 ｾｩ 京、大阪の夫ご 比 較してＭＡｬｬ ｈｬ ｴＮ た示さう

糸 淑 毎 日 最 高 及 び 最 低 の 卒 均

測候所

f
1
--R12

月

1

3 月 4 月

1

5 月
l o

月

1

7 月

1

8 月 19 月

1

10月

1

1I 月

1

12
月 |卒均

タ|二| 6 3i 6 71 10 61 174 2 2 4 ml 30 11 31 オ 27.11 2 111  15.21  9. d 18 6  

に
- ) 0. 9

1

くー) 1.
I1  

1. 3， 6.4

1  

11
司 16.4

1  
20.91  2 1判 17.51  10

可

5.61  1. 51  9.3 

て「

ー 一 一 一

i----:::-J
一

1  

，，̂ 
ｾ ｉ＠ ＮＮ，ｾ＠ ｾ＠ ｾ，＠ I  ＮＮ，ｾ＠ ..，1  .  ， _j 

C 什 9.2 12.8  19.0

1 ω
3

1  

26.8

1  

30. 71  32之 お

11
22. 3;  16.71  11. 4  19.9 

0.4.1 0.4:  2.9 8.41  12.8 18.01  ＲＲＮＶ ｾ フ ＳＮ Ｕ 19.6.  12.7， 7.01  2.5  10.9 

1 _
一一一

L

一

1  
'- 1  

つ

一

L
一

' 1  
'- .'  

1  |  

一 一

l「

H米と

京つ

I
Ｈ Ｍ Ｉ ｾベ ＳＴ ［ B ハ 9

1い
175l

|  
(←ω-) 1. 4; ( 一〉知川

Oω

門
7

可I
2.2;  8.01  

12.2， 16. 9引

1

2 1. 0

i  
2包却之日3 18.7

可I

12.3;  6.1

リ1
0.8

1  

9.9 

ｾｩｾｾ ｉ Ｇ の年気温 ｴ ＺｴＺ卒年 Ｑ ＳＮＶ

/I {{ 利 10年 中のI最高気温 36.3  ( 7月30日、 8月 l 円〉

か

最低気温( ー) 7.1  ( 2月8 日〉

( 4) 滋 皮

zp
均 浪 皮 %

測候所

1

1
月 ! と 月

1

3 月

1

4 月

1

5 月 Ｖ 月 己 ｆ戸 ｼ土 ＿ ｾ ｊ い Ｙ 月州 Ｑ Ｑ 州 ＱＱ 川月川 Ｑ Ｑ 判卒均

加 介 川 | 叫
5ω
叫

3羽寸
84!

吋

7i
可?干干

76

斗1 吋 吋

81

付O4;
吋 叫

85刈lti 8ω6“f円1羽

l1"*-ごι嗣1正可{ 均川刈4イρ lヲ

H来L 京 |同 ω 51 6 ω l 叫 72幻71い 同7乃削刈6削 lイlい 80戸Z弓71 叶 叫 叫 刈 仰 | 叫
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日本内地|こ於げろ fr/'i r"ii打及ぴ千土H122産地 の年平均滋皮{ : t 総て 75 %前後 なろ に比 し稲J i"の火れは

著しくおも立 にある。会同仰 dil こして之 に比府す ろ L の 殆 ど1nf， くf引かlこ世li 1t ( 81. 9) 及 ぴ大泊

( 87. .0) が之 に匹敵すろのみ。欠f I { { 平日 10年 に於げる ifrM:11ニのIr.卒均 {:t 80. 0%1こして 、平 均 に比 して

2 %少 〈各月中最 し乾燥- t ! : ろは 5 月の72 %でわる。年か遜 じての最乾の随 iJ(({ :t 2 9 % ( 41:125 '1 )  

でわっ1: 。

( 5) 降水円数 ( 雨、 雲 、日及 、喧〉

測候所 1
1 月

1
2 月

/ 3 月 ' 4 月 15 n  /6 月 1
7 月 1

8 月 9 月 / 10)1 1 11)1 / 12H  1*帥H

利弁 | 刈 2 2 71 叫 1 5 4 1 3 81 14 61 14 81 11 4 1 M 17 1  19 4 2 5 3; 2 18 9  

芸五7U〔耳 石i ＱＳＮ 可 ＱＲ Ｔ Ｑ ＴＲＱ Ｒｦ 可 つ ｾ Ｎ ｉ ＯＧＭ ｉ ｾ ｾ ，? 91 耳石9

>l L 京 I 7.1/  8.2  13 5:  13 9己3.7 1斗 14. 1 ＱＲ い ＱＱιｾ ｃ Ｎ ｏ ｉι 己 Ｔ

昭和 ＱＱ Ｐ 年 に於げ る ｍｾ ［ｉ 干 の降水 ｉｉ ｑ 投 ＨＺｴ年たｩＡＡｩじて ＲＱＶ 日た算し平年 ｬ こ比 して Ｓ 11 少 し。

〈6) 降水総世 〈雨、雲 、;夜、包) ( 中島にて表{ : t す】

! 測候所 1 H  12 月 日 1
4 月

/ 5 月 口 市 司7司すT司 11 Jj Ｑ Ｎ ｾＲｾ ＱｴＢＭｾ［Ｚ＠

踊 弁 I 285. 91三寸竺L 竺 ( l お 81 l吋 お1. 8; 1'!0.8  221.4j  176.3

1  

2234三当2402

大 阪 1 46.61  58.4 98一一j J 2 7 51 1884I 155 51 107 0! 180. 0| 1271| 778: 49 8 lm .6 
'- '-1 ー - - '- 1 ・，.-_ .- ， .- _._， '- " - 1  .__._， " - " '1 .. .- ， 

HL 京| 仰い 2 F; l l戸市戸可 132.8: 153.7/ 236ヲ1 1

吋
1∞寸五戸。

υ， 
恒

昭和 10年 lこ於げる 紹介の降水年線、ltt {:t ( 2173)粍に して卒年 lこ比し ( 231. 8) 少 〈各 H 'I ' 最も多き

{:t 12月の375.6粍 又一 日' 1' 最 し多量に降り 1: ろ{: t 57.5 ( 8月i O日 〉、4 時間内に於て{ : t 32. 6 ( 7月27

日〕 であっ1: 0
(も1雲 に就て( : t 構造設備法芯参I!高う。

く7) 瓜illI Jl T{利 10ff. 1こ於げる風辿皮の年卒均{ : t ＱＮ Ｙ 米毎秒に して平年 Ａこ比 し Ｐ Ｎ Ｑ ［ＩｦＧＨ ｾｾ < 最も強き{ : t 4

月の2.0米 、5年 l.lei邑じて最恨の極値{ : t 南の 11. 6*( 3月24日) 1こして 風歴坪岱り約 171立なり。紹介

の風i去最高;日主主{ : t 全国的 lこ凡て厳低の剖嫁i に!必す。

( 8) 尽の方向 卒均最多風向ｻＺｴ各自線、て円＿である。之 ｬ 二次 ぐｻＺｴ 北 風である。之た昭 和 Ｑ Ｐｾｦ に於げ

ろ統計によって示さ う。く1r16ffi '観測の。組チ|ーに於げる風向全均三回数 ( 1日6回観測〉

他 lこ静穏全年六P通じて 1684回

c; 91: 

( 9) 地2主 従来の記録 に依ろに、地方的の強震無

もも、 C t. 

c:$ 

可f

(t .  

し。寧ろ近 隣地方の強震、且Hち浪美地震、江洲

、'0句¥ dF 

匂 ミb

必ε
可骨 '、r1'ご 地震但馬主!!. 震丹後地震の場合感度大であっ1: 。

ｾ ｾ［［Ｆｾｾ＠ ¥ 
/  Ｏ Ｎ， ｾｾ ｾ ｾＯＯ＠

Jl T{和 10年 lこ於げ る人身 に感ぜられ1: もの 2 回 lこ

し てＮＲｊｓＭ年に比して Ｕ 回少〈、感 ｲ｣Ｑ 尽ｾ {"の34問

&、 Ｍ ｾ＠
lこして卒年| 二比 し8 回多し。

。
三業ケ 俗4

c、4

桃 造計 算に Ｇ，Ｚ ｾｩ てｻＺｴ震度 ｬ 害 ｉ ｊ 私見込むｻＺｴ安鈴 であ
寸

らう。

唖ぞ4容色干 h
( 10) 雷 昭 和 10ifoの雷鳴 日放の 内、定光ら伶A、

事F 雷鳴{ : t 16回 lこして卒年 に比 し4 回少 く、.!iLに鴛

/。、 噂} 季、

や、。へ
qr.¥のみ なり ししの員削 lこして平年 lこ比 して 2 回

〉

♂(> 

脅l

ロ

<il; ｾ＠ 多し。

<03 、、0・
大木に落雷し附近の家屋の火災しbil 悶さなる こ

564  

さわり。
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5.  火災の皮盟主及ぴ原因

最 近 3 少年間に於げろ稲井県率、農村火災度政及ぴ原因

原 因 | 昭 和 8 年 | 昭 和 9 年 | 昭 f『
火 鉢 4  1  3  

矩 縦 22 I  34 

乾 燥 場 10 1  2 1  26 

i包 6 I  8  9  

湯 殿 2  1  - 1  3  

取 灰 24 1  21 1  15 

漏 電 7  1  2 1 2  

弄 火 21 1  16 1  18 

放 火 8  1  5 1 2  

務 管 Y 一 一

焚 火 26 1  33 34 

不 詳 34 1  44 1  43 

合 計 | 1 7 1 I  187 I  193 

6.  jI/O弁l孫、の保健状態

稲井j採の保健状態 には寒心すべきのがある。即ち人口町) ' J 人に付ての線、死亡数( : t 日本生圏平均が

18.64人なろ lこ射し ;本燃に於て( : t 25. 12.人た算し、累年死亡 きF‘ (:t全l到の第一若 く( : t第 二位た占む。之ら

乳児死亡率、結核死亡率等の箇々| こ就て見ろ lこ第五位た下るこ 苫稀である。之島地方的に見ろ I:%¥wi

〈若狭〉地方 lこ比 して嶺北( 越前〉地方 lこ於て一月子不良である。: x . rli 、IIJJ Iこ於げろより L 君11昔日 に 於 て者

しく不良である。その最も不良なるは丹生郡であって 、死亡弓ミ2 8.44tと示す。

ｾＱ＼の原因さしては 、衛 生 思想の不足、天候の不良、倍 Ｓ 妥協取の 不 足 、 持療 機闘の 不足 、 ｦｴｾＱ こ於げる

採光温風の不良等が着陸げらろ。

7. 細井燃の農家の経済状態椴況

本j際良村及ぴ農家3亙溌状態( : t 、同一j孫内に於ても地方々々により径庭わりさ雌も 、之ら機指的に言

へ ｉｦ 、 全図的 に見て比 較 的 良好の昔ｉ￭類 に臨す さ諮て宜し、。殊 ｬ こ越前平坦地方に於てＨＺｴ 、機 業ＨＺｴ ｾｩ く ｪ 良

村に L浸潤し、農関期| こ於て婦女子刻、近隣の機業工場に週初Jの悦わり 、問悦布不1I なろ副業さなる こご

( : t 待筆にf直すろ。但し嶺地地方の虫11く副業主し て主主 して養蹟に依存ぜ るE足並に牛j良牛漁の農村に於

て( : t 、共の終溌状態( : t 前者 lこ劣り疲事t1J?認 むべき しのがある。之等 lこ於て( : t 質的整理組合の 成立ぜる

もの往々 ある。共の主因( : t ' I 安置魚猟の不振に在る。

尚之ら中産民家ミィ、f字決家の比較 に依て見ろ に、 時勢の進展に件。雨lお( : t 漸次不利なろ立場に陥り

つ〉あるが刻l くである。

凡 そj見村の疲燃のDF、図た零れる l二、次 の如l てきしのがあろ。

l. 生活の向上並に耕作労働に釣する倦怠嫌悪

2. 努働力の盲目市及び工業への逃滋

3. 副業の不振並 に努カの季節的運用調節の不足

4. 金肥 ( 硫酸アム毛= ァ 、燐酸石灰、豆粕 、t肉粕、 麻粕 、緋粕等〕の偏用ミヰJO穫の之 lこf宇( : tざる こ

さ( 採算の不利〉

伶 之ら 待に中産農 家 に就 て見ろに 、 中［ｽｾＨＺｴ格式骨量面の在日念強烈に し て、婚 ｴｓ 等ｼこ莫大なる食万 Ｇ ＱＱ ｾ 支

出するのみならず、子弟の教育に就てし盲目 的に都市中産階級の夫|こi依ふの風がある。 l Pち女子らし
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て刷業 lこ従業ぜしむるた快しさてます、 Z平ら花嫁教育 l二叉男子( : t 将来の俸給生活た目 指 して教育に就か

しむろもの多し。従て ｲｬｬ ｩＮＡｾの支出資撚多〈労働力ＨＺｴ減少する。 ｾｪｾ の結果 、 小作災の主張通り易く ＱＲ 作

の ｾｬｴ 盆ＨＺｴ ＱＩ、作農之ら ｾｬｴ むろし、ｉｪ ｬ ＩｾＨｈ 走らに農大なる悶畑た擁して収盆之に件 、 ｻＺｴず漸次不利なろ情勢

に隠る こさ多 L 。之が匡救に { : t 諸種の種目!lUi より割反が議ゼ・らるべきであるが、政村{ 士宅街々の機能的

責槍た軽減すろこさも一つの fiUI 商的針策である 。而して之か促進する匁に{ : t 、農村の楽落的綜合的計

E設が重要さなる。

8. 農繁期及び畑作物

( 1) 農繁期 、3 月雲融げら待て速くも 4 月2 0日頃迄に耕作1ef;.f; む。 5 月2 0 日頃より岡摘、次 lこ11

'

耕

二、三遁た行ふ。更に悶草1e二、三回除去する。之ら 8 月中旬了ろ。共後暫く閑散ごなり 、9 月中

旬収穫期に入る 。凡そ 11月中頃迄農繁j切さなろ 。12月、l 月、 2 月、3月( : t 屋内副業に従事する。

縄製作が主である 。紡女子{ : t 近傍の機業工場 に; 量動機工さして働く 傾わり 。

( 2) 畑 作 物

大根、若草類 ( 8 月中旬下種、11月中旬収穫〉

菜 類 ( 同 上 〕

馬 鈴 薯 ( 3 月中旬植苧、 6 月下旬収穫〉

多、腕豆、そら豆、甘藍、玉葱 ( 10月中旬下種、甘藍、玉葱{ : t 9 月中旬下種 、10月下旬定植、冬

作、翌年 6 月中旬牧! 笠1

茄子、瓜、胡瓜、西瓜、南瓜、慈、 トマト、隠元豆、うづら豆、お多稲豆 、金時豆、ささげ

〈温床の場合{ : t 3 月上旬下種、屋外の場合{ : t 5 月( 八十八夜〉下種 、1投穫は 7 月上中旬 〈温床〉、

下旬仁屋9りより始まる

大豆 ＨＵ 月中旬下種 、 Ｙ 月中旬ｾ主復 〉

小豆 ( 5 月中旬下積、 10月牧 i隻〉

之等の畑作物{ : t 市、 11I J の近傍 に於て { U反資するが、市、 11I J より遠隔の地に於て{ : t l ' ! ' l lこ白家用 におて

るのみである。

倫都市の近傍に於て{ : t 草花王P栽培して、生花、供花さして版 j: t すれば有利なろ高IJ業さなるのみなら

ず、趣味的景観た添へて面白し。

9  設計基耳鳴家所要のｾ具

鍬( 約 12丁〉、鋤( 約 2 丁〉、ぜIt ( 銭製開墾鍬、 l 丁〉、げづりんく畔草取用、約3丁〉、牛15用鋤 くl了〉、

牛馬田切車(1丁〉、銀鎌く4丁以上〉、草苅鎌( 2丁以上〕、i' t ( 1丁以上〉、ふづき( 畑起 し用 lT ) ，鋸( 大小

各 l了〉、よ告 ( 1丁〉、かげや( 木製大鎚 l了〉、梯子( 長さ 2間物2丁〉、責ひ棒( 2本〉

足踏稲こされ翠〉、荷車〈ごむ輪二輪車 l肇〉、肥楠( 2箇〉、約( 大、小各1筒〉、千石( 2丁〕、唐箕くl丁〉、

蓑( 2枚〉、笠( 菅笠、約笠 、編笠等5筒〉 、ござ( 約3枚〉、紙通し( 凶筒〉、間槌枠( 田植定規、 l筒〉、商館

ＨＴ 筒 〉 、 ｾ ｪｾ Ｚ 4筒〉、むしろく80枚〉、こしく30枚〉 、参( しつこ 、土運搬用の縄製の粗綱 6筒〉、手鰭くてご 、

2筒〕、大型手箭( 2箇〉、

之等の置場さしては壁面、府下た利用し叉 l: t 天井 l二吊て保存す。

10. 1fS- W計主主上の注意事項

( l i 淫来の農家{ : t 住宅米作業易であって 、住宅の一部か臨機、作業場におて 1: 然 、土問、板の間た

度くさつ1: 。然し乍ら 、近来、住宅苫作業場 さら分出f! し叉( 工相互 に遮鴎rr 可能ならしめ各々機能た

習を探ぜしむろ傾向次第 l二府加L 1 : 。今後此の傾向{ : t 盆々府大するであらう。

( 2) 農 村 iこ於て{ : t 、公令堂 、宴令場、旅館等の設備無告た普通さす 。従て 、個人の住宅{ : t 不時の重

荷か謀ぜられるこさわり 。立IH在公令堂島設くるの必要{ : t Ni 唱々へられ、之た' I : r 施し 1: ろしの無き

ｬ 二 非ざるも 、 他人住宅の頁燃え廿終滅する ＱＡ Ｑ Ｑ に 於て未 Ｑ Ｚ 甚 ＱＺ Ｇ 不充分であろ。寺院 ＱＢＭＢ 利用 す るｾあろ
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L 之亦稀である。蓋し 、各村必ずし L 寺院か有d す、叉従令之主l : >; fi するさ Lffl 家掬係 lこ於て金村

必ずし L一致しない放である。中流農家の頁槍 t: t 依然ごして莫大である。是れ農村住宅改善の最

大の悩みであろ。 此 の立ぬより QL*の淡村住宅 に於て t: t 数室1:e開放合併して火J$i 閉さして流用 L

1:子ろゃう. z r . 而計J f されれしの最ーし ;普通でわる。災村f七民相互のおL路間撲の糸Jf. J :e保冶ーする には此

の Ｑ 質管た全然抹殺 し ｾｦ れ、 Ｑ ｬＨＩ 伏 ｬ 二平 ￋ ｺ， ｯ 殊に中 ｪｪ Ｍｬ［［ 農家 ｴｕ ミ 村 ｩ こ於げる肩上令 的地 位 ｬ こ来車 ｬ ｛ｪ ｾれ 、 之 ｬ こ

吹2宇佐施すの最も困難なる立場に花ろ。一面農家経溌の合理化の母、地の最も多 く存すろの し此 の

ＡＧｬｾに存する。是れ線て ｪ 見村会胞の楽務的言十世の重要さなる所以であるが 、 ｾｾｪ <現状た直秘参酌す

るたi盛tJ1li fh、。本設言十基準に釣しては居住用室さして 8 叉 t:t 6 撚少くさし 4 室が要望ぜられる。

( 3)  rE? I ミの浪家に於て t:t 、 2 階叉 t: t 屋根裏 t:t 、菜 、後 、農具J I; の他の悲ft 品の if( JJ1i ｉ 二 Ｇ ｉ ｪｾ ［ てられ ｔ 、が近

時 2 1常lこ居住月Jの室ル設くる風t脅して来1:。

( 4) 稲ft- l採に例数特にm宗主主である。各家庭t: t 射: 麗なろt J l¥i . r [ 1 . t e 有するた誇りさする風習わり。主要

居室の一部 lこ例 皮 ( 大担約 6 尺 < 4尺 、或 t: t 小型約 4 尺 x 3 尺〉 た安置し得るこさた要する

〈 句 作 業 場の面積 t:t約 3 1111x  5 1尚らg : : : す。その二階叉t: t 屋根::1k1e 物; 丘場ごし て使用するしのしわ

ろ。その壁画及び軒廊下 t:tJM.S々 Jl J 玉置場さして利用される。作業場はよか籾舵土品 さなる こミ多し。

く の 土磁又は物置 近日在米の ｩ げ 裁は決議会庫 に 託 ､ られるのが 一 般である。叉 ＱｻｾＪ の住宅 ｬ こ 於ては

1rp入 1; e 欠くか或 t:t 少 かりし然 、待 に土政叉t: t 物置た別 1こ設げられるこさ多かつ1: 。諸調j支品 、i氏

物 、 ｾｐｾ 等の置場た［盛 Ｇｩ ｲ［ I二設 くる こさ必要である 。

( 7) 釜 所 多人数の訪j 客わる ;場合、大型の鍋、釜た使用し叉餅偽等の銭 、比較的大 1:. ろ土問叉 t: t 臨機

土問さして流用し得る面積がｾ求てまられる。殊 に 農繁期 ｬ こ於て ｴ Ｚｴ 土足のま、 出 入し 、 炊事及び食

事可能なろ こさが要望ぜらる 。

く の 湯 殿 従 来 の 農 家 に於ては多 く翠所土問に接*ft して設げ られ1: 。之 t:t 決場より締* 後 、直 に入

浴し得んが発である。

( 9) 図鑑裡 冬期集令、際援の中心さなろのみならず全i f. 1:ei亀じて炊事官liWJ 機関さして利用ぜられ

ろ。良家より之た拐殺するこ Z 不可能である。

く10) 悦 所 農作中 に於て t:t 、土足のま弘用主主z可能なる こさY必要す 。従 *此のm主主の匁 l 二、粗末な

る下便所在屋外に設くる こさ多し 。

( 11)  者会 臭気た脅し叉縄かをま 主主する こさ移し告ら以て広イ Eの2言及吉正所より i盛岱の問| 漏ら保Tこし

め或 t: t遮wr すろル要する。: ; . . 1 t，:令 1:e住宅の風上に設くるた泣 くべ きである o 難合 lこ就てし|司t-:t で

ある 。

( 12) 堆 肥小 屋 畜 舎 に 接 して設げろ。

( 13) 灰 小 屋 燈 鐙 等 の 取 灰 か 貯 泌 す る L の。 火災の危険めるた以て敷地 内、住宅より努めて遠隔

の筒民主 lこ設〈 。

( 14)  温 床 作業場の 附近 、 日射良 〈風 館り少告筒縫い仮設するこさわり 。

( 15)  野天乾燥場 i故後期、籾の乾燥場ミして敷地 内 lこ作業局 に妓し空地た保有すろこさ 。 之 t:t 常

H幸畑 さして使用し得ろ。

近 日 幸籾乾燥機た使用するこさわり 。 此 のｾｽ合 、 乾燥 ｨ 告か要しないこごさなるが 、 そ見花多 くは乾燥

揚た必要さする。

11. 構造設備英他 l二関する注意事項

( 1) 積 雪 lこ針する考慮

VIII 6 0  

A 、屋 根 面 に積 雪 3 尺 に も及べば除雪作業行t:tろ 。雲の術電さして、 3. 4尺の積雪また見込むら要す

るく本j勝、の雪t: t 水分多告匁比較的重し〉

兄、屋 根 茸材 ごして t ni. が普通てある。言書留瓦1:e1:1f' 用 す る こ さ 望 ま い 、。雲i容げ iこ際し雲ぬと務

ち 、 車干 縫 Ｑｾ 曲 折 す る等 、 車 Ｑ 昔 Ｑ ［Ｑｾ 磁ｩｊｬするこさ多きが然である。



ｃ 、 車 ｬ 樋はも， ＱＨ ＧＵ 言の ｩ 二法の ￟ｴ 、 破 ｴｮ するこご多し 。 考応 ｘｬ･ｾ す。

D 、五日雪長期l に亘り残存すろ然、特にl量伎才色( 1. ｴｲ ￬Ｎｦ与しよ， ｾ ¥t 、。従て 、屋 根1;)(( 1. 簡単なる Ｑ ＮＮ，ｾする 。 屋

根のお き数 ｊｦ 千 ｩ 二 分ろごきＨＱＮ 、 上肘屋根より引き ｚ 落下し下肘屋根に衝当 ￭ｾ ｬ･ 輿へ 、 ｲ ｾ 主主 ｩ ら Ｒ 与さｰ，し。

( 2) 図鑑設 そ ＱＹｊｉ 後 九＿採ろ匁にＨＱＮ 、 ＺｊＺＱｩ淀が主ごなろ Ｐ Ｅ 客 ｈ 日 ￭｜ に ＨＱＮ火量 ｾＱ ｬ＿ ｊｈ ふる こ さ ｕＩ ろ。多人

数 のさき( 1 . 、図 l政偲毎回み暖たごろ。その燃料( 1 . ｾ 誌 、 耕 、 し Ｑ ＱＧ 、 ｾ Ｚｉｬ 妓てＧわって 、 厚造物不 ｉ ｊ Ｉ ｬｬ ごなろ。

但し 、従 来普通の 闘 機祖ＨＱＮ 煤懲 ら 四国に ｾ｟ｦ ｮｾ し、 ｊ ド ｬ［ Ｚｬ ｩ ､Ｚ ＺｉＧ ｉ Ｈ ｊ な るのみ な らず 、 天 Ｑ Ｑｾ ， ｾ￯ｩ 而 沿線ら ｌ

ＧｴＮＮ ｕ ごしい不 ｩ 知器 ｬ ｬ＿ ｩ ｾ μ 、憾みあり 。

( 3) 室 所Cf骨骨干 図鑑但のぬ合さ 間続であろ。主rU在之等た使川すろ {瓜，f IJ なろ; 芯授nぜ ら れ、燃 料及 び

手関節約される 。灰に肥料ごなる 。滋民生燃料 L 同一であ る。

(4i 井 戸 汲 揚ポン 7・1J e 使用する こさ多し 。

( 5) 便所( 1. 虫u U責主t し易し 、 その授生 及 。1' (1，羽上谷 i均上し皮し。

Ｈ ＶＩ 慾ＨＱＮ採光及 び保温 上石 ｪｾ 子のｻ創 刊 な ｊ 有利で ある。

く Ｗ Ｉ 作業場に Ｈｕ て 足にて出入し叉耳 ｕ ｬ＿ ｴ 免告入ろ こ ごめるし 、 床ＨＱＮ清潔 Ｑ ｬ＿ｾ ー する場合わるら以て清掃

に使な ろこさらｾＺすろ 。 叉 ｊｖ￭ 鼠、 ｉ 的織の考慮Ｑｊ･ 2: : : する。

Ｈ ＸＩ 育会Ｈ ＱＮ ［ 干、滋Ａ被 ｩ 匝 ｬ のもの 多し。清潔 Ａ た園り皮し。 牛、，Ｑ， Ａｩ，の閥れる壁面 、 ｊＱＳ 事ＨＱＮ堅牢なるかｾＺすろ。

屋根裏ら乾草程場ごして草IJ 月J す れ11' 保 温上有利であ る。

( 9) 土佐IJtl /J、屋( : t ?，点授1. . ，少からしめ肥 料f11ii tIの J成殺与防止する然、 日射た巡りる o :1ft 胞の 高 さ約 5 尺

迄 コングリ ート壁 lこす れば右利である。

く10) 難会( 1 . 街立して或 (Hm置小屋等の軒下に設げられる 。努めて 温 度 の 鐙動 た 泣 くべし。寒冷 の

［ｪｾ響ＨＱＮ 少 さ ｌ 老熟ＨＱＮ布告であって直に産 ｾ￟ Ｑｊ･減 少 する。逝 ＧＡｾ､ｊ 、良好なるたｾする。屋根裏 に ＨＱＮ菜 、

茅等ル涯- } 温度の縫化た緩和すろが宜し 。

く11) 灰 小 屋 択 が 泌 総司ｨＭＯ， ｉ ，ｾ べ Ｑ ＱＧ 肥料似 ｩｪＨ ｛ ￬ 放するか以て 、Ａ 夫小屋ＨＱＮ Ｑ 幼 協 的な るべし ｯ X. ! &i l ( より後

火するこさ わろた以て、内部( 1. 柱た露出するこさなく準耐火的 さなすら' t する。

6 1  VIII 



l 舎 報 |

合 員 加護谷諮太郎氏

令長従六位加護谷裕太郎氏昭和 11年6月7 日病任

以て逝かる 淘に哀悼 lこ室長へずま主にI l 官宵さ略歴，" ，掲

げ諮みて弔意ら表す。

加越谷兵 t:t明治 9 年 12月 19 日兵庫J係明石郡伊川

谷村に主主 る略歴 F 記の泊。

l. 明・冶7年7月11日東京帝凶大事工科大祭建築

科卒栄

l. 明治37年B月8 日奈良勝古 '1辻守修理技師 7 命

ス( 奈良勝〉

l. 明治37年 8 月 8 日米大寺大illi 殿出張所主任

ヲ命 ス( 悶〉

1. 明治37年8月29日任奈良j係技師叙高等官七

等〈内閣〉

l. 明治37年 10月21 日叙従七位〈宮内大臣〉

1. 明治39年 9 月 15 日l泣叙高等官大苦手〈内閣〉

1. 悶 悶 11 s 1 0日叙正七位〈宮内大臣〉

l. 明治42年 10月4 日限叙高等官五等; 内|湖〉

L  間 同 12月20日叙従大位、宮内大臣〉

1. 明治例年3月1日奈良l際工師 7 命 λ ( 奈良肱〉

1. 大正2年3月31 日依願免工師 〈 同 〉

!  大正2年5月2 7日|笠叙高等官四等( 内閣〉

1. ，司 同 6月30日依願 免古枇寺修理技師 ( 奈

良県長〉

' V11l  6 2  

1. 同 同 同 文官分 ｲｾ 令 ｴｊＧｴ 11保持主 l 項第4

減 = 依リ休峨 ヲ命ス ( 内務省〉

1. 大正3年2 H2日建築技師 ヲ燭託 λ ( 山梨j係〉

1. 同 同 3月 l 日特別保護建造物名草取11批修

理工事監努ヲ蝋託ス ( 兵庫燦〉

l  大正4年2月28 日右蝿託 ヲ解 ! l ( 同〉

1. 同 同 4月 5 日特別{ 思議建造物修物工場ノ

ｊ￯￻ￎ仔 Ｗｾ 凪託ス く 烏 ｬ ｦｸＩＧ， ｬ 手、 Ｉ

1. 悶 悶 12月27口建築技師蝿託 ヲ解 !l ( 111梨

ｊｾ Ｉ＠

1. 大i E 5 年 4 月1日臨時建築技師 ヲ蝿託 λ ( 長

16汽般合資令批〉

1. 同 問 8月301: 1 御f I J 機= 付特別保設建諮

物修理工事監惇ノ燭託ヲ解 タC鳥取麟 )

1. 悶 6年 2 月28 日特別保護建造物御銭前Iljj[l

修理工事監督 ヲ蝿託 λ く兵庫j孫〉

1. 同 同 11月30日同上解蝿〈同〉

1. 同 問 12月25日臨時建築技師蝿託 7 解タ

く辰， ｉ ，ｾ汽般合 資合 ｩ￭ ｴｬＺＩ

1. 間 同 同 同名塁手建築顧問 ヲ蝿託 λ 〈悶〉

1. 同 7 年 3 月3 1日鶴林寺特別保護建物修理

工事監' 仔 Y 蝿託ス ( 兵庫 J¥孫〉

l. 大正 7 年 6 月30日青島i ] i II IJil 上建築業務ヲ帰託

ス( 青島守備エp : 民政部〕

1  悶 悶 12月31 日建築設計並工事監督 7 蝿

託 λ ( 大分JIM¥)

1. 問 8 年 3 月 1 E 1 鶴林寺鮮かl保護建物修理

工事監督ノ n屈託ヲ解 ! l ( 兵庫j孫〉

1  問 6 月 l 日日本赤十字品l:山 口支部病

院建築工事顧問技師 ヲ蝿託 ス ( 日本赤十字

批山口支部〉

l. 同 10年 1 s 3 1 日特別保護建造物八幡耐l'iII止

拝殿修理監努 Ｗｾ 属託 λＨ 兵庫 ｬ 際 】

1. 悶 悶 2 月 2 日御用溌ニ付1屈託ヲ解タ

<"' 1寄島守備軍民政部〉

1. 悶 悶 12 ) 1 辺日御用務 = 付蝿託ヲ解 P

L大分j係〉

1. 自大正 3 年歪 10年民間一般建築工事設計監

督 = 従事 λ

1. 大正 11年 1 )1 13 日建築事務n凪託 L点京市役

灰〉



1  同 同 4 月 4 日 任 東京市技師( 同3

1 . 同 同 同 同 建 築課長〔同〉

1  同 12年 10月16日帝都復興院建築事務ヲ蝿

託ス ( 復興院〉

1  同 13年 2 月23 日蝿託ヲ解 ! 1( 同7

1. 同 同 3 月27日臨時建築局主査結i課 長 ヲ 命

ス( J . ! { 京市役所】

愛知l係哲海部依佐 美 在

日本無線電信株 式 令iR! : f ，炎佐美主主f吉所

埼 玉j係入間郡紹開花

日本無線電信株式令批中央受信所

京本願寺東京別院浅草本願寺

1. 問 14年 5 月21 1 : 1 依頼完投師〈同〉

1. 同 14年 10月 1 日事務所開設 ( 勉IIIT医 ) L

ノ内〉

1. 同i間合燭託

津上製作所監査役

東京府立第五高等女墜校講師

東 京 小 石 }'I ｉ ｾ＠

拓 殖 大 豊 基 本 官 官

紡 木 j孫 11、 山 町 在

日本無線電信株式合j批小山主主f吉所

三 重 県率、四日市在

日本無線電信株式合枇四日市受信所
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災害調査委員舎 編鵠舎 ( 第4凹〉

B，¥' 6月2 3 日午後6時30分 一 10時30分

JYf  建築材料陳列揚

出N仮名 手辛 ε ｾ 罪E 国

委 員 地 井 、 篠

よli 託、 叫l 口

矢 閃

協議事項

1. 委員提出の以稿 lこ付笠現任免す。

災 害 強 度 委 員 舎 ( 第3回〉

時 6月25 日午後6時30分- 8時30分

所 協 合f具幾昔日室

出席者 委 員 長 波 江

幹 事 果 関

委 員 中 井、 中 島

矢 閃

協議事項

1. 下記事項調査研究する こさ lこ決定

イ 型枠制査の笹理

日 大阪市地主主沈 下の調査

ノ、 立霊泉井戸の調査

大阪城深の呉箆 I: ;¥(炉、て

材 料 委 員 曾 ( 第7凹〉

時 6月25 日午後6時40分ー10時

所 建 築 材 料l線列場

出席者 室長良長 高 級

幹 事 松 久 保

委 員 楠 瀬 、 高 |刈

退 問

協議事項

1. セメント防水剣につ告岱業J aZ の怨談令に閥

するイキ

材 料 委 員 曾 0i18凹〉

7月2 日午後7時30分 一10H寺

建築材料陳列場

日長

所

判

叫

す

岡

橋

保

抑

制

久

高

松

楠

長

背

中

国
民

員委

幹

委

』

也府出

道 回

協議事項

1. 本タ t:tセ メ ν ト防水剣 lこ闘し滋業者の 出席わ

り、種 ;々 広見の交換え..7事す。

住 宅 委 員 曾 く第B回〉

B，¥' 7月3 EI午後5時 一7時

V I11  6 4  

所 協合倶楽部室

出席者 委 良 公 石 )11  

幹 事 矢 悶

委 員 )i C: 水 、 附 同

i立 資 院、 ｾ ｉＧ＠ 野

宮 j協

協議事項

1. 凶策 Z して住居政策の確立た促進する匁の主I r

議案作成 lこ闘し協議す

常 務舎 ｃ ｾｴＱＲ 回 〉

時 7月6 日午後6時 -- 9時

所 建築材料陳列場

出席者 迎 司 王 安井制令長

常 務 北垣主記 、中海主記、中西主gC

内藤主記 、加問 主計、作 問主 計

約水主計、島田編輯、頻l 口編車n

議 司E

1. 材 料委員令より要求 iこ係る セメン ト防水仰| 試

験に闘する イキ( 高橋委員長出席説明〉

2.  材料委れ令より木材市場品寸法規 Ｊ ｾ ｲｎ 検討 ｬ こ

闘し回答の件

3. 7月例令 lこ闘す る件

4.  tお5回全凶部市 lil j題令議総令出! おおの件

5.  I味列易Wr. .::ji: 長より要求 l二係 ろ建築賀県 l二度ー告

の匁料金支出の件

6.  災 :剖長皮委員合袈求 iこ係る委員一名依蝿の何回・

7_  常設委員令聞千干の際正令員の傍聡1"，希望す ろ

のイキ

8. )Jミ村 住宅設計図案懸賞募集た令誌 にて紹介の

イキ

9. 細 lll J - 昔1; (第六僚〉聖差点に闘 する件

10_ 千干i t ;(全衡

報

. &.  

同

1. 6月例令 lこ闘する件

1. 5、6月分合計報告

1. 本 年上牛均j令計繊況 報告

l  本年第 l 回令百十除査報告

敦 化 委 員 曾 ( 第31hI )

時 7月8 日午後6時一8時

所 協合倶楽部室

出席者一 委員長 氷 i宰

幹 事
干h百拘怯p  

占11

委 員 伊 京 、 I岩J 水



協議事項 後 藤 武一君 市 外千里山6 1 ( 日本生命 保険株式

1  建築定策熔接講座開設 lこ闘し具骨量案か協 議 す 令最上〕

材 料委員 舎 ｃｴ ｴｾ Ｙ 図〉
近藤制換: l i I i沼 東成 l亙東小織北之 IOf2ノ15( 三浮 建

時 7月9 日午後7時一9時30分

所 朝日 f具梁昔1I

祭事務所〉

Jti 瀬 源三R[ i君 普通賛助長より榔絡

出席 お 幹 事 松 久 保

右 岡 常秀1- 1 東淀川区元今 笠南通3 ノ55( 日本生

委 員 補 湖 、 r - ::: j 附l

命保険株式令『止佐結iii !j 'c)

4益 田

矢 野 七Wt f l 此花l孟よ紹島北2 / 6明治館内 けド

協 議 事項

上雅男建築事務所〕

1. セ メ ン 卜 |均 水資11試 験1二闘するJ ! ，tr，t 案円台協議す

IJI 口" N- Rl i .  .?: 普通賛助員より鱒将

地 方 舎 員

者s 市 計 重 委 員 曾 ( 第6回〉

池 田 官i' tLn 日合同H責特} J IJ 市主判員 Illi 草子宮主街58iJXノ

H長 7月9 日'1後 7US' - 9時

16 Ｈ 日合併気持ｽｊ ｉｊ 市 公 ｬｩｅ Ｎｾ 務長営繕

所 協 合f具梁昔11室 科 〕

出席- 6' 委員長 ，ｴ［ｾ＠ _;n. 両 ￭ｪ 医 ｬ 敏日 ｾ￁ｾ 牟 ぶ天満納 ｬ ｾ 苦 大衛 生 事教室Ｈ陶米局

委 員 抱 介 、 ヰす タl' 蝿託J

フE
τ仁tIJ 、 =L2E  ・

問 榊 旧 八milr 剥] : $111市型民j(IIIJ3 ノ2 ( 利猷 山勝、建

協 議事項 築課 〉

1. 前削に引説き古ill 市1IIIIHI f干議紙、干? に提出すべき 。 特 別 賛 助 員

!l 111HI I二つ告具骨量案た決定 す。 喜悶 -t4t .. n  大正l長小林 11IJ! 45( 合資令此ホつレ斗

建築材料;環列司自幹事 曾

U，f 7月 13 日午後5ut 305}- - 8時

所 陳列場合; 議室

出席 者 幹 事長 l河 昔1I

幹 事
メｾ 林 、 iili 

北 垣、 Ｗｾ 旬 ｅ 橋

協議事項

1. 陳列喝今後の宣[ 事方法 lこ闘し研究す。

1. 大相紙。 産業日本 l二郎〈工場建築さ設Tin" 機l

lこ陳列場康管偽載する こさlこ決定

報 告

1. 6月20 日FH日本工 業新l切に成告掲載の件

1. 大毎 エコ ノミス トlこ成告処松否決の件

1  陳列場向ぷti l J ] 'm: 紙照明設備完了の 件

1. 陳列場状況報告

1. 陳列場合 計報 告

舎 員 動 静

入 曾 者

曾 員

宇津; f ; 潔沼 ｊｦｯｦ 下 ｾｱｊｉｉｉｔ 新 ｦ 免 Ｔ ＸＰ ノ Ｖ ( 大阪市at1

U，f 佼園建設所〕

世物産大阪出張所〉

普 遍 賛 助 員

石岡太l i I i ki 府下布施10JJ;'c: 川9 18

小川静一良君 米淀川区元今里南通 3 丁目 40ノ27

草燈舎く) . J f 畑建築事務所〉

4総本泰l ! IJ kr 浪速|直感美須 IlI f 3/ 201浪速工務広

内

総川光太郎R 東淀川区元今単南滋 3 丁目 40 ノ27

草恐含( 米畑建築事ι務 所〉

編悶 卒 二点 |河山市古京 10]"61野村俊夫方 ( 桑bx

工務! 古〉

7  

松永 氏.• (.1'  >l i淀川l拓元今旦市長l i . 3丁同 40 ノ2

主主題会( 点畑建築事務所〕

退 曾 者

普 通 賛 助 員

後 藤 光-，，[，1 芥) 11 武夫R 本 島 武 夫 お

韓 居 輔 動

舎 員

成 倒 昌 弘11 J WF北河内部門民村門. J t 害事前 l 丁

主ド

日ii'o'. Ｑｬ￭ｾｧ＠ 京淀川l高木川 西之 III J 3 ノ18

ＵＩＩｾＨ 九州・ Ｑ Ｙｈｩ J.l i成 限I何生野 町4 ノ51

6 5  VIII 



吉 本 幸 一 君 兵庫j孫魚崎| 町機屋川井442 進 水 義 雄 君 紳戸市灘区中原遜5 ノ3進木組

西村 f吉一定 府下型能郡箕面村綴ヶ丘坂下 三 宅 良 識 君 兵庫j採川塗郡嫁口郡是製糸塚口工

増 田 建 司 君 京三・1首御幸町ニイ康上ルl庖島組組員 場内

宿舎 村 野 威夫主主 東京市荏原区小山田J 456

烏 弁 拾 政 君 京城 Ｇ ｾｦ 明倫町 Ｔ ノ ［お Ｖ ( 朝鮮総督府 有 岡 桂 太 沼 大分市荷揚 IIIJ 大分市廊舎建築場石

ぞき務局〉
本建築事務所出張所

星 E長文倉 l好下茨木 IIIJ 南清水町801 ノ2 加 藤喜三郎君 宇治山岡市岡本 IIIJ438

前原大二郎君 住吉区丸山通ア パー ト丸山闘 森 茂樹君 京区上本 I I I J 4/610木村組内 〈株式

青島 務君 堺市南三凶丘 l ノ 12悶淵方
合『止木村組〉

小 林 俊三主主 住吉箇住吉町 1927 特 別 賛 助 員

根予IE 弘君 京都市左京区盗殺院東 I s J I 6/ 3 卒 松 総 吉 君 港庖北境川町2 ノ “

曳 野 興厳君 』青島市皆I引IJ3丁目幸生温 1∞4 / 3 普 遍 賛 助 員

阿国嘉兵衛君 住吉区住吉町 1230 ノ2 C電天王寺 大潟庄二郎君 中華民国日本租界支那駐屯軍経理

1719)  昔1;

岸 国 吉 彦 君 青島市外46大l葉紗廠青雲寮内 佐 藤 佐 七 君 ｲｾ 下吹田町 ＱＰＸＴ 池村建築事務所

松本 字 市 君 京都市上京|直上塔之段 町485 姻 定 中 1Ji:君 兵庫j孫多可君fl西脇11汀様坂

議方 白 井 俊 雄 君 満洲凶司王天紅葉町19

石 田 隆 一 君 尼崎市来向島西之 IIIJ28住友金属工 摺川竹雄君主 紳戸市 灘l亙高羽守口 8

業鋼管製造所工事場J c 林組出張所 甲斐 有1; 郎君 西成| 亙粉苦言中之町2 ノ33

安藤金一郎君 西成鹿田端遜 l ノ2 角谷一郎主主 朝鮮卒北江界君1¥前川面前川株式令

中国 猛君 西成底姫松逝2 ノ2丸岡方 批銭高組前川詰所内

lt 村 武雄君 西宮市川西町39森島輝夫方 久森 7箆君 京都市下京区新町七依下 Jレ七僚公

森 島 輝夫君 西宮市川西 町39 設市場改築工事場奥村組出張所

谷 隆夫君 住吉庖阿倍野筋2 ノ7 山 原 正 美 君 関成区曳般向J 2曳級王主圏内

小林 謙三君 榊戸市林悶庖宮川 IlI J 2 ノ28 武 井 徳i松; g・ ) ，j l 成医南 中漬 IIIJ I ノ8

古 井 康 男 君 西成庖玉出新 IUJ 通3 ノ8林間新三郎

方

改 名

地 方 曾 員 曾 員

天野 - ] E 君 ( 勤務先・) :l1f 京府総務部経絡諜 友 淵 善f吉君 ( $ 名義延〉

島 武 級 三 君 南区日本橋筋 3 丁目松家屋建築部

( 松坂屋〉

V111 6 6  
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外 観

正 面 車 寄

地 陪 平 面 匝

VI I ' 2 “ 満 錨 東 京 支 社 " 鐙計・安井武雄建築事務所・絡ヱ・大倉土木株式曾枇
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観

設計・安井武雄建築事務所・能ヱ・大倉土木株式曾結

3 階 卒 爾 圃

タト

J社 "支尽東錨高



4 陪 平 面 開

5 階 平

三菱銀行虎之門

支 庖 ( 1階 )

穂 裁 室 ( 3 陪)

V lI l  4  “ 満 錨 東 京 支 祉 刊 般齢・安井武雄建築事務所・飽ヱ・大倉土木鎌式金属土



位 置 東 京 市 赤 坂 |産; lMI [ 二帯 地

面 積 4，284. 85卒方米

建築面絞 1，650. 43卒方米

総延面積 2，580.71平方米

1 階 鹿 間

内Z草 地 ＱＱ 昔 Ｒ ， ＰＸＳＮＶ つ卒方主任、 Ｑ 階 Ｑ ， ＶＵ ＰＮ ｾＳ 卒 方米、 Ｒ ［ 潜 Ｑ ， ＵＸＸ ＮＸ Ｒ 卒方米、 Ｓ Ｑ 渚 Ｑ ， ＰＸＸＮＸＲ

平方米、 4階 1，588. 82卒方米、 5階 1，588. 82卒方米 、 6: 格 1，089. 41平方米 、7崎

350.75平方米、 I持階 51. 24卒方米

軒高 地盤ヨリノ 高サ

正面( 北西) 29，426米 7階

背面( 東南) 21，7.46米 51替

屋上突出部33，626米

段 式 使 用 目 的 及 ピ 総 造 二基 ケル 自由秘式

機 造 線 骨 量 級 骨 餓 筋 コングリ ート 透

間 仕 切 鍛 骨 軽量防1仕切トシ餓筋コンクリ ー ト壁併用

基縫下餓筋コ ν p リート杭打

各室商E霊 地l階 管 理 室、宿直室 、遂事事手控室、更衣室、物夜 、機械室 ( 媛房衛生、電

集、塵芥焼却等 " 11常 ;)， - J レ、

事務室、陳列所、株式係、用度係、

合計[ 果 、三菱銀行 、 2:活 支 耐: 長

室、次長室、熔接室、各 課長室、

事務室、3{.皆 総裁室、刷 副室、副

総裁室、同副室、理事室、隠接室、

秘古一役室、顧問室、令議室、41管

1主事務室、 5階 1宅事務室、61替 ヱ

トア ー J レ・レ ス トラン ト ( 大 食 堂、

喫煙室、特別l食堂、小食堂、厨房〕

6 階 平 面 回

7階 機 械 室t 媛房、衛生昇降機 J 答

屋昇降桜機械室

外 袋正面及四面腹ノ大部分ノ、折自主石及

ピ稲旧石張リ上官1い 「タイルJ l長ト

シ陸屋根「クリンカータイル」敷キ

トス

官立三 ｝ ｾ 寸 世主 ゴ ｊ

7 階 平 面 回

“ i甫 錨 東 京 支 枇 " 該計 ・安弁武雄建築事務所・絡エ・大倉土木鎌式曾粧 5  VIII 



曽 業 室 の 一 部

天井高さ 41尺 5 寸

石 膏 製 エ ナ メ ル ペン斗

色彩金箔押へ ・取引肇及柱伊太利庄太

理 石・ スグリ ー Y プロ : y 7: 製反射燈イサ

VIII 6  " 三 井 銀 行 大 阪 支 庖 "

外 観 西 側

外袋北水鳥産花尚

; { i 高さ 6コ尺

圃

設計・曾 禰 中俣建築事務所・ｾヱ ・ 竹中工務底



曽業室より中 2

階廊下走望む

壁及柱大理石 ・卒

摺 7・ロ y メ製

階 平 商 圃

支 庖 長 室 の ー 部

ｾチ ー ク製 ・床 苦手木 張

天 井 プ ラス ターペ ンキ塗

‘ 三 井 銀 行 大 阪 支 庖 " 設計・曾禰中官接建築事務所・絡ヱ・竹中ヱ務底 7  VIII 



2 階 平 面 回

客 溜 の 一 部

天井高き 38 尺 石 背製 エ ナ

メルペンキ 色 彩 ・風|徐 λ グ

リー ""H7・ロ ン7: 製金i &抑

へ ・弘VJ d友伊太革IJ産大理石

2 階 謙 備 室

li.i 及天井 プラスタ ー塗 ・1要

ペゾキ塗 ・床 毛ル タノレ塗 ・

内1木大理石

V Ill 8  “ 三 井 銀 行 大 阪 支 庖 " 設 計 ・曾 禰 中 修 建 築 事 務 所 ・ 錨 ヱ ・ 竹 中 工 務 底



保 護 函 庫 出 入 口 扉

ア メ リ 力 屯 λ ラ ー 令i j H: 梨

ボ イ ラ 一 室 の 一 部

中 2 階 廊 下 の 部

修 業 r 室 天 井 ミ |司 秘

ｾｾ Ｎｉ ｟Ｎ ＧＢ＠

=  
風

イt 庫及保護序: 等のマ ン* - )レ・ア

メ リ カ 毛 λ ラー合i j H: 製 ・5設はイド

ラ タ イ ト 塗

ｾ＠

玉三

‘ 三 井 銀 行 大 阪 支 庖 " 設 計 ・ 曾 桶 中 骨 量 建 築 事 務 所 ・ 筋 工 ・ 竹 中 工 務 底 9  VIII 



地 階 平 面 回

正 面 外 観

工 業 部 紹 介 室

E

-

‘
r

e

a

 

VIII 1 0 “ 紳 戸 市 中 央 職 業 紹 介 所 " 殴昔f ・神戸市管縄操・纏Z ・鴻池組



少年少女部紹介室

婦 人 部 紹 介 室

1 階 平 面 園

ロ

“ 神 戸 市 中 央 職 業 紹 介 所 " 設 計 ・ 神戸市轡繕課・飽ヱ・ 鴻池組 1 1  VI I I  



3  

大 曾 議 室

ロ

2 階 卒 面 閉
3 階 平 面 同

4 階 平 面 圃 5 陪 卒 薗 聞

VIII 1  2 “ 神 戸 市 中 央 職 業 紹 介 所 " l S l . 計・神戸市轡維製・施ヱ・鴻池組



<i.'fJ-τ・2 2  2  
、ｾ｟｟ ｟ｾ＠ J  Ｚ ＭｲＺ ｾ＠ ，: :-

“・』，、
梧 荘 "

讃書室外側・* ーチ

設計・池回総ー回建築事務所・! I ! : I : ・岡図工務 j苫
1  3  VI I I  



主室より玄関ホールま望む

二基の 7 ロアス タンド 11天井向き照射、 ホワイ トプロンメ製、傘、下部線付

ＨｊＨＱ レンメグラス 使用 、 下方に ｌ 一 部照射ｾ し む、 ゲラス 中棚下 Ｈ Ｑ セ 、プラウッ

ド4・リ 付げ幹、チ - ' 1 ノバン ドた象H更す、 扉 (1雨方に引込みのノ、 y キ'! y グド・ァ

木部はすべて令板式

VI I I  1  4  “・』，、 梧 荘 " 殴 齢 ・ 池 田 鍵 ー 思 惑 集 事 務 所 ・ 鰻 工 ・ 岡 田 エ 務 底

穴 梧 荏

所在日・西ノ: 富市夙川

工 期… 昭和 十年五月 一昭和十一

年五月

設計・・・池田総一郎

施工 … 大阪附図工務 府 ( 阿国嘉

兵衛院I席〕

イ上伐

木骨造 、卒家述、約6c坪絵、外壁、

白セメユ/ トスタ ツコ塗 、中央主

室ノ、 サ口 y = 、集令室 = 、娯楽室

トシテ使 用 サル 、;tt. 11也、読書室

ヲffH随 ス。

床仕上ゲノ、 、す ー グオ - '1 、屯ミ

ゲ材者T木3長リ及 ピリノタイル 、

紋桜張 リ。

ｾノ、プラスタ ー 塗 ｩｬｂ 性 ペ イ ン ト

塗分 ク、ゲレ イ ツシ ユア Y バー

ガ玄色、 天井 ノ、 同上及 ピコノレタ

吸 付ペイν ト塗分 ヶ、

共他、 チ ー夕、才一 タ材 ベュ ヤ板

羽目 7 使 用 ス。

アユ〆 トJレヒー λ ノ、琉球産ト ラバ

ーチン総出 シ、

電気設備

媛房一電熱、 スペ ース ヒーター

封 流型 、ヒー ター

照明ー玄室天井、 m- ーダーライ

ト、ノ、白 色灯、及 ピ( 照明器具ノ、

林電機製 品〉位、青、雨色、交 互{) J

替 割 減ナシウル様、三重配線、ト

3ミ。

天弁 中 央=ノ、 、 ビリヤード テー

プノレ照射専用ト シテ 二個、 プロ

セク ター ヲ仕 込ム、

共他 プラク ツト、天井灯、等ニ特

殊 ナ工夫ヲ 施ス、

披聖書袋霞ー尚カ 1 5 Watt 強カ榊

幅 機 12" ダイ ナミ ツ 夕、ス ピー

カーニ個、一個ノ、電気時計、 グ リ

ル中ヨ リ置を型車セ シム 、ラゲオ ( ス

ーパーヘテロダ4 シ、レコード、

白働交換装置、マ 4 クロフォン、

装置、倫 レコードトマ4 クト ノ、

互 = 三ツクス スル枚持 嫁 L ubb

inglni xin胃袋 罷ヲナス。



主 室 突首 り に あ る ア ル コ ー ヴ 壁天井共令i仮ねり付げ

け- ー夕、7 一 夕、シ 対ヂ ，. . . . ントルピー ス、( : t ' 9f t 球産、ト ラ

p 、ーヲ Y 、

ｖ･ ｲ ｡ ｮ､｡ｨ より主室を 望む ｱ Ｎ ，央 、 大テー プノレＨＺｴ よ ｾ ｬ ｩ
や さ り て Bi l1iard T able  Iこ告をふる袋震わり

映潟装置ー 16111111 及 ピ 9. 5I11m. 各二基 Tapest. .y

/ 後方 、壁/ 孔ヨリ P roj ect セシム 。

ｊ も匁メ ｔ｡ｰ ･ｳ ｴＮ Ｎｹ ノ、必要］舷ｾ P l "Oju. Boot h ヨリ

捲上ゲウ ノレ装置 トス。

Scr en ノ、V er andah Si de '" 天 井 中二1' 011 up. サ

レ、必要= 賂ミY捲下グソノ前= - 111ask 及 ピ titl e

cUl.t ai n ガ下グノレ秘工夫ス 、Jc場合、 ダ4 ナ三ツ

クスピーカー ハ Sc ，' een 後 方 = 袋 置 シ 、 Sound

effect ' 7奥 7 、映潟室ノ、、日昔室 "'A氏周 サレ、電気

冷織機ヲ供九 、電気レ y ヂト共' " J{j tchen. ノ用

ヲ毛無用セシム。

J刻也、電気 Ha l1d ､ｲｹ･ｲ 湯沸器 、 ｄｉ ｾ ｪ ｮ ｫ ｪｮ ｧ f ou-

nta.i 等…

電気装置 八 ノ Suppl y トシ テ、阪最中電餓ヨリ 110 

V olt. 2 J Amp.  I  i陸上 トラレス ヲ一個待設セリ。

袋飾設備

施工ノ、 内外木材工撃さ株式合1祉林屋 、

家具用材 ノ、、対一 夕、チ ー夕、セプラウッド 、等ヲ

使用 、遁 宜両日材セリ 、木材ト同時 二ホワイ トプロ y

ズ、ゲラス、等ヲ組合セ取扱 7 、I民手 、ツマミ 、等ハ

ラグ トロイド製 ヲ周 7 。

敷物、車段通、一 銀鼠、色、 ベ ミノイ トプノレ 一色等 ヲ主

色= 削ス 、

カー テン 、一主 室 ライ トレッド 、ゲレイ イツシユ

プラウン 、アイホ・レ一色、横縞京者li織物株式合扇l }] IJ

t践

を{書室ーシ 7 貢 Y" " : ' ) レイツト ーゴー Jレヂン) ' 0 / バ

ー色、等…

l  LL-EB主要事務所他民品弘 15  VI I I  
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象 舎 運 動 場

象舎パスプー) 1 -

よ り 寝 室 を 望 む

ず

、

‘  

dキ

き
は

“ 天 主 寺 動 物 園 象 舎 " 股 tt ・ 大 阪 市 俗 轡 課 1 7  VI I I  



-HT1  

- 九ム託ニ4正

忌云存 ［，ＮＮｾ ＮＺ ア

河 馬 舎 察 室 及

屋 内 プ ー ) 1 .

河馬舎屋外プー) 1 .

前開哩設& .

ｾ ｾ＠

VJ II 1  8 “ 天 王 寺 動 物 園 河 馬 舎 " 設 計 ・ 大 阪 市 轡 繕 課



外 観

グラプ音r; さ格納庫 t: r.一つ

の建物ごして取扱t:r.れ、格

納庫の入 口幅 lは1 巾 1ω8.0111 1  

( ?7ゲ.ラ イFダ-一の最大の L の

lは1互契Z長 lげ7.0 m以上わり 〉中

lド: .2あ5機えらP将納すろ 喜事長が出z来l促4  

る。( A ，'川CI山ω h川】11比、珂ect u山r口 悶 叫<百al R ev 山J C¥¥、

J une， 州 ，1936 より 〉

斜 投 象 国

司e

'  

幸 喜 投 象 固 く1陪を示す〉

( イギリス) ロン F ン・グライダー・クラフ' 建築家 Chri stopher Ni colson 
1  9  VI I I  



食 堂 内 部

T  H  E  

ロ ー ン ヂ の ー 郡

酉E 置 阻

V IlI 2 0  ( イギリス) ロン F ン・グライダー・ウラ? 建築家 Chri stopher Ni col son 



角地に主It つ此のが ラλ 張りの

大商1占( : t 現在 ロンドン 広l' で最し

ょ Ｑｾ ［ｲ ｩＱｾ 放っ ＱＺ 商 ｊ ［Ａｩ建築の 一つ で

あ る。

( Ar chi tect u，-al  Revi e¥¥' ， ，)u-

l1e， 1936 より 〉

外 観

。ＺＡＧＡｌＮＺ盆 ｊ ｱ ｾ ＧＢ

3  

5  

一千＿ｾ 、

.闘 :ゾ

② 

.
‘

・
・

8

・
"

.‘ ・・・ ・・

1 階 平 面 図

C-{ ギリス) Peter J ones 高 庖，ロン Fン 建築家 51at tr 及1 I1tberley
2  1  VIII 



運 動 場 測 外 観

餓自主滋骨コングリート透

21管ill - 音r; 司王家建 、 餓 骨tt

熔峻、 生徒約 1Cわ人ら牧苦手

するが、 A守主任中央 l二一棟ら

榊楽すれ 11.' 2J O人 らI枝容 し

れト る百十di ごなってゐる。

理主 ｾの恕

/ つJ ぺ
斜 投 象 聞

本側 11(皆の JHII I ( : t 岡弘室、控室等か占め 、反射f l I ll に tt 食堂、

料理場、上階 lこtt ｾ寄宿室が 北 側 ｬ こ り ｶ Ｈ，ＺＡ，Ｎ h.an日して 、そ の下が

口. 0 ヤさなってゐる。本官官の雨翼2 f S - 家 lこは教室、 北 nt l]に tt 2fS-家

のff豊操場;Ui: f; 昨堂がある 。各室共針角通風た得る- ' C J う lこ、 高慾た

設(j 、叉 21管中廊下さ寄宿室の仕切 t1. 上官1;1火抜さしてあろ。

CCA ，'chi t ectl l  ra1  R evie¥¥' ， ，TlI ne， 19:1日より 〉

V lII 2 2  ( イギリス) 7 ライトン郊外の寄宿皐校 建 築 家 A . V .  Pi l i cbowski  

f  



ｐ ｩ ｬＧｮｬ 前回市の郊外の 森た拓ｾ 屋外水泳場ご屋内

水泳場の建物ら建設し水泳の中心ら形遣つ 1: L  ので

ある 。第 1聞は屋外水泳場で 5 0 mete，' x  20l1l cter の

炭きでこれに厳命さし 1: 芦主主か附脇佳しめ日光浴場

ごしてわる。

第 2 悶tt屋内水泳場の建物た見1: ミころで屋内 に

tt 2511l et e，・ x 12meter のヲ。 ーんがあろ。

( De，' B aul1l eist er， J uni ， 19:1(i より 〉

Pi rmasens の 水 涼 場

第 1 園 屋 外 水 源 湯

第 2 置 屋 内 水 滋 場 建 物 外 回

1 階 平 面 閉

建築家 Harl er 
2 3  VI I I  



完 成 後 の 模 型

地 震 前 の 全 景

ＱＹＳＳ 年 Ｓ 月 ＱＰ 日の午後 Ｖｾ 年 ｬ こ、日ングピ ー チ 附近か ｍ つ Ｑ Ｚ 大 地 震の然 、破抗ｌＱ Ｚ岡 地の 高等工袈撃 校の復興が最

近完成し 1:。

地震後ロン グピ ーずらはじめ 、同様な影響俗受げ 1: ロスプンセソレ λ 地方の言者II li市では、より高度の構造規耳きら

要求する新法規の設定及新しい耐震機造法の使用 1J!?許すべ く建築法視の大修正に着手しれ。復興事業に射しての

みならず全州のl J } 校建築の改造ル要求すろ この大事業( 1. 、外観 lこ於げるさ同級 lこ燐想に於ても近代的合理性や持

つ1:2.3の建築1J!?作り出 L 1: が、ロ ンゲピ ーヲーの この新しい高等工著書祭佼はその代表的なものの l つである。

事校建築1J!?近代的するさいふこご( 1 . 、アメリカ lこ於ては今 I:H .で極力反射されて*1: しのであるが 、カリフオ

ル二十の地震( 1 . 議論よりも効果的であっ 1: 。生徒; きの安全の銭に( 1 . 株式などは lii 、題で (: t 1 . よいからでわる。

そ二で 、 この 工ｾ墜 佼の復興計霊 ｬ 二ＨＱＮ次の女 ＱＱ き ＮＡ ｜， ｜ｉ ｪ＿考慮し 、 ￯ｊｩＺ直荷重さ同時に地主主力 Ｈ 様力 〉 に ｌ 充分抗てましむ

ろ伐設計が進められ1: 。

a.  建物の白重1J!?最小限度に局限するとご 。

b. 外部に面する教室の話ｾｾｾ綴 的 ならしめて採光ら充分 ｬ こ すろこさ。

c  廊下の雨 ￟ｬ ｉｉ 上部にはｾ被的な 糊 関与取り、下部 ｬ こＨＱＮ ロッカ ーの場所 Ｑ ｊＡ＿ 取る こ ご。

d  媛房の配管た天井さ床叉[ 工屋根ス ラプさ の聞に仕込むこさ。

結論さ して教室の部分( 1 . 断面圃 lこ示し 1: 様な鱗遣さなつれ。

敷地ば西 lこ主要道路た控へ、他の 3 方 (1 自動車の通行の辛ふじて 出来るか出来ないか程度の小道 l二面しれ 765

VIII 2 4  ( 7 メリカ 〉 ロングじーチの高等工墓皐校
建築家 Hugh R.  Davi es 



x  ＱＮ ＲＵＰ 択のノくさで 、 ｬＱ｜ ｩ ｾｾｾ ドル昨

堂の後方 lこ奥行 150 凹( の耳1.-{:1

地があり、接校 '(tI局 l:t敷地た

正しい長方形 ｬ こするｾ こ れた

'j ;'i .JI1 l すろこさた主張 L 1: が、

建築家の奨めに依って将来は

その部分 ｬ こ術張 ｌ ｾＡｽ ろ伐 ｬ こ 百 Ｑ Ｎ

iEが立てられ1: 。

建物 l: t 次の 5 つの背1; 分 l二分

げ られ内外の騒音の 防止、 号匹

生、主主波及一般の草l J i ' 瓜及各fm

ffr 要面fftZ手ル考慮して計主- t !

られて1苫ろ。

1. 商業及科接部;

2.  音楽、美術部及闘丹

官官

3. 事務室・lk一般工懇剖;

4. i2s'Y市場及同附泌建物

5  手ム部

出来ょっ1: 建物 l:t蕊 lこ掲ぐ

る逝である。 二の組織的 lこ西日

列てまられ1: ー詳の建物 l: t、そ

の見掛の 11危弱きが却ってその

丈夫なる所以である。ｾｽ校建

築の宅ダ ンな絞式が皐校の家

図気た全 く機械化するご して

恐れてl苫1: 人々 lこさって、こ

の3主例 l:t大 lこ安心 l e興1: こさ

であら う。

( Archi t ectul"al  FOr U1l 1，J Ul1C ， 

193日より 〉

( 7 メリカ ) ロング広ーチの高等工墓畢校

商 業 部 舛 叡

鷹 盤t 舛 甑

1ft ｾ誌内部

建築家 Hu，b  R. Davi. i  
2 5  V lI l  



国 置 関

1. 媛房換気袋綬

2. 主主気孔

3. 貨 填

4. jili 車質慾

5. ロッカー

6. 週一線欄間( スチール ・サッシ ユ〉

VI I 126 ( アメリカ ) ロングビーチの高等工襲撃校

1. 商業部

2. 科祭昔f;

3. 事務部

4.  屋内骨量採場

ち. 手工部

6. カフェテリヤ

7. 音楽及美術部

8. 闘書官官

9. 寄宿舎

1  C' .  2時 堂

7. 熔 接 サ レ タ 鋼 鍛 泌:4択問〉ー 縦 餓 床 ガ ソ

ノ梁= 熔接サレ テ局 J レ

&  天井、サーマック スの上 に吸音性 プラス

ター仕上

9. 床 、 サーマックスの上に風のプロック張

10. 床、コ ンクリートの上 lこ織のプロツタ張

11. サーマツグ λ の上にアスフアルト 、 1) イ

Jレ

12. コンクリ ートの上 lこア λ 7 アルト、 1) イ

J レ

13. 餓管コ ンクリ ート床版

14. 柱 脚

15. 柱 脚 た jili .*'裂する梁

16. 外蛍下の柱脚

17. サーマツ Ij A の上の屋根仕上〈砂利数〉

18.  スカイライト

1' ¥ 
取イすの照明袋置

教 室 断 面 聞

建築家 Hugh R.  Dav附



スロ ープ Ｑｾ 利用 し て巧 ｩ こ 訟計 ぜ

られ1:健康住宅。

1  I省lこ居間、食堂、感堂 、套所、

浴室等全くのｻ 主だ 淵［分 Ｑｾ 取り、斜

面の関係で下の方に出来 1:部分 lこ

自動車庫さ遊戯室さら取って }.y

ろ。自動車庫か最下| 替であり その

よ昔sが遜厳室になって居る 。

..' 、

各部分 lこカ ンチレバーら盛 lこ)ii

U て、度ぃ怒ら強烈な日光から巡

り、同時| こ建物ら四角い袋化のな

い形 tJ' ら救って住宅風の雰囲気ル

醸成し て居ろ。内部 L外部主同じ

心持の設計で 、特 |こI民イサげの家具

lこその待徴らをま揮して沼・ろ。木造

スタツ コ仕上。工t ' ( S.OJO弗。

一 一一一一一一一… -ー

( A ，' chi t ect u，'cal  1-" 0 " UI11， J u附，

Ｑ ｾＱＳＨＭ［Ｉ＠

PLOT  PLA N 

2 階 平 面 圃

( 7 1 リカ 〉 ロス7 ンゼルスの住宅

西 側 外 叡

司自国除 ｬｴｬＮｾ Ｚ ベ Ｎ，Ｎぶ Ｇゾ

東

建築家 R.  M.  Scbi odl er 

宅ー_-- -， 

.  

ｾ＠

2 7  V 11I 



1 陪 平 薗

Vlll 2. 8  Ｈ ｾｾリー 〉

/  

圃

一
， 

I  

ローマの信院を有する敬曾

ョー

数 曾 内

2 階 平

建築家

景

部

面 圏

今日 の宗教建築が女IIM 1，J:

1.> ｦ ［ ｾ 式 ら 採 るかは可 成 興 味

わ るUl JJHI である 。

最近 ローマ lこ繰っ 心の数

千r (U銀筋ヨ ンF リートの新

しし、構造ではあるが その経

典 十 字 の ｺｰＮ菌 、巾 Ｄｩ ｾ Ｇ ， :{ i  

段た前 iこ控へて中央入ロル

雨 fitl ll こニ つ の 出 口ら布する

ぬi めて 簡単な 7 アサ ー ド( : t

勿論の こさ最後の ー詳細 lこ

迷ろまであ くまでも 線典的

1，J: iヰのi} !Jl v、しのであるo

ｬｬｪｴ ｾ 位 協室 ｬ こ 綾 似する プー

ケ ー ドの廊 下 のイ3 る 2 1智雄

僧院の zp. IIl i (:t 花 3誌の 中庭式

ル燥 して数地 lこ適合てま る自

由な ITi i !， i1滑 り;ろ tf，' !た示 す

fili し此弘 lこ(:tコ ;:"- 'J リー

卜迭のOl¥守 l二回唱え建築の手

法た泌す るが刻叶大! 犯 さ(:t

.l' L出d ない 。

. i l l 築面的 25) :) 平方米

同 容fA 20心 O立方米
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ＱＯ の牛 ｬ ｾ Ｓ Ｎ ｬ ｩ Ｚ ｦｬ ，Ｚ 七よりな る か袋ｾｾｊＺｉＺ［ I! の 1 1flJ である。時ij 躍の1収キg

) j ( 1 凶; 全形の".，ｊｩｩル造るｾめさよりＡ悶が悶土れ ＱＺ 感じた出す者 ｩｬｬ 合

J :適宜 lこl附及れ 1: L のである 。

五戸 4  凶

此の1 f IJ で [1袋路 (1 道 路 lこ射して淡々ごし仁徳じ l eWへろべ〈知

かZ l l X 扱はれて }tti ろ、だから此の袋路の 一般的言十遊 L道 路 の -

Ｎ ｭｾ 分の効来たねらって 百 宣 言 ｼ・され ＱＺ 例ル示す 。 ＨＳ 闘参照〕

( イギリス) Wel wyn 田園都市の宅地事帰j 2 9  VIII 
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第 5 圃

第 6 聞

_'. 第 7 II! 

第 8 圃

( イギリス) Wel wyn 田園都市の宅地割例

主主に本誌 Ｕ 月骨ｾ /! tI:尼11こ関する待

輯波川こ於て、; Yel¥¥"yn 田園都市の

宅地割に闘する所制袋路式 ( C uトd-

｣ Ｍ ｳ｡｣ の ｬｾ ｉｊ ｉ ，ｴ＾主ごして紹介し ま し ｴ Ｚ

が、此皮 l1. 一般不整形の Illi 廓劉の伊l

( 地勢上整 形|亙廊書IJの 出来ざろ場合〉

ル紹介する事に致しま し1:。

第 l 園

2 国以下の" 宇品目闘の索引であ る

はかりでなく紹介する部分全慌

の道路計遊らし示す 。

第 2 闘 E IIl1 G ardens 

此の計 宣 l1. 三つの形式のコツ テ

ーずら組合ぜて使用 L 1: 1:' げで

あるから単調さや破り、且つ効

果める鎧化 !J，. :Rめ交互 1こ住宅た

後退きてま 1: ものである 。

ｾＵ 闘 メド ー ウグリ ー ンクロ

ツ λ

此 の計j I l1. 、j トーむた1事ず出来 1:

循袋小路の例である。反射側 l二

あろ￬ｴＡＡ，や司主 主 ｾの農家及美し い樹

木等が此の空地の Jf.ft及方 iこ有効

な( 1. 1 : らきた してだ} る 。

第 6 岡

新 L. リl、:t'f. さ雨 fltlj の上手の 芝生

等 ｬ こより池 ［ＡＺｴ ｮｾ 道路の 曲線 重

!こ ら置き幾化 あろ風致1，t>織成 し

てl苫ろの た示す。

第 7 闘

保存されてあっ t: 存主任の池が充

分そのlt' lll[ ( 1，t >後揮してだt ろ伊IJ !J，.

示す。

ｾｾ［＠ 8 園

是等のＱＺＱＺ 主 主 ｬ ＱＮ 樹木 Ｑ ，ｴ＾保存す る ｾ

に後退 して建て ら れ れ 例 で あ

る。
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1却It .50凶C郵 税 2 銭 1

毎月 1回 1日後行 定 'i1 12}>>I'6∞ 凶t悶 24 銭く

昭和 11年 7 月25日印刷 昭和 11年 8 月 1 日雲行

育行問編突 小 板 常 タ)

大阪市北 恒例 日 ピノレ 日本 建築 協令内

印 刷 所 大 石 堂 印 刷 所

大阪市北区玉江 11汀1丁 目11寄地

意苦 行 所 !?T l l 本 建 築 協 合

大阪 市北 回 中之 島3 ノ3初日 ピJ レ

電話長 4ト渇く23) 4501苦手( 9)

指 菖 口 座 卯次 3::1975杏

特約奴r.: r.!i ｩ ｾ ｛ｬ々 堂書山

大阪市西 lMi京町境ii 羽子板橋 商

電 話 と佐 1.o2440苦手

書面替 口座 尺 似2084香

禁 碍 載

本放 lこ掲載包 ろしのは 、一切 これら無断 lこて

鞠 殺 し叉 l: t 単行本 !こよ伴 その他の複製行匁た

なす こさた 祭ず。

普

鹿 告 掲 載 料 金

通 I 1 頁 I 1 回 I 15・∞

普 通 I t 頁 1 回 8・∞

普 通

Ｈ Ｎ Ａｾｱ ｾ ＱＨｾ＠ )  

普 通

、H町l¥;; 2  t  I  

普 通

( 喝附 τi l 及品鈴 ド〕

ア { ト

中 揃〉

l 頁 l 固 め・∞

ｬ 頁 ｉ Ｍ ｾ 問 Ｔ Ｐ Ｎ ＰＰ I  

l 頁 l 回 I 25・∞ |

を頁 1 図 20・00

表 紙 2 I  1 頁 l 回 印.∞

表 紙 3川 I 1司頁 片函τ司一つ1-一つ1玄5丙函一寸|  

表 祇 4 1  1 頁 1 1 悶| 加

礼牒蜘喋創 ｾ ［Ｚ馴銭 ｕ Ｑ Ｑ 三 ｲｲｵ ｬ 二 豆 コ
〈L "'7:: : て 昨11 1  糊 l  閲 1  5∞ |  

康管掲依御申込l: t 本合直接願 υ ます。 I

本認l l 'fi 談御法文はすべて 前金で本合直接叉 l:t '  

特約広へ振替貯金叉 l U.} 替 で御沸込ら頼 。ま |

す。郵券代用 l: t 一割増、代金 引換 はお断り致 |

します。 I

6 7  V 1l 1  
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，創立満十去年 記 念 出 版

本舎は本合常設の災害強度委員舎が数年K 8 って苦心調査蒐集

した資本ニ|をil母銭して一本に纏めたもので、大阪市内約五百ク所

六百有俄の試穿成制の 中重被せるもの 、近接地にして地質酷似

せるもの等ぞ省略して凶百十四ナ所ぞ選定したものであって 、

他 に同種の刊行物なく 拘 l1: j折界 に於りる驚異的出版である。こ

のIHJ仮に|捺して本合としては凡ゆる勲陀於て多大の犠牲 を排っ

たものであるが、 しかも倫上梓したる所以のものは 、土木建築

関係者が計量に' 出り常に必要快くぺからざるものであり 、叉' 容

易に所要のものを調査 し得ると云ふ宜に簡伎にして 、j折wにと

り科1盆齢、カ、らざるものと信じたからである。

1世l片rの土木E建E築陀闘係ある諸賢へこの椛瓜戚、ある貰

ラ失た穿弟第!5唱てでぜある。

四 六 倍 版 上 質 印 刷 紙

上 製 箱 入 クロ ース装 蝋

定 債 3. 5 0 園

送 料 12 銭

( 本協合員 に限り 3.00園)

大阪・北区・朝日 ピル

日本建築協合刊行
振替口座大阪 39975

丸 善 本 支 応

寅捌

柳 々 堂 書 庖
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